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2017年度入学試験結果データ

学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 94 178 177 158 156 1.1 
　文化財保存修復学科 8 24 23 20 20 1.2 
　歴史遺産学科 8 18 18 14 14 1.3 
　美術科 61 110 110 99 98 1.1 
　　日本画コース - 23 23 19 19 1.2 
　　洋画コース - 28 28 25 24 1.1 
　　版画コース - 8 8 8 8 1.0 
　　彫刻コース - 6 6 6 6 1.0 
　　工芸コース - 23 23 21 21 1.1 
　　テキスタイルコース - 11 11 9 9 1.2 
　　総合美術コース - 11 11 11 11 1.0 
　文芸学科 17 26 26 25 24 1.0 
デザイン工学部 133 276 276 167 165 1.7 
　プロダクトデザイン学科 24 49 49 34 34 1.4 
　建築・環境デザイン学科 17 29 29 19 19 1.5 
　グラフィックデザイン学科 33 84 84 39 39 2.2 
　映像学科 25 60 60 35 34 1.7 
　企画構想学科 20 43 43 30 30 1.4 
　コミュニティデザイン学科 14 11 11 10 9 1.1 
全学計 227 454 453 325 321 1.4 

学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 41 164 163 79 57 2.1 
　文化財保存修復学科 3 17 17 4 3 4.3 
　歴史遺産学科 4 32 32 14 13 2.3 
　美術科 29 97 96 52 37 1.8 
　　日本画コース - 20 20 14 8 1.4 
　　洋画コース - 21 21 15 14 1.4 
　　版画コース - 7 7 2 1 3.5 
　　彫刻コース - 6 6 0 0 -
　　工芸コース - 21 20 11 7 1.8 
　　テキスタイルコース - 5 5 3 2 1.7 
　　総合美術コース - 17 17 7 5 2.4 
　文芸学科 5 18 18 9 4 2.0 
デザイン工学部 56 424 419 111 78 3.8 
　プロダクトデザイン学科 11 72 71 16 9 4.4 
　建築・環境デザイン学科 9 60 60 25 21 2.4 
　グラフィックデザイン学科 11 91 89 24 15 3.7 
　映像学科 11 85 84 21 15 4.0 
　企画構想学科 8 80 80 14 12 5.7 
　コミュニティデザイン学科 6 36 35 11 6 3.2 
全学計 97 588 582 190 135 3.1 

■アドミッション・オフィス入学試験

■自己推薦入学試験（A ／ B）
　  （社会人・シニア特別選抜試験（A 日程）・指定校推薦入学試験を含む）
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学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

　若干名

48 47 6 4 7.8 
　文化財保存修復学科 0 0 0 0 -
　歴史遺産学科 2 2 0 0 -
　美術科 46 45 6 4 7.5 
　　日本画コース 7 7 1 1 7.0 
　　洋画コース 10 10 1 1 10.0 
　　版画コース 2 2 1 1 2.0 
　　彫刻コース 6 6 1 1 6.0 
　　工芸コース 9 9 1 0 9.0 
　　テキスタイルコース 3 3 0 0 -
　　総合美術コース 9 8 1 0 8.0 
デザイン工学部 58 53 2 1 26.5 
　プロダクトデザイン学科 13 12 1 0 12.0 
　建築・環境デザイン学科 5 4 0 0 -
　グラフィックデザイン学科 19 18 1 1 18.0 
　映像学科 9 9 0 0 -
　企画構想学科 7 7 0 0 -
　コミュニティデザイン学科 5 3 0 0 -
全学計 106 100 8 5 12.5 

学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

　若干名

32 32 3 3 10.7 
　文化財保存修復学科 3 3 1 1 3.0 
　歴史遺産学科 5 5 1 1 5.0 
　美術科 20 20 0 0 -
　　版画コース 2 2 0 0 -
　　彫刻コース 3 3 0 0 -
　　工芸コース 3 3 0 0 -
　　テキスタイルコース 4 4 0 0 -
　　総合美術コース 8 8 0 0 -
　文芸学科 4 4 1 1 4.0 
デザイン工学部 54 54 4 4 13.5 
　プロダクトデザイン学科 9 9 0 0 -
　建築・環境デザイン学科 12 12 1 1 12.0 
　映像学科 14 14 0 0 -
　企画構想学科 11 11 0 0 -
　コミュニティデザイン学科 8 8 3 3 2.7 
全学計 86 86 7 7 12.3 

■デッサン特別選抜試験

■小論文特別選抜試験

※美術科日本画コース、美術科洋画コース、グラフィックデザイン学科は募集がありません。

※文芸学科は募集がありません。
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学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

　若干名

42 41 4 1 10.3 
　文化財保存修復学科 4 4 1 1 4.0 
　歴史遺産学科 6 6 0 0 -
　美術科 31 30 3 0 10.0 
　　日本画コース 4 4 0 0 -
　　洋画コース 8 8 1 0 8.0 
　　版画コース 1 1 1 0 1.0 
　　彫刻コース 4 4 0 0 -
　　工芸コース 5 5 1 0 5.0 
　　テキスタイルコース 2 2 0 0 -
　　総合美術コース 7 6 0 0 -
　文芸学科 1 1 0 0 -
デザイン工学部 74 73 6 6 12.2 
　プロダクトデザイン学科 10 10 0 0 -
　建築・環境デザイン学科 10 10 0 0 -
　グラフィックデザイン学科 17 17 1 1 17.0 
　映像学科 14 14 2 2 7.0 
　企画構想学科 14 14 2 2 7.0 
　コミュニティデザイン学科 9 8 1 1 8.0 
全学計 116 114 10 7 11.4 

■面接型特別選抜試験
　 （全国高校生デザイン選手権大会特別選抜試験を含む）

（社会人・シニア特別選抜試験（B 日程）、外国人留学生特別選抜試験を含む）

学科・コース 募集人員※ 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 51 251 249 40 17 6.2 
　文化財保存修復学科 5 36 36 1 0 36.0 
　歴史遺産学科 8 33 32 2 1 16.0 
　美術科 29 153 152 27 12 5.6 
　　日本画コース - 22 21 13 4 1.6 
　　洋画コース - 20 20 8 5 2.5 
　　版画コース - 15 15 0 0 -
　　彫刻コース - 13 13 2 0 6.5 
　　工芸コース - 26 26 1 1 26.0 
　　テキスタイルコース - 19 19 1 1 19.0 
　　総合美術コース - 38 38 2 1 19.0 
　文芸学科 9 29 29 10 4 2.9 
デザイン工学部 52 428 426 32 20 13.3 
　プロダクトデザイン学科 11 89 89 7 5 12.7 
　建築・環境デザイン学科 10 74 73 6 3 12.2 
　グラフィックデザイン学科 7 68 68 3 2 22.7 
　映像学科 10 70 70 3 3 23.3 
　企画構想学科 8 73 72 3 2 24.0 
　コミュニティデザイン学科 6 54 54 10 5 5.4 
全学計 103 679 675 72 37 9.4 

■一般入学試験 ［ 前期 ］

※募集人員は一般入学試験（前期）、大学入試センター利用入試（１科目利用）、及び大学入試センター利用入試（２科目利用前期）を合算した募集人員。
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学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 15 14 14 11 11 1.3 
　文化財保存修復学科 2 0 0 0 0 -
　歴史遺産学科 2 0 0 0 0 -
　美術科 9 13 13 10 10 1.3 
　　日本画コース - 2 2 1 1 2.0 
　　洋画コース - 6 6 4 4 1.5 
　　版画コース - 1 1 1 1 1.0 
　　彫刻コース - 1 1 1 1 1.0 
　　工芸コース - 2 2 2 2 1.0 
　　テキスタイルコース - 0 0 0 0 -
　　総合美術コース - 1 1 1 1 1.0 
　文芸学科 2 1 1 1 1 1.0 
デザイン工学部 12 18 18 7 7 2.6 
　プロダクトデザイン学科 2 1 1 0 0 -
　建築・環境デザイン学科 2 5 5 2 2 2.5 
　グラフィックデザイン学科 2 4 4 2 2 2.0 
　映像学科 2 6 6 2 2 3.0 
　企画構想学科 2 1 1 0 0 -
　コミュニティデザイン学科 2 1 1 1 1 1.0 
全学計 27 32 32 18 18 1.8 

学科・コース 募集人員※ 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 51 213 213 54 17 3.9 
　文化財保存修復学科 5 25 25 1 0 25.0 
　歴史遺産学科 8 19 19 6 3 3.2 
　美術科 29 157 157 39 10 4.0 
　　日本画コース - 33 33 20 5 1.7 
　　洋画コース - 23 23 9 2 2.6 
　　版画コース - 8 8 3 0 2.7 
　　彫刻コース - 14 14 3 3 4.7 
　　工芸コース - 29 29 0 0 -
　　テキスタイルコース - 23 23 1 0 23.0 
　　総合美術コース - 27 27 3 0 9.0 
　文芸学科 9 12 12 8 4 1.5 
デザイン工学部 52 259 259 24 6 10.8 
　プロダクトデザイン学科 11 55 55 6 2 9.2 
　建築・環境デザイン学科 10 42 42 6 2 7.0 
　グラフィックデザイン学科 7 47 47 6 0 7.8 
　映像学科 10 45 45 2 1 22.5 
　企画構想学科 8 41 41 3 1 13.7 
　コミュニティデザイン学科 6 29 29 1 0 29.0 
全学計 103 472 472 78 23 6.1 

■一般入学試験  ［ 専願型 ］

■大学入試センター試験利用入学試験  ［ 1科目利用 ］

※募集人員は一般入学試験（前期）、大学入試センター利用入試（１科目利用）、及び大学入試センター利用入試（２科目利用前期）を合算した募集人員。
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学科・コース 募集人員※ 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 51 230 230 29 3 7.9 
　文化財保存修復学科 5 40 40 2 0 20.0 
　歴史遺産学科 8 46 46 8 1 5.8 
　美術科 29 100 100 15 2 6.7 
　　版画コース - 6 6 3 1 2.0 
　　彫刻コース - 8 8 5 0 1.6 
　　工芸コース - 33 33 1 0 33.0 
　　テキスタイルコース - 23 23 3 1 7.7 
　　総合美術コース - 30 30 3 0 10.0 
　文芸学科 9 44 44 4 0 11.0 
デザイン工学部 52 455 455 20 3 22.8 
　プロダクトデザイン学科 11 88 88 2 0 44.0 
　建築・環境デザイン学科 10 76 76 3 0 25.3 
　グラフィックデザイン学科 7 78 78 1 0 78.0 
　映像学科 10 73 73 3 0 24.3 
　企画構想学科 8 81 81 4 1 20.3 
　コミュニティデザイン学科 6 59 59 7 2 8.4 
全学計 103 685 685 49 6 14.0 

■大学入試センター試験利用入学試験  ［ 2 科目利用前期］

※募集人員は一般入学試験（前期）、大学入試センター利用入試（１科目利用）、及び大学入試センター利用入試（２科目利用前期）を合算した募集人員。

※美術科日本画コース、美術科洋画コースは募集がありません。

学科・コース 募集人員※ 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 15 77 64 14 12 4.6 
　文化財保存修復学科 2 8 4 0 0 -
　歴史遺産学科 2 7 5 0 0 -
　美術科 9 50 43 11 9 3.9 
　　日本画コース - 4 4 2 2 2.0 
　　洋画コース - 8 7 1 0 7.0 
　　版画コース - 6 5 1 1 5.0 
　　彫刻コース - 5 4 1 1 4.0 
　　工芸コース - 11 8 3 3 2.7 
　　テキスタイルコース - 6 6 0 0 -
　　総合美術コース - 10 9 3 2 3.0 
　文芸学科 2 12 12 3 3 4.0 
デザイン工学部 12 90 78 16 11 4.9 
　プロダクトデザイン学科 2 18 16 2 2 8.0 
　建築・環境デザイン学科 2 15 12 1 1 12.0 
　グラフィックデザイン学科 2 9 8 2 2 4.0 
　映像学科 2 20 17 4 3 4.3 
　企画構想学科 2 18 15 0 0 -
　コミュニティデザイン学科 2 10 10 7 3 1.4 
全学計 27 167 142 30 23 4.7 

■一般入学試験 ［ 後期 ］

※募集人員は一般入学試験（後期）、及び大学入試センター利用入試（２科目利用後期）を合算した募集人員。
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学科・コース 募集人員※ 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 15 61 61 15 7 4.1 
　文化財保存修復学科 2 7 7 2 1 3.5 
　歴史遺産学科 2 8 8 1 0 8.0 
　美術科 9 36 36 8 4 4.5 
　　版画コース - 5 5 0 0 -
　　彫刻コース - 4 4 2 2 2.0 
　　工芸コース - 9 9 2 1 4.5 
　　テキスタイルコース - 7 7 0 0 -
　　総合美術コース - 11 11 4 1 2.8 
　文芸学科 2 10 10 4 2 2.5 
デザイン工学部 12 100 100 23 13 4.3 
　プロダクトデザイン学科 2 21 21 9 6 2.3 
　建築・環境デザイン学科 2 17 17 3 2 5.7 
　グラフィックデザイン学科 2 16 16 3 1 5.3 
　映像学科 2 16 16 2 0 8.0 
　企画構想学科 2 14 14 2 2 7.0 
　コミュニティデザイン学科 2 16 16 4 2 2.0 
全学計 23 161 161 38 20 4.2 

■大学入試センター試験利用入学試験  ［ 2 科目利用後期 ］

※募集人員は一般入学試験（後期）、及び大学入試センター利用入試（２科目利用後期）を合算した募集人員。

※美術科日本画コース、美術科洋画コースは募集がありません。

学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 216 1310 1291 413 288 3.1 
　文化財保存修復学科 20 164 159 32 26 5.0 
　歴史遺産学科 24 176 173 46 33 3.8 
　美術科 137 813 802 270 186 3.0 
　　日本画コース - 115 114 70 40 1.6 
　　洋画コース - 124 123 64 50 1.9 
　　版画コース - 61 60 20 13 3.0 
　　彫刻コース - 70 69 21 14 3.3 
　　工芸コース - 171 167 43 35 3.9 
　　テキスタイルコース - 103 103 17 13 6.1 
　　総合美術コース - 169 166 35 21 4.7 
　文芸学科 35 157 157 65 43 2.4 
デザイン工学部 265 2,236 2,211 412 314 5.4 
　プロダクトデザイン学科 50 425 421 77 58 5.5 
　建築・環境デザイン学科 40 345 340 66 51 5.2 
　グラフィックデザイン学科 55 433 429 82 63 5.2 
　映像学科 50 412 408 74 60 5.5 
　企画構想学科 40 383 379 58 50 6.5 
　コミュニティデザイン学科 30 238 234 55 32 4.3 
全学計 481 3,546 3,502 825 602 4.2 

■全試験区分の総計
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男女別・現役既卒別結果

学科・コース 志願者 受験者 合格者 入学者
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

芸術学部 384 926 1,310 381 910 1,291 94 319 413 69 219 288
文化財保存修復学科 34 130 164 34 125 159 7 25 32 4 22 26
歴史遺産学科 72 104 176 71 102 173 22 24 46 17 16 33
美術科 211 602 813 209 593 802 44 226 270 31 155 186
文芸学科 67 90 157 67 90 157 21 44 65 17 26 43
デザイン工学部 1,015 1,221 2,236 1,001 1,210 2,211 160 252 412 131 183 314
プロダクトデザイン学科 224 201 425 221 200 421 44 33 77 37 21 58
建築・環境デザイン学科 201 144 345 198 142 340 25 41 66 22 29 51
グラフィックデザイン学科 132 301 433 130 299 429 16 66 82 12 51 63
映像学科 200 212 412 198 210 408 33 41 74 27 33 60
企画構想学科 163 220 383 159 220 379 21 37 58 17 33 50
コミュニティデザイン学科 95 143 238 95 139 234 21 34 55 16 16 32
計 1,399 2,147 3,546 1,382 2,120 3,502 254 571 825 200 402 602

学科・コース 志願者 受験者 合格者 入学者
現役 既卒 計 現役 既卒 計 現役 既卒 計 現役 既卒 計

芸術学部 1,131 179 1,310 1,114 177 1,291 367 46 413 266 22 288
文化財保存修復学科 137 27 164 133 26 159 26 6 32 22 4 26
歴史遺産学科 157 19 176 155 18 173 42 4 46 31 2 33
美術科 692 121 813 681 121 802 235 35 270 171 15 186
文芸学科 145 12 157 145 12 157 64 1 65 42 1 43
デザイン工学部 2,021 215 2,236 2,004 207 2,211 377 35 412 294 20 314
プロダクトデザイン学科 377 48 425 374 47 421 65 12 77 50 8 58
建築・環境デザイン学科 294 51 345 291 49 340 55 11 66 45 6 51
グラフィックデザイン学科 401 32 433 398 31 429 80 2 82 61 2 63
映像学科 381 31 412 378 30 408 68 6 74 57 3 60
企画構想学科 352 31 383 351 28 379 56 2 58 50 0 50
コミュニティデザイン学科 216 22 238 212 22 234 53 2 55 31 1 32
計 3,152 394 3,546 3,118 384 3,502 744 81 825 560 42 602

■男女別結果（全区分合計）

■現役既卒別結果（全区分合計）

入学者構成比（男女別） 入学者構成比（現役・既卒別）

男子 33%

現役 93%

既卒
7%

既卒
8%

既卒
6%

現役 92%

現役 94%

男子 24%

男子 42%

女子 67%

女子 76%

女子 58%

全体 全体

芸術学部

芸術学部

デザイン工学部 デザイン工学部
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都道府県別結果

地方 都道府県名 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
北海道 北海道 61 57 19 14
東北 青森県 105 105 29 20

岩手県 277 272 35 26
宮城県 858 851 219 176
秋田県 128 128 26 16
山形県 924 913 215 170
福島県 247 247 42 33
東北計 2539 2516 566 441

関東 茨城県 70 68 20 18
栃木県 38 38 14 11
群馬県 45 41 10 5
埼玉県 49 49 16 11
千葉県 22 22 16 12
東京都 86 86 27 16
神奈川県 34 32 11 2
関東計 344 336 114 75

中部 新潟県 205 205 31 18
富山県 9 9 2 0
石川県 15 15 2 0
福井県 0 0 0 0
山梨県 0 0 0 0
長野県 114 110 17 12
岐阜県 7 7 5 4
静岡県 80 80 27 13
愛知県 6 6 1 0
三重県 2 2 2 2
中部計 438 434 87 49

近畿 滋賀県 5 5 1 0
京都府 0 0 0 0

地方 都道府県名 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
近畿 大阪府 6 6 5 4

兵庫県 29 24 3 2
奈良県 0 0 0 0
和歌山県 0 0 0 0
近畿計 40 35 9 6

中国 鳥取県 6 6 2 1
島根県 4 4 1 1
岡山県 6 6 2 1
広島県 5 5 3 0
山口県 3 3 1 1
中国計 24 24 9 4

四国 徳島県 6 6 2 1
香川県 0 0 0 0
愛媛県 0 0 0 0
高知県 0 0 0 0
四国計 6 6 2 1

九州 福岡県 8 8 2 2
佐賀県 0 0 0 0
長崎県 0 0 0 0
熊本県 8 8 4 1
大分県 0 0 0 0
宮崎県 0 0 0 0
鹿児島県 4 4 2 2
沖縄県 15 15 3 2
九州計 35 35 11 7

検定 49 49 4 2
海外 10 10 4 3
合計 3546 3502 825 602

■男女別結果（全区分合計）

入学者構成比（都道府県別）

北海道　14 名　2.3%

中部　49 名　8.1% 関東　75 名　12.5%

近畿　6 名　1%

九州　7 名　1.2%

中国・四国　5 名　0.9%

検定等　2 名　0.3%
海外　    3 名　0.5%

東北　441 名　73.3%

（山形　170 名　28.2%）
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志願者出身高校一覧（2017年度入試）

 北海道

札幌大谷、クラーク記念国際、札幌厚別、札

幌東、札幌北陵、札幌手稲、札幌白石、檜山

北、旭川東、おといねっぷ美術工芸、室蘭栄、

旭川永嶺、札幌第一、藤女子、遺愛女子、函

館大学付属有斗、双葉、帯広大谷、星槎国際

 青森県

青森東、青森南、弘前中央、五所川原、八戸

工業大学第二、八戸北、木造、大湊、黒石商

業、青森西、青森中央、弘前、弘前南、八戸、

八戸東、野辺地、田名部、弘前工業、弘前実

業、弘前学院聖愛、八戸工業大学第一

岩手県

盛岡中央、花巻北、盛岡第二、一関第一、宮古、

岩手、黒沢尻北、水沢、大船渡、不来方、盛

岡第一、盛岡第四、盛岡北、金ケ崎、盛岡誠桜、

花巻東、盛岡農業、盛岡商業、花巻南、花巻

農業、北上翔南、水沢工業、一関第二、高田、

大槌、釜石、盛岡白百合学園、専修大学北上、

協和学院水沢第一

 宮城県

宮城野、東北、仙台白百合学園、仙台、仙台

西、仙台東、宮城第一、聖和学園、仙台三桜、

名取北、仙台育英学園、仙台城南、角田、白

石、塩釜、多賀城、古川黎明、泉館山、仙台

青陵、常盤木学園、東北生活文化大学、聖ウ

ルスラ学院英智、仙台二華、尚絅学院、気仙

沼、泉、石巻好文館、石巻西、富谷、東北学

院、宮城学院、古川、築館、名取、石巻工業、

仙台南、仙台第三、佐沼、農業、工業、宮城

広瀬、美田園、桜坂、明成、仙台第一、仙台

第二、石巻、志津川、松島、小牛田農林、伊

具、泉松陵、柴田、迫桜、田尻さくら、仙台

商業、東北学院榴ケ岡、古川学園、秀光

 秋田県

大曲、横手城南、大館鳳鳴、本荘、由利、横

手清陵学院、湯沢翔北、明桜、秋田公立美術

大学附属高等学院、秋田北、秋田南、能代、

矢島、角館、雄物川、湯沢、秋田明徳館、秋

田中央、新屋、大館国際情報学院、能代松陽、

聖霊女子短期大学付属

 山形県

山形西、日本大学山形、山形工業、山形北、

山形中央、東桜学館、山形南、米沢東、上山

明新館、山形城北、山形市立商業、南陽、鶴

岡中央、新庄北、新庄南、寒河江、鶴岡南、

霞城学園、米沢興譲館、鶴岡北、酒田西、酒

田光陵、山形電波工業、山本学園、東海大学

山形、羽黒、天童、寒河江工業、谷地、高畠、

山形学院、山形東、長井、米沢中央、鶴岡東、

新庄神室産業、村山産業、九里学園、基督教

独立学園、鶴岡工業高専、左沢、米沢商業、

庄内農業、酒田東、山形明正、酒田南

 福島県

福島西、磐城桜が丘、福島成蹊、光南、安積

黎明、相馬、日本大学東北、会津、葵、福島

東、福島東稜、石川（私立）、福島工業、安達、

郡山東、須賀川、会津工業、喜多方、南会津、

磐城、勿来工業、相馬東、小高工業、郡山、

福島南、修明、福島（私立）、尚志、福島県

磐城第一

 茨城県

笠間、第一学院（高萩校）、取手松陽、多賀、

下館第一、水戸桜ノ牧、鹿島学園、勝田工業、

水戸女子、水戸啓明、翔洋学園

 栃木県

鹿沼東、宇都宮南、小山工業高専、宇都宮女

子、鹿沼、真岡女子、茂木、大田原女子、さ

くら清修、栃木翔南、鹿沼南、作新学院、宇

都宮文星女子、宇都宮短期大学附属、宇都宮

海星女子学院、國學院大學栃木

群馬県

前橋女子、伊勢崎清明、前橋工業、渋川女子、

前橋西、高崎経済大学附属、四ツ葉学園、共

愛学園、高崎商科大学附属、関東学園大学附

属

 埼玉県

伊奈学園総合、大宮光陵、越生、芸術総合、

春日部女子、熊谷西、春日部東、朝霞西、淑

徳与野、本庄第一、山村学園、大妻嵐山、自

由の森学園

 千葉県

松戸（県立）、富里、若松、我孫子、佐原、茂原、

大多喜、和洋国府台女子、二松学舎大学附属

柏、八千代松陰、昭和学院秀英、木更津総合、

あずさ第一

 東京都

日本橋女学館、総合芸術、日本工業大学駒場、

本郷、千早、大泉桜、新宿山吹、東洋英和女

学院高等部、東海大学付属望星、昭和第一、

日本大学豊山、トキワ松学園、蒲田女子、東

京都市大学等々力、東京都市大学付属、城北

（私立）、錦城、明治学院東村山

 神奈川県

霧が丘、七里ガ浜、湘南、川崎総合科学、住

吉、神奈川総合、横浜緑園総合、弥栄、青山

学院横浜英和、橘学苑、桐蔭学園、湘南学園、

日本大学藤沢、藤沢翔陵、聖園女学院、東海

大学付属相模、神奈川大学附属、慶應義塾湘

南藤沢高等部

 新潟県

長岡大手、高田、新潟中央、新潟西、新発田、

長岡工業、十日町、高田北城、敬和学園、新

潟江南、新潟工業、新潟商業、巻、村上、新

津、五泉、長岡商業、三条東、加茂、小千谷、

糸魚川、万代、新津南、分水、新発田南、新

発田商業、柏崎翔洋、燕、北越、中越、新発

田中央、新潟第一、日本文理

 富山県

桜井、富山東

 石川県

金沢西、羽咋、北陸学院、星稜

 長野県

長野吉田、篠ノ井、須坂、長野（県立）、小海、

中野西、須坂東、長野西、上田染谷丘、野沢
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 徳島県

城北

 福岡県

筑前、香住丘

 熊本県

第二、必由館、九州学院

 鹿児島県

屋久島おおぞら、鹿屋工業

 沖縄県

開邦、名護、具志川

 検定

高校卒業程度認定試験・大学入学資格検定

 その他

外国の学校等

南、諏訪清陵、塩尻志学館、豊科、飯山、長

野（市立）、長野俊英、松本第一、創造学園、

長野清泉女学院、エクセラン

 岐阜県

岐阜総合学園、加納、各務原西

 静岡県

沼津西、御殿場南、清水南、常葉学園菊川、

沼津城北、富士、袋井、富士市立、星陵、常

葉学園橘、静岡学園、浜松学芸、誠恵

 愛知県

東邦

 三重県

四日市、皇學館

 滋賀県

守山

 大阪府

工芸、港南造形、大阪成蹊女子、関西福祉科

学大学

 兵庫県

小野、葺合、近畿大学附属豊岡

 鳥取県

米子松蔭

 島根県

浜田

 岡山県

津山、勝山、岡山

 広島県

呉三津田、基町、西、近畿大学附属広島（東

広島校）

 山口県

山口中央、松陰
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入学試験　実施内容一覧（2016年度実施参考データ）

 Ａ
［小論文／実技型］

2017年2月17日（金）
～ 3月6日（月）

2017年2月17日（金）
～ 3月6日（月）

試験日

出願期間

1月31日（火） 3月12日（日） 個別試験なし

合格発表 9月21日（水） 2月9日（木） 3月17日（金） 3月17日（金）

入学手続締切〈第一次〉
※入学金納付期限 10月5日（水） 2月23日（木）

入学手続締切〈第二次〉
※授業料等納付期限 2017年2月17日（金） 3月3日（金）

※申請により3月22日まで延納が可能

試験会場 山形 山形／東京／札幌／仙台 山形／東京 ―

文芸学科 17 5 ― 「小論文」 「面接」 9 2 2

文化財保存修復学科 8 3 5 2 2

歴史遺産学科 8 4 8 2 2

美術科
日本画コース

「水彩画」

美術科
洋画コース

「油彩画」

美術科
版画コース

美術科
彫刻コース

美術科
工芸コース

美術科
テキスタイルコース

美術科
総合美術コース

グラフィック
デザイン学科

11 ― 「面接」 7 2

2

2

映像学科 25 11 2

2

2

2016年10月7日（金）～ 21日（金）

11月6日（日）

3月23日（木）

デザイン
選手権特別
選抜入試

―

募
集
人
員
*4

若
干
名

11月14日（月）

11月28日（月）

2017年2月17日（金）
※申請により最長で3月22日まで延納が可能

2月17日（金）
※申請により3月22日まで延納が可能

―

「小論文」 「面接」

「小論文」

「小論文」

小論文
特別
選抜入試

「面接」

「面接」

「面接」

面接型
特別
選抜入試

募
集
人
員
*5

デッサン
特別
選抜入試

募
集
人
員

2016年11月11日（金）～ 25日（金）

12月9日（金）

12月20日（火）

2017年1月4日（水）

山形

募
集
人
員

一般入試［後期］

9

     Ｂ *3
［教科科目型］

山形／東京／札幌

自己推薦入試  *2

一般入試［前期］ＡＯ入試

募
集
人
員

2016年8月19日（金）～ 9月1日（木）

9月10日（土）または 9月11日（日）

募
集
人
員

29

3月23日（木）

―

61

24

17

29

①ミニ講義「芸術大学で歴史や文化を学ぶ意義」の受講
②面接（以下のⓐⓑいずれかのテーマで資料を作成し、当日持参。内容を3分程度にまとめて面
接当日に説明できるよう準備）
ⓐあなたが馴染み深い場所、歴史が感じられると思う場所について、実際に現場を歩き、そこで
暮らしている人への取材などをとおして、その場所に根付く「人の想い」を資料（地図、写真、図・
スケッチ等）で説明。　ⓑ「自己アピールファイル」*1
ⓐⓑの両方に取り組むことも可。積極的なアピールを期待。

①自分が興味を抱く文化財、美術作品や作家（日本、東洋、西洋のいずれでも可）について自分
の考えをまとめた1,200字程度の文章（様式不問）を、出願書類に同封して事前に提出
②ミニ講義「地域文化財の保存と修復」の受講
③面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①創作体験（昔話をリライト〈書き換え〉する体験型演習）
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 の持ち込み可。また、創作物がある場合は、小説、エッセイ、
マンガなど（原稿、同人誌、部誌等）の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①「水彩画」制作
②提出作品（水彩画2枚、鉛筆素描2枚。それぞれB2サイズ程度）
③面接
面接時は提出作品とは別に「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。

①「油彩画」制作
②提出作品（これまで制作した作品、もしくは作品の写真5点程度。素材や大きさは問わない）
③面接
面接時は提出作品とは別に「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。

①人と社会をアートでつなぐ活動を考える体験型演習
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①プロダクトデザイン体験（文房具・生活用品等のデザイン：身のまわりのモノを取り上げ、優
れた点や改善すべき点をグループで話し合い、観察する眼と意見を伝える力を身に付ける）
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①建築や環境に関するミニ講義
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 等の持ち込みも可。また、興味のある建築・風景などの写真
を持参し、将来やってみたいことをアピールすることも可。

①面接　試験当日、自己アピールのための【自己紹介ファイル】* を提出。
＊自己紹介ファイル：これまでの部活動（美術部以外の文化部や運動部でも構わない）や社会活動
などの取り組みをまとめ、他人に自分の特徴を理解してもらうためのもの。ファイルは完全自作とし、
クリアファイル（A4～A3サイズ程度）を利用するなど、素材や発想は自由。美術、デザイン分野の
作品に限定せず、自由な発想による自己アピールと、他人に見せるための基本的な工夫を求める。

①創作体験（与えられた写真の中から1枚を選び、その写真からストーリーを発想して800字以
内で文章を書く。また、提示されたテーマについてグループで話し合う）
②面接　面接時は「自己アピールファイル」*1や作品等の持ち込みも可。
映像作品の場合は、DVDに保存して（DVDプレーヤーで視聴できるように）、出願書類に同梱
し事前送付すること。また、DVDのラベルには【氏名・出身校名】を明記すること。積極的なア
ピールを期待。

①企画に関するミニ講義
②企画提案体験（テーマに基づき、グループに分かれて簡単な企画提案を行う）
③面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①コミュニティデザインに関するミニ講義
②体験型演習「地域課題を解決し、活性化するアイデア会議」（コミュニティデザインをより理
解してもらうために、その手法を用いたグループワークショップを行う。発案したアイデアをグ
ループ毎に発表する）
面接時は「自己アピールファイル」*1 等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①版画制作の体験
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①彫刻制作の体験
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①スチレンボードを使った立体造形の制作体験
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①数枚のTシャツを使った立体造形の制作体験
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「水彩画」「静物デッサン」
「手のデッサン」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「油彩画」「静物デッサン」
「手のデッサン」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から１科目：「共通小論文」
「静物デッサン」「手のデッサン」
「油彩画」「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から１科目：
「手のデッサン」　
「平面構成」

書類審査 
 ＋ 面接
 ＋ 教科科目
（国・数・
 英・日）
より1科目

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査
　＋
教科科目
（国・数・
 英・日）
より1科目

書類審査
　＋
教科科目
（国・数・
 英・日）
より1科目

書類審査
　＋
教科科目
（国・数・
 英・日）
より1科目

「静物
デッサン」

 または

「手の
デッサン」

「静物
デッサン」

 または

「手の
デッサン」

「静物
デッサン」

 または

「手の
デッサン」

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」「手のデッサン」
「水彩画」「油彩画」
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
②教科科目（国・数・英・日）より2科目

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」「手のデッサン」
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
②教科科目（国・数・英・日）より2科目

①・②のいずれか

①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」「手のデッサン」
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

②教科科目（国・数・英・日）より2科目

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」「手のデッサン」
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」
②教科科目（国・数・英・日）より2科目

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」「手のデッサン」
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
「平面構成」
②教科科目（国・数・英・日）より2科目

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「手のデッサン」「平面構成」
②教科科目（国・数・英・日）より2科目

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」「手のデッサン」
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

②教科科目（国・数・英・日）より2科目

教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋「水彩画」

教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋「油彩画」

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
②教科科目（国・数・英・日）より2科目

次から1科目：
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「水彩画」「油彩画」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「平面構成」

次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

次から1科目：
「手のデッサン」
「平面構成」

センター試験の
成績上位2科目

センター試験の
成績上位2科目

入学試験　実施内容一覧（2016年度実施参考データ）  

*１ 「自己アピールファイル」とは、面接時の自己アピールのために、これまでの生い立ちや、高校時代の部活、生徒会、社会的活動、あなたの趣味や興味を持って取り組んできた活動、作品（ジャンルや様式不問）などについてまとめたファイルのことです（A4サイズ程度）。なお、試験当日に受験生自身が持ち運びできるサイズ・素材であれば、実物の作品などを持参することも可能です。　　*2 　　宮城県外在住者で他学科に出願しない受験生 ↙
↘　　  宮城県内在住者で他学科に出願しない受験生 ＋ 宮城県外在住者で他学科にも出願する受験生　　*3 自己推薦入試における「書類審査」とは、「高等学校調査書」及び「出願書類」による総合評価です。　　*4 募集人員は、一般入試（前期）、大学入試センター試験利用入試（１科目利用）及び（２科目利用前期）を合算したものです。　　*5 募集人員は、一般入試（後期）、及び大学入試センター試験利用入試（２科目利用後期）を合算したものです。　　　　　

10日

10日

10日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

※学科・コースにより実施日が異なります。
※試験日が重ならない場合に限り、同時出願が可能です。

書類審査
 ＋「面接」

書類審査
 ＋「面接」

書類審査
 ＋「面接」

書類審査
 ＋「面接」

書類審査
 ＋「面接」

書類審査
 ＋「面接」

2017年1月6日（金）
～ 1月19日（木）

1月31日（火）

2月9日（木）

2月23日（木）

3月3日（金）
※申請により3月22日まで延納が可能

山形／東京／札幌／仙台

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「水彩画」「油彩画」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「平面構成」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「手のデッサン」
「平面構成」

センター試験の成績上位1科目
 ＋「水彩画」 

センター試験の成績上位1科目
 ＋「油彩画」 

センター利用入試
［1科目利用］

2017年1月6日（金）
～ 1月23日（月）

2017年1月6日（金）
～ 1月19日（木）

個別試験なし

2月9日（木）

2月23日（木）

3月3日（金）
※申請により3月22日まで延納が可能

―

―

センター試験の
成績上位2科目

センター試験の
成績上位2科目

センター利用入試
［2科目利用 前期］

センター利用入試
［2科目利用 後期］

11日

10日

10日

10日

10日

*2

10・11日

10

2017年1月6日（金）
～ 1月19日（木）

1月31日（火）

2月9日（木）

2月23日（木）

3月3日（金）
※申請により3月22日まで延納が可能

山形

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「水彩画」「油彩画」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「平面構成」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「手のデッサン」
「平面構成」

書類審査 ＋ 面接
 ＋「水彩画」 

書類審査 ＋ 面接
 ＋「油彩画」 

一般入試［専願型］

11

10

8

6

2

2

2

2

2

2

9

プロダクト
デザイン学科

建築・環境
デザイン学科

コミュニティ
デザイン学科

企画構想学科

33

20

14

11

9

8

6

*1 「自己アピールファイル」とは、面接時の自己アピールのために、これまでの生い立ちや、高校時代の部活、生徒会、社会的活動、あなたの趣味や興味を持って取り組んできた活動、作品（ジャンルや様式不問）などについてまとめたファ
　イルのことです（A4 サイズ程度）。なお、試験当日に受験生自身が持ち運びできるサイズ・素材であれば、実物の作品などを持参することも可能です。
*2       宮城県外在住者で他学科に出願しない受験生　     宮城県内在住者で他学科に出願しない受験生 ＋ 宮城県外在住者で他学科にも出願する受験生　　10日 11日
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 Ａ
［小論文／実技型］

2017年2月17日（金）
～ 3月6日（月）

2017年2月17日（金）
～ 3月6日（月）

試験日

出願期間

1月31日（火） 3月12日（日） 個別試験なし

合格発表 9月21日（水） 2月9日（木） 3月17日（金） 3月17日（金）

入学手続締切〈第一次〉
※入学金納付期限 10月5日（水） 2月23日（木）

入学手続締切〈第二次〉
※授業料等納付期限 2017年2月17日（金） 3月3日（金）

※申請により3月22日まで延納が可能

試験会場 山形 山形／東京／札幌／仙台 山形／東京 ―

文芸学科 17 5 ― 「小論文」 「面接」 9 2 2

文化財保存修復学科 8 3 5 2 2

歴史遺産学科 8 4 8 2 2

美術科
日本画コース

「水彩画」

美術科
洋画コース

「油彩画」

美術科
版画コース

美術科
彫刻コース

美術科
工芸コース

美術科
テキスタイルコース

美術科
総合美術コース

グラフィック
デザイン学科

11 ― 「面接」 7 2

2

2

映像学科 25 11 2

2

2

2016年10月7日（金）～ 21日（金）

11月6日（日）

3月23日（木）

デザイン
選手権特別
選抜入試

―

募
集
人
員
*4

若
干
名

11月14日（月）

11月28日（月）

2017年2月17日（金）
※申請により最長で3月22日まで延納が可能

2月17日（金）
※申請により3月22日まで延納が可能

―

「小論文」 「面接」

「小論文」

「小論文」

小論文
特別
選抜入試

「面接」

「面接」

「面接」

面接型
特別
選抜入試

募
集
人
員
*5

デッサン
特別
選抜入試

募
集
人
員

2016年11月11日（金）～ 25日（金）

12月9日（金）

12月20日（火）

2017年1月4日（水）

山形

募
集
人
員

一般入試［後期］

9

     Ｂ *3
［教科科目型］

山形／東京／札幌

自己推薦入試  *2

一般入試［前期］ＡＯ入試

募
集
人
員

2016年8月19日（金）～ 9月1日（木）

9月10日（土）または 9月11日（日）

募
集
人
員

29

3月23日（木）

―

61

24

17

29

①ミニ講義「芸術大学で歴史や文化を学ぶ意義」の受講
②面接（以下のⓐⓑいずれかのテーマで資料を作成し、当日持参。内容を3分程度にまとめて面
接当日に説明できるよう準備）
ⓐあなたが馴染み深い場所、歴史が感じられると思う場所について、実際に現場を歩き、そこで
暮らしている人への取材などをとおして、その場所に根付く「人の想い」を資料（地図、写真、図・
スケッチ等）で説明。　ⓑ「自己アピールファイル」*1
ⓐⓑの両方に取り組むことも可。積極的なアピールを期待。

①自分が興味を抱く文化財、美術作品や作家（日本、東洋、西洋のいずれでも可）について自分
の考えをまとめた1,200字程度の文章（様式不問）を、出願書類に同封して事前に提出
②ミニ講義「地域文化財の保存と修復」の受講
③面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①創作体験（昔話をリライト〈書き換え〉する体験型演習）
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 の持ち込み可。また、創作物がある場合は、小説、エッセイ、
マンガなど（原稿、同人誌、部誌等）の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①「水彩画」制作
②提出作品（水彩画2枚、鉛筆素描2枚。それぞれB2サイズ程度）
③面接
面接時は提出作品とは別に「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。

①「油彩画」制作
②提出作品（これまで制作した作品、もしくは作品の写真5点程度。素材や大きさは問わない）
③面接
面接時は提出作品とは別に「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。

①人と社会をアートでつなぐ活動を考える体験型演習
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①プロダクトデザイン体験（文房具・生活用品等のデザイン：身のまわりのモノを取り上げ、優
れた点や改善すべき点をグループで話し合い、観察する眼と意見を伝える力を身に付ける）
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①建築や環境に関するミニ講義
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 等の持ち込みも可。また、興味のある建築・風景などの写真
を持参し、将来やってみたいことをアピールすることも可。

①面接　試験当日、自己アピールのための【自己紹介ファイル】* を提出。
＊自己紹介ファイル：これまでの部活動（美術部以外の文化部や運動部でも構わない）や社会活動
などの取り組みをまとめ、他人に自分の特徴を理解してもらうためのもの。ファイルは完全自作とし、
クリアファイル（A4～A3サイズ程度）を利用するなど、素材や発想は自由。美術、デザイン分野の
作品に限定せず、自由な発想による自己アピールと、他人に見せるための基本的な工夫を求める。

①創作体験（与えられた写真の中から1枚を選び、その写真からストーリーを発想して800字以
内で文章を書く。また、提示されたテーマについてグループで話し合う）
②面接　面接時は「自己アピールファイル」*1や作品等の持ち込みも可。
映像作品の場合は、DVDに保存して（DVDプレーヤーで視聴できるように）、出願書類に同梱
し事前送付すること。また、DVDのラベルには【氏名・出身校名】を明記すること。積極的なア
ピールを期待。

①企画に関するミニ講義
②企画提案体験（テーマに基づき、グループに分かれて簡単な企画提案を行う）
③面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①コミュニティデザインに関するミニ講義
②体験型演習「地域課題を解決し、活性化するアイデア会議」（コミュニティデザインをより理
解してもらうために、その手法を用いたグループワークショップを行う。発案したアイデアをグ
ループ毎に発表する）
面接時は「自己アピールファイル」*1 等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①版画制作の体験
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①彫刻制作の体験
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①スチレンボードを使った立体造形の制作体験
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

①数枚のTシャツを使った立体造形の制作体験
②面接
面接時は「自己アピールファイル」*1 や作品等の持ち込みも可。積極的なアピールを期待。

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「水彩画」「静物デッサン」
「手のデッサン」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「油彩画」「静物デッサン」
「手のデッサン」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から１科目：「共通小論文」
「静物デッサン」「手のデッサン」
「油彩画」「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から１科目：
「手のデッサン」　
「平面構成」

書類審査 
 ＋ 面接
 ＋ 教科科目
（国・数・
 英・日）
より1科目

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接 ＋
次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査
　＋
教科科目
（国・数・
 英・日）
より1科目

書類審査
　＋
教科科目
（国・数・
 英・日）
より1科目

書類審査
　＋
教科科目
（国・数・
 英・日）
より1科目

「静物
デッサン」

 または

「手の
デッサン」

「静物
デッサン」

 または

「手の
デッサン」

「静物
デッサン」

 または

「手の
デッサン」

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」「手のデッサン」
「水彩画」「油彩画」
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
②教科科目（国・数・英・日）より2科目

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」「手のデッサン」
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
②教科科目（国・数・英・日）より2科目

①・②のいずれか

①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」「手のデッサン」
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

②教科科目（国・数・英・日）より2科目

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」「手のデッサン」
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」
②教科科目（国・数・英・日）より2科目

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」「手のデッサン」
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
「平面構成」
②教科科目（国・数・英・日）より2科目

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「手のデッサン」「平面構成」
②教科科目（国・数・英・日）より2科目

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」「手のデッサン」
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

②教科科目（国・数・英・日）より2科目

教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋「水彩画」

教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋「油彩画」

①・②のいずれか
①教科科目（国・数・英・日）より1科目
 ＋ 次から1科目：
「共通小論文」「ショートストーリー創作」
②教科科目（国・数・英・日）より2科目

次から1科目：
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「水彩画」「油彩画」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「平面構成」

次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

次から1科目：
「手のデッサン」
「平面構成」

センター試験の
成績上位2科目

センター試験の
成績上位2科目

入学試験　実施内容一覧（2016年度実施参考データ）  

*１ 「自己アピールファイル」とは、面接時の自己アピールのために、これまでの生い立ちや、高校時代の部活、生徒会、社会的活動、あなたの趣味や興味を持って取り組んできた活動、作品（ジャンルや様式不問）などについてまとめたファイルのことです（A4サイズ程度）。なお、試験当日に受験生自身が持ち運びできるサイズ・素材であれば、実物の作品などを持参することも可能です。　　*2 　　宮城県外在住者で他学科に出願しない受験生 ↙
↘　　  宮城県内在住者で他学科に出願しない受験生 ＋ 宮城県外在住者で他学科にも出願する受験生　　*3 自己推薦入試における「書類審査」とは、「高等学校調査書」及び「出願書類」による総合評価です。　　*4 募集人員は、一般入試（前期）、大学入試センター試験利用入試（１科目利用）及び（２科目利用前期）を合算したものです。　　*5 募集人員は、一般入試（後期）、及び大学入試センター試験利用入試（２科目利用後期）を合算したものです。　　　　　

10日

10日

10日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

11日

※学科・コースにより実施日が異なります。
※試験日が重ならない場合に限り、同時出願が可能です。

書類審査
 ＋「面接」

書類審査
 ＋「面接」

書類審査
 ＋「面接」

書類審査
 ＋「面接」

書類審査
 ＋「面接」

書類審査
 ＋「面接」

2017年1月6日（金）
～ 1月19日（木）

1月31日（火）

2月9日（木）

2月23日（木）

3月3日（金）
※申請により3月22日まで延納が可能

山形／東京／札幌／仙台

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「水彩画」「油彩画」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「平面構成」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

センター試験の成績上位1科目
 ＋ 次から1科目：
「手のデッサン」
「平面構成」

センター試験の成績上位1科目
 ＋「水彩画」 

センター試験の成績上位1科目
 ＋「油彩画」 

センター利用入試
［1科目利用］

2017年1月6日（金）
～ 1月23日（月）

2017年1月6日（金）
～ 1月19日（木）

個別試験なし

2月9日（木）

2月23日（木）

3月3日（金）
※申請により3月22日まで延納が可能

―

―

センター試験の
成績上位2科目

センター試験の
成績上位2科目

センター利用入試
［2科目利用 前期］

センター利用入試
［2科目利用 後期］

11日

10日

10日

10日

10日

*2

10・11日

10

2017年1月6日（金）
～ 1月19日（木）

1月31日（火）

2月9日（木）

2月23日（木）

3月3日（金）
※申請により3月22日まで延納が可能

山形

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「水彩画」「油彩画」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「平面構成」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「静物デッサン」
「手のデッサン」
「共通小論文」
「ショートストーリー創作」
「水彩画」「油彩画」
「平面構成」

書類審査 ＋ 面接
 ＋ 次から1科目：
「手のデッサン」
「平面構成」

書類審査 ＋ 面接
 ＋「水彩画」 

書類審査 ＋ 面接
 ＋「油彩画」 

一般入試［専願型］

11

10

8

6

2

2

2

2

2

2

9

プロダクト
デザイン学科

建築・環境
デザイン学科

コミュニティ
デザイン学科

企画構想学科

33

20

14

11

9

8

6

*3  自己推薦入試における「書類審査」とは、「高等学校調査書」及び「出願書類」による総合評価です。
*4  募集人員は、一般入試（前期）、大学入試センター試験利用入試（１科目利用）及び（２科目利用前期）を合算したものです。
*5  募集人員は、一般入試（後期）、及び大学入試センター試験利用入試（２科目利用後期）を合算したものです。
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入学試験問題・参考解答
「共通小論文」「静物デッサン」
「手のデッサン」「水彩画」「油彩画」
「ショートストーリー創作」
「平面構成」

共通小論文

静物デッサン

手のデッサン

水彩画

油彩画

ショートストーリー創作

平面構成

18

27

32

38

42

46

51

参考解答の掲載は、受験生が入学試験の準備をするために

参考になる作品を掲載しています。必ずしも高得点の作品

ではありませんし、また、掲載順はその科目での順位とは

限りません。

各学科・コースの受験に必要な試験科目は、次年度に変更

となる可能性もあります。受験の際は、受験する年度の募

集要項で必ず試験科目を確認してください。

※

※
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共 通 小 論 文

2 0 1 7 年 度 の テ ー マ （ 全 入 試 共 通 ）

「 自 然 と 人 間 」

試 験 時 間　　　　 90 分

出 題 内 容　　　　 指 定 の 出 題 テ ー マ に 沿 っ て 提 示 さ れ た 文 章

　　　　　　　　 （ 著 作 物 ・ 新 聞 記 事 ・ コ ラ ム 等 ） を 読 み 、 

　　　　　　　　 そ の 内 容 に ふ れ つ つ 自 分 の 考 え を 6 0 0

　　　　　　　　 〜 8 0 0 字 で 述 べ る 。

評 価 の ポ イ ン ト　 読 解 力 、 論 理 的 思 考 力 及 び 文 章 の 表 現 力

大 学 で 用 意 す る も の

　　　　　　　　 解 答 用 紙 （ Ａ ３　 １ 枚 ・ 原 稿 用 紙 縦 書 き ）

　　　　　　　　 下 書 き 用 紙 （ Ａ ３　 ２ 枚 ）

受 験 者 が 用 意 す る も の

　　　　　　　　 鉛 筆 ま た は シ ャ ー プ ペ ン シ ル ／ 消 し ゴ ム ／

　　　　　　　　 鉛 筆 削 り

教 員 か ら の ア ド バ イ ス

　 小 論 文 の 試 験 と 聞 い て 、 個 性 的 な 文 章 を 仕 上 げ な け れ ば な

ら な い 、 と 身 構 え て し ま っ て い ま せ ん か ？　 み ん な よ り 立 派

な こ と を 書 か な け れ ば 、 と 気 負 っ て は い ま せ ん か ？

　 私 た ち が 小 論 文 を 通 し て 知 り た い の は 、 み な さ ん が 物 事 を

ど の よ う に 考 え 、 そ れ を ど の よ う に 説 明 す る の か 、 と い う 過

程 で す 。 出 題 文 と ま っ す ぐ 向 き 合 っ た 跡 の 見 え る 丁 寧 な 解 答

を 、 私 た ち は 見 た い の で す 。 背 伸 び を し よ う と せ ず 、 自 分 の

素 直 な 考 え を 自 分 の 言 葉 で 書 い て く だ さ い 。

　 と こ ろ で 、 小 論 文 の よ う な 課 題 を 与 え ら れ た 時 、 す ぐ に 取

り か か っ て み た も の の １ 行 か ２ 行 で 筆 が 止 ま っ て し ま っ た 、

と い う 経 験 を も つ 人 は 多 い と 思 い ま す 。 何 の 準 備 も な し に い

き な り 書 き 始 め る の は 無 謀 で す 。 自 分 は な に を 書 き た い の か 、

ど の よ う に 話 を 進 め る の か 、 よ く 考 え て か ら 書 き 始 め て く だ

さ い 。

　 東 北 芸 術 工 科 大 学 の 小 論 文 試 験 で は 、 問 題 用 紙 、 解 答 用 紙

の ほ か に 下 書 き 用 紙 も 配 布 さ れ ま す 。 こ の 下 書 き 用 紙 を 上 手

に 活 用 し て ほ し い 、 と 思 い ま す 。

　 小 論 文 試 験 に は 時 間 制 限 が あ り ま す か ら 、 出 題 文 を 読 み 終

わ っ た ら 一 刻 も 早 く 解 答 作 成 に 取 り か か り た い 、 と い う 気 持

ち は わ か り ま す 。 し か し 、 出 題 文 を 読 ん だ 後 に い っ た ん 立 ち

止 ま り 、 重 要 な こ と を 下 書 き 用 紙 に ま と め て お き ま し ょ う 。

一 度 立 ち 止 ま っ て し っ か り と 考 え 、 内 容 を 整 理 し て か ら 書 き

始 め た 方 が 、 た び た び 立 ち 止 ま っ て 考 え な が ら 書 く よ り も 時

間 的 に も ず っ と 無 駄 が 少 な く て 済 み ま す 。

　 書 き 始 め る 前 に 整 理 す る こ と は 、 大 ま か に い え ば 次 の ３ つ

で す 。 １ つ め は 、 出 題 文 か ら 読 み 取 れ る 筆 者 の 主 張 で す 。 公

開 さ れ て い る テ ー マ と の 関 連 で 考 え て く だ さ い 。 ２ つ め は 、

テ ー マ お よ び 出 題 文 の 著 者 の 主 張 に 対 す る 自 分 の 考 え で す 。

３ つ め は 、 自 分 の 考 え を 裏 付 け る 具 体 的 な 例 で す 。

　 小 論 文 で 一 番 重 要 な こ と は 、 自 分 の 考 え を 、 他 の 人 が わ か

る よ う に 丁 寧 に 説 明 す る と い う こ と で す 。 そ の た め に は 、 自

分 の 考 え （ 論 旨 ） を 明 確 に す る 必 要 が あ り ま す 。 そ し て 、 論

文 で す か ら 論 理 的 に 展 開 し て く だ さ い 。 な ん と な く そ う 思 う 、

で は 、 説 得 力 が あ り ま せ ん 。 事 実 の 裏 付 け も あ っ た 方 が よ い

で し ょ う 。 ニ ュ ー ス で 見 た こ と や 本 で 読 ん だ こ と な ど も 事 実

の 裏 付 け に 使 え ま す が 、 実 際 に 自 分 が 日 常 生 活 で 経 験 し た こ

と 、 学 校 生 活 で 学 ん だ こ と 、 家 族 や 友 人 と 話 し た こ と の 方 が 、

説 得 力 は 増 す で し ょ う 。 普 段 の 生 活 の 中 で 自 分 の 価 値 判 断 の

源 と な っ て い る エ ピ ソ ー ド を 見 つ け て く だ さ い 。 そ し て 、 そ

れ を 小 論 文 に 活 か し て く だ さ い 。

　 若 い 皆 さ ん の 感 性 は 、 そ の ま ま で 十 分 個 性 的 で す 。 無 理 に

飾 り 立 て る こ と な く 、 堂 々 と 自 分 の 意 見 を 述 べ て く だ さ い 。

本 番 で 十 分 力 が 発 揮 で き る よ う 、 過 去 問 を き ち ん と 解 い て 対

策 を 立 て る こ と も 忘 れ な い よ う に し て く だ さ い 。 公 開 さ れ た

テ ー マ で い く つ か 小 論 文 を 書 い て み る こ と も 必 要 で し ょ う 。

そ し て 、 大 切 な の は 、 書 き 終 わ っ た あ と に 読 み 直 し 、 意 味 の

通 り に く い と こ ろ や 論 旨 の 不 明 確 な と こ ろ 、 エ ピ ソ ー ド の 活

用 が 不 十 分 な と こ ろ を 直 す こ と で す 。 何 度 も 書 き 直 し て 、 よ

り よ い 形 に し て い く こ と （ 推 敲 ） が 文 章 上 達 の 秘 訣 で す 。 継

続 さ れ た 努 力 は 必 ず 、 実 を 結 び ま す 。

　 皆 さ ん の 健 闘 を 祈 っ て い ま す 。
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　 以 下 の 文 章 は 、 朝 日 新 聞 「 天 声 人 語 」 （ ２ ０ １ ６ 年 9

月 22 日 掲 載 ） で す 。

　 こ の 文 章 を 読 み 、 「 自 然 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考

え を 、 ６ ０ ０ 字 ～ ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ け て 自 由 に 論

じ な さ い 。

　 俳 優 で あ り 俳 人 で も あ っ た 渥 美 清 さ ん に 次 の 句 が あ る 。〈 赤

と ん ぼ じ っ と し た ま ま 明 日 ど う す る 〉 。 詠 ん だ の は 63 歳 の 秋 。

じ っ と 動 か な い ト ン ボ に 四 角 い 顔 を 寄 せ 、 何 ご と か つ ぶ や く

名 優 の 姿 が 目 に 浮 か ぶ 。 先 日 、 取 材 で 訪 ね た 長 崎 県 佐 世 保 市

で 赤 ト ン ボ を じ っ と 観 察 し た 。 県 版 レ ッ ド リ ス ト で 絶 滅 危 惧

種 に 指 定 さ れ た ミ ヤ マ ア カ ネ 。 「 深
み や ま あ か ね

山 茜 」 と 漢 字 で 書 い て も

美 し い 。 隣 の 佐 賀 県 も 含 め 生 息 数 が 減 り 、 佐 世 保 市 で は 環 境

団 体 「 ふ る さ と 自 然 の 会 」 が 20 年 前 か ら 保 存 に 努 め て き た 。「 休

耕 田 が 増 え 、 苗 に ま く 農 薬 が 変 わ っ た の が 急 減 の 原 因 だ と 見

て い ま す 」 と 川
か わ ち の

内 野 善
よ し は る

治 会 長 （ 68 ） 。 公 務 員 と し て 市 役 所 で

働 く か た わ ら 、 地 元 の 希 少 な 動 植 物 を 調 べ て き た 。 繁 殖 に 欠

か せ な い の は 水 の 流 れ 。 急 流 に は す め な い 。 田 で も 水 が 漏 れ

ず 農 薬 の よ く 効 く と こ ろ は 向 か な い 。 最 適 な の は 水 が ち ょ

ろ ち ょ ろ と 流 れ 出 る 棚 田 と わ か り 、 川 内 野 さ ん は 農 家 か ら 棚

田 を 借 り た 。 食 べ る た め で は な い 。 ト ン ボ を 育 て る た め で あ

る 。 会 員 の 手 を 借 り て 田 植 え 、 ヒ エ 抜 き 、 稲 刈 り 、 掛 け 干 し 、

脱 穀 、 精 米 。 そ れ で も 、 羽 に 白 い 印 を つ け て 数 え る と 、 ４ 年

前 に １ ６ ２ ２ 匹 い た の が 、 今 年 は ７ ３ ４ 匹 ど ま り 。 「 私 ら が

棚 田 を や め た ら 県 内 で は も う 絶 滅 が 近 い 。 責 任 は 重 大 で す 」 。

間 近 で 見 る と ミ ヤ マ ア カ ネ は な か な か 精
せ い か ん

悍 で あ る 。 お 尻 を 太

陽 に 向 け て ま っ す ぐ 突 き 上 げ る 姿 な ど 五 輪 の 体 操 選 手 の よ う

だ 。 実 り の ９ 月 、 棚 田 を 歩 き な が ら ト ン ボ と 田 ん ぼ の 行 く 末

を 案 じ た 。

参 考 例 １

「 自 然 を 見 つ め る 」

　 課 題 文 に よ る と 、 ミ ヤ マ ア カ ネ と い う 名 前 の ト ン ボ が 長 崎

県 の 県 版 レ ッ ド リ ス ト で 絶 滅 危 惧 種 に 指 定 さ れ て い る 。 同 県

の 佐 世 保 市 の 環 境 団 体 が こ の ト ン ボ の 保 存 に 努 め て い る 。

　 科 学 技 術 な ど が 進 歩 す る こ と で 、 日 本 で は 戦 後 の 経 済 成 長

期 か ら 急 速 に 工 業 化 が 進 ん で き た 。 技 術 の 進 化 に 夢 中 に な る

こ と も 良 い が 、 一 度 立 ち 止 ま っ て 自 然 に 目 を 向 け て み る べ き

だ と 考 え る 。

　 自 然 に つ い て 、 人 間 が 工 業 化 や 産 業 化 を 進 め る 傍 ら で 、 人

の 都 合 に 合 わ せ て 管 理 ・ 保 存 す れ ば 良 い の だ と い う 意 見 も あ

る だ ろ う 。 そ の 理 由 と し て は 、 人 間 は 山 を 切 り 拓 い た り 木 を

切 っ て 燃 料 に し た り し て い る 。 さ ら に 、 加 工 す る こ と で 道 具

や 建 築 物 と し て 使 っ て い る 。 加 え て 、 生 き 物 の 保 護 も 施 設 が

あ れ ば 可 能 で あ る と い う こ と が 推 測 で き る 。

　 し か し 、 環 境 破 壊 の 主 な 要 因 は 人 間 の 営 み で あ る 。 自 然 を

守 る と 言 っ て も 、 人 は 無 意 識 の う ち に 自 然 を コ ン ト ロ ー ル で

き る と 考 え て い る 。 だ が 、 燃 料 や 道 具 な ど の 自 然 か ら の 恩 恵

が 無 け れ ば 人 間 の こ れ ほ ど の 進 歩 は 無 か っ た だ ろ う 。 ま し て 、

植 物 が 生 産 す る 酸 素 が 存 在 し な け れ ば 生 き る こ と す ら で き な

い 。 こ の よ う に 、 人 は 自 然 の 単 な る 一 部 分 に 過 ぎ な い の で あ

る 。

　 技 術 の 進 歩 が 目 ま ぐ る し い 今 日 の 日 本 で は 、 一 度 立 ち 止 ま

り 身 近 な 自 然 に 目 を 向 け る こ と が 大 切 で あ る 。 現 代 日 本 で は 、

地 球 温 暖 化 の 影 響 も あ り 、 自 然 を 守 る 取 り 組 み が 経 済 成 長 期

の 頃 と 比 べ て 増 え て き て い る 。 今 後 は 、 一 度 に 行 う こ と が で

き る 森 林 伐 採 の 上 限 を 国 際 法 な ど で 定 め る な ど の 対 策 が 必 要

で あ る 。 ま た 、 人 間 が 自 然 か ら ど の よ う な 恩 恵 を 受 け て い る

の か を 教 え る よ う な 教 育 を 義 務 化 す る べ き だ 。 環 境 問 題 が 話

題 に な っ て い る 今 こ そ 、 自 然 を 見 つ め て い き た い 。

共 通 小 論 文 　 自 己 推 薦 入 学 試 験 A

社 会 人 ・ シ ニ ア 特 別 選 抜 試 験 （ A 日 程 ）

帰 国 生 特 別 選 抜 試 験

問 題

参 考 解 答
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参 考 例 2

「 踏 み 出 せ 」

　 ミ ヤ マ ア カ ネ は 、 長 崎 県 の 県 版 レ ッ ド リ ス ト で 絶 滅 危 惧 種

に 指 定 さ れ て い る 。 佐 世 保 市 で は 二 十 年 前 か ら 保 存 に 努 め て

い る が 、 ト ン ボ の 生 息 数 は 激 減 す る 一 方 だ 。 原 因 は 、 ト ン ボ

が 住 む 場 所 、 繁 殖 す る 場 所 が 減 っ た こ と 。 ト ン ボ だ け で は な

く 、 こ れ は 多 く の 生 き 物 に 共 通 す る 問 題 で あ る 。

　 人 間 は 、 自 分 達 が 住 み や す い 環 境 に な る よ う 、 自 ら が 生 み

出 し た 科 学 技 術 を 駆 使 し て 自 然 に 手 を 加 え て き た 。 結 果 、 自

然 を す み か と す る 生 き 物 は 減 少 し て い る 。 既 に 絶 滅 し て し

ま っ た も の も 少 な く な い 。

　 誰 か が 言 っ た 、 〈 人 間 を 住 ま わ せ ち ま っ た ば っ か り に 〉 と 。

自 然 に と っ て 人 間 と は 、 自 身 の か ら だ を 汚 染 す る 単 な る 病 原

菌 に 過 ぎ な い 。 い ず れ 私 た ち は 排 除 さ れ る 時 が 来 る だ ろ う ―

ち ょ う ど 私 た ち が 悪 性 の ウ イ ル ス を 体 か ら 追 い 出 す よ う に 。

そ し て 、 そ れ は も う 始 ま っ て い る か も し れ な い 。 近 年 、 世 界

各 地 で 大 地 震 や 異 常 気 象 と い っ て 自 然 災 害 が 猛 威 を 振 る う 。

犠 牲 者 は 後 を 絶 た な い 。 こ れ ら が そ の 例 だ と 思 う の だ が 、 こ

れ は 私 の 考 え す ぎ だ ろ う か 。

　 も う 、 何 を し て も 遅 す ぎ る か も し れ な い 。 棚 田 を 借 り て ト

ン ボ の 住 み や す い 環 境 づ く り を し て も 、 四 年 前 と 比 べ る と 半

数 以 下 で あ っ た こ と が そ れ を 示 し て い る 。 し か し 、 自 然 に 手

を 加 え て 人 間 が 住 み や す い 環 境 づ く り が で き る ほ ど の 科 学 技

術 を 私 た ち は 持 っ て い る 。 人 間 の た め だ け で は な く 、 自 然 の

た め に そ の 技 術 を 使 え ば 、 わ ず か な 可 能 性 か も し れ な い が 、

自 然 と 人 間 は 共 存 へ の 道 の り を 歩 む こ と が で き る の で は な い

だ ろ う か 。

　 人 間 が 自 然 と 共 存 す る た め の 一 歩 を 踏 み 出 す の が 先 か 、 自

然 が 人 間 を 排 除 す る の が 先 か 。 未 来 は 、 私 た ち に た く さ れ た 。

　 以 下 の 文 章 は 、 阿 部 謹 也 の 「 近 代 化 と 世 間 ～ 私 が 見 た

ヨ ー ロ ッ パ と 日 本 ～ 」 （ 朝 日 新 聞 社 ／ ２ ０ ０ ６ 年 ） か ら

の 抜 粋 で す 。

　 こ の 文 章 を 読 み 、 「 自 然 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考

え を 、 ６ ０ ０ 字 ～ ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ け て 自 由 に 論

じ な さ い 。

　 日 本 の 歴 史 に は 自 然 と の 深 い 関 係 が 貫 か れ て い ま す 。 私 た

ち は そ の こ と を 良 く 知 っ て い る の に 欧 米 の 史 学 方 法 論 に よ っ

て わ が 国 の 歴 史 を 語 る と き 、 自 然 が 排 除 さ れ て し ま う こ と が

し ば し ば 見 ら れ ま す 。

　 『 日 本 霊 異 記 』 に は 人 間 と 動 物 と の 深 い 関 係 を 語 っ た 話 が

数 多 く 採 録 さ れ て い ま す 。 そ の 中 に は 牡 蠣 が 助 け ら れ た 恩 返

し に 助 け た 人 を 救 う と い う 話 が あ り ま す 。 こ の よ う な 話 は 数

多 く あ る の で す が 、 そ れ を 贈 与 ・ 互 酬 の 関 係 で 説 明 す る こ と

は 出 来 ま せ ん 。 実 際 牡 蠣 は 人 間 に 一 方 的 に 食 べ ら れ て し ま う

だ け で 、 恩 返 し な ど 出 来 る は ず も な い の で す が 、 人 間 は そ れ

を う し ろ め た く 思 い 、 恩 返 し の 話 を 作 り 上 げ た の で す 。

　 日 本 人 は 数 多 く の 魚 を 食 し 、 道 具 も 使 用 し て い ま す が 、 そ

れ ら に 対 す る 供 養 が 必 ず 営 ま れ ま す 。 針 供 養 か ら 、 魚 供 養 、

包 丁 供 養 、 眼 鏡 供 養 、 時 計 供 養 ま で あ り ま す 。 こ れ ら の 供 養

は 人 間 が 道 具 を 使 用 し て き た こ と に 感 謝 し 、 道 具 が あ の 世 で

浮 か ば れ る よ う に と の 配 慮 か ら な さ れ る も の で 、 動 物 や 道 具

を も 人 間 と 同 格 と み な し て い る の で す 。 こ の よ う な 考 え 方 は

欧 米 に は 見 ら れ ま せ ん 。

　 日 本 の 歴 史 の 中 で の 自 然 と の 関 係 に つ い て も う ひ と つ の 例

を 挙 げ て お き ま し ょ う 。 鎌 倉 幕 府 法 に よ れ ば 、 互 い に 争 っ て

い る 当 事 者 の 間 で 決 着 が つ か な い 場 合 に は そ れ ぞ れ に 偽 り の

申 し 立 て を し な い こ と を 宣 誓 し た 起 請 文 を 書 か せ て 、 一 四 日

間 神 社 に 籠 も ら せ 、 そ の 期 間 中 に 次 の 「 失 」 の い ず れ か が 一

方 に 起 こ っ た 場 合 、 当 人 の 起 請 が 偽 り と さ れ た の で す 。

　 そ の 失 と は 文 暦 二 年 （ 一 二 三 五 ） の 式 目 追 加 に お け る 起 請

文 失 条 の 編 目 を 見 る と 、 鼻 血 を 出 す こ と 、 起 請 文 を 書 い た 後

で 病 に か か る こ と 、 烏 な ど に お し っ こ を か け ら れ る こ と 、 鼠

に 衣 装 を か じ ら れ る こ と 、 身 体 か ら 下 血 す る こ と 、 た だ し 痔

が 悪 い 場 合 な ど は 除 く と あ り ま す 。 ほ か に 、 近 親 に 死 者 が 出

る こ と 、 父 子 に 罪 人 が 出 る こ と 、 飲 食 の 際 に 咽 ぶ こ と 、 乗 用

の 馬 が 倒 れ る こ と の 九 項 目 が あ げ ら れ て い ま す 。

　　
（ 中 略 ）

　 こ れ を ど う 見 る べ き で し ょ う か 。 今 の 人 な ら 笑 っ て し ま う
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と 思 い ま す が 、 こ れ は 決 し て 過 ぎ 去 っ た 過 去 の 出 来 事 で は な

い の で す 。 今 で も 近 親 に 死 者 が 出 た 場 合 、 年 賀 の 挨 拶 を 遠 慮

す る 人 は い く ら で も い ま す し 、 私 の 父 が 危 篤 だ と い う 電 報 が

来 て 、 私 た ち が 当 時 住 ん で い た 鎌 倉 か ら 東 京 へ 行 こ う と し て

い た と き 、 た ま た ま 私 が 鼻 血 を 出 し た の を 見 て 親 戚 の 人 が 「 私

の 父 は も う 助 か ら な い 」 と い っ た の で 、 私 は 自 分 の 責 任 だ と

思 っ た こ と が あ り ま し た 。

　 い ず れ に し て も こ の こ と は 当 時 の 人 々 が 人 間 の 行 為 と 自 然

と の 関 係 を 重 視 し て い た こ と を 示 し て い る と 思 わ れ ま す 。 人

間 の 行 為 が 正 し い か 否 か は 自 然 の 中 で 安 定 し た 位 置 を 持 っ て

い る か ど う か に よ っ て 判 断 さ れ た の で す 。 自 然 と 行 き 違 い を

起 こ す よ う な 人 間 に 正 し い 人 は い な い と い う 想 定 が あ っ た よ

う に 思 わ れ ま す 。 そ し て こ の 時 代 以 降 今 日 ま で 日 本 人 は こ う

し た 慣 習 を 保 持 し て き た の で す 。

　 こ の 例 は 神 明 裁 判 の 一 種 と 考 え ら れ ま す 。 ヨ ー ロ ッ パ で も

神 判 は 中 世 に あ り ま し た が 、 一 二 一 五 年 の ラ テ ラ ノ 公 会 議 を

境 に し て 全 面 的 に 消 滅 の 方 向 に 向 か っ て い ま す 。 一 方 、 日 本

で は 一 九 世 紀 ま で 入 れ 札 と い う 形 で 残 存 し て い ま し た 。

　 も ち ろ ん 現 在 は こ の よ う な 裁 判 は あ り ま せ ん 。 そ れ は 明 治

維 新 の 後 、 日 本 が 欧 米 の 法 制 を 受 け 入 れ た た め で あ っ て 、 日

本 人 が 独 自 に 合 理 的 な 思 考 を す る よ う に な っ た か ら で は な い

こ と に 留 意 し な け れ ば な ら な い の で す 。

参 考 例 １

「 今 後 の 自 然 環 境 へ の 意 識 」

　 課 題 文 で は 、 か つ て 動 物 や 道 具 を も 人 間 と 同 格 と み な し 、

人 間 の 行 為 と 自 然 の 関 係 を 重 視 す る な ど 自 然 と の 深 い 関 係 が

あ っ た が 、 欧 米 の 史 学 方 法 論 に よ っ て そ れ ら を 語 る と き に 自

然 が 排 除 さ れ て し ま う こ と が し ば し ば 見 ら れ 、 そ れ は 日 本 人

が 独 自 に 合 理 的 な 思 考 を す る よ う に な っ た か ら で は な く 、 欧

米 の 法 制 を 受 け 入 れ た か ら だ と い う こ と が 述 べ ら れ て い る 。

確 か に 、 現 在 の 日 本 人 は 自 然 を 同 格 と み な す 考 え 方 は 失 わ れ 、

む し ろ 支 配 す る 考 え 方 を 持 っ て い る 。

　 日 本 は 発 展 の た め に 多 く の 森 林 を 切 り 開 き 、 食 料 や 毛 皮 の

た め に か つ て は 人 間 と 同 格 と み な し 供 養 を 営 ん で き た 動 物 を

大 量 に 殺 し 、 絶 滅 に 追 い や っ て い る 。 そ し て 何 よ り 、 エ ネ ル

ギ ー を 作 る こ と や 製 品 を 作 る こ と な ど の た め に 有 害 物 質 を 大

量 に 放 出 し 、 大 気 や 土 壌 、 水 を 汚 染 し 多 く の 動 植 物 や 環 境 だ

け で な く 人 間 に も 悪 影 響 を 与 え て い る 。 自 然 を 科 学 研 究 の 対

象 と し て み る 西 洋 的 な 考 え 方 を そ の ま ま 受 け 入 れ ず 、 日 本 独

自 の 自 然 と の 関 係 を 重 視 し た ま ま 発 展 し て い れ ば こ の よ う な

汚 染 さ れ た 環 境 に 苦 し む こ と も な か っ た の で は な い だ ろ う

か 。

　 現 在 、 日 本 も 含 め 世 界 各 国 で は 地 球 温 暖 化 対 策 と し て 温 室

効 果 ガ ス の 削 減 に 取 り 組 ん で い る 。 し か し 、 地 球 温 暖 化 対 策

は 結 果 が 目 に 見 え 辛 く 、 大 き な 行 動 に 移 せ な い の が 現 状 だ 。

そ こ で 自 然 と の 関 係 を 一 度 見 直 し 昔 の よ う に 自 然 を 重 視 し

「 地 球 温 暖 化 対 策 」 で は な く 、 「 自 然 環 境 の 回 複 」 と い う 考 え

を 持 ち 活 動 す る こ と が 大 切 に な る の で は な い だ ろ う か 。 植 物

は 成 長 し 、 汚 染 さ れ た 川 が き れ い に な り 魚 が 住 む こ と は 視 覚

と し て 結 果 が 目 に 見 え 、 そ し て ひ と び と の 意 識 の 変 化 に も 繋

が る 。 今 後 は 自 然 環 境 へ の 意 識 が 必 要 だ 。

参 考 解 答
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一 般 入 学 試 験 （ 専 願 型 ）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 利 用 入 学 試 験 （ 一 科 目 利 用 ）

社 会 人 ・ シ ニ ア 特 別 選 抜 試 験 （ B 日 程 ）

外 国 人 留 学 生 特 別 選 抜 試 験

共 通 小 論 文 　 一 般 入 学 試 験 （ 前 期 ）

　 以 下 の 文 章 は 、 西 内 啓 の 「 統 計 学 が 最 強 の 学 問 で あ る

～ デ ー タ 社 会 を 生 き 抜 く た め の 武 器 と 教 養 」 （ ダ イ ヤ モ

ン ド 社 ／ ２ ０ １ ３ 年 ） か ら の 抜 粋 で す 。

　 こ の 文 章 を 読 み 、 「 自 然 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考

え を 、 ６ ０ ０ 字 ～ ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ け て 自 由 に 論

じ な さ い 。

　 こ う し た 大 量 の 人 命 が か か っ た 間 違 い の 許 さ れ な い 選 択 に

お い て 最 善 の 答 え を 出 す た め に 、 人 類 は 19 世 紀 の ロ ン ド ン で 、

史 上 は じ め て 統 計 学 の 力 を 使 っ て 万 単 位 の 人 命 を 奪 う 原 因 に

戦 い を 挑 ん だ 。

　 原 因 不 明 の 疫 病 を 防 止 す る た め の 学 問 を 「 疫 学 」 と 呼 ぶ が 、

世 界 で 最 初 の 疫 学 研 究 は 1 9 世 紀 の ロ ン ド ン で 、 コ レ ラ と

い う 疫 病 に 対 し て 行 な わ れ た 。 こ の 疫 学 の 中 で も 統 計 学 は 大

き な 役 割 を 果 た す 。

　 こ の 当 時 コ レ ラ は イ ギ リ ス 全 土 で 四 度 の 大 流 行 を 起 こ し 、

合 計 十 数 万 人 も の 死 亡 者 を 出 し た と 言 わ れ て い る 。 現 代 ほ ど

科 学 技 術 が 進 歩 し て は い な い に せ よ 、 当 時 の ロ ン ド ン に は 高

い 教 育 を 受 け た 科 学 者 も 医 者 も 、 優 秀 な 役 人 も 十 分 に い た 。

彼 ら の 多 く は 聡 明 で 論 理 的 で も あ っ た だ ろ う が 、 残 念 な こ と

に コ レ ラ の 流 行 に 対 し て は 無 力 だ っ た 。 と い う か 、 む し ろ 場

合 に よ っ て は 有 害 で す ら あ っ た 。

　 た と え ば 、 あ る 医 者 が 提 案 し た の は 、 彼 の 調 合 し た 特 別 な

消 臭 剤 に よ っ て コ レ ラ が 減 ら せ る と い う も の だ っ た 。

　 当 時 の ロ ン ド ン は 産 業 革 命 の 真 っ 最 中 で 、 農 業 で 食 べ て い

け な く な っ た 人 々 が 都 会 へ 押 し 寄 せ 、 工 場 で 労 働 者 と し て 働

く よ う に な り は じ め た 時 期 で あ っ た 。 急 激 な 人 口 の 増 加 に 都

市 の 発 達 が 追 い 付 か ず 、 狭 く 不 潔 な 地 域 に 粗 末 な 家 が ひ し め

き 、 そ の 家 の 中 に 貧 し い 人 が 押 し 込 め ら れ 、 下 水 も 整 備 さ れ

な い た め に ゴ ミ や 排 泄 物 が 庭 や 地 下 室 、 道 端 と い っ た そ こ ら

じ ゅ う に 貯 め こ ま れ て い た 。 当 然 そ の 悪 臭 た る や 悲 惨 な も の

だ っ た だ ろ う が 、 そ う し た 「 臭 い 地 域 」 に 住 む 臭 い 労 働 者 た

ち の 多 く が コ レ ラ で 死 亡 し て い た た め 、 悪 臭 を 取 り 除 き さ え

す れ ば コ レ ラ も な く な る の で は な い か と 考 え た の だ 。

　 さ ら に は 、 も っ と 果 敢 に こ の 汚 物 を 取 り 除 こ う と し た 役 人

も い た 。 彼 は 街 中 の 汚 物 を 片 っ 端 か ら 清 掃 し 、 下 水 を 整 備 し

汚 物 を 川 へ 流 せ る よ う に す る 、 と い う 政 策 を 取 っ た 。 こ の 役

人 が 活 躍 し た の は 主 に コ レ ラ の 一 度 目 と 二 度 目 の 大 流 行 時 の

間 の 期 間 だ が 、 彼 ら の 努 力 に か か わ ら ず 、 二 度 目 の 大 流 行 時

（ 死 亡 者 約 7 万 人 ） は 、 む し ろ 最 初 の 大 流 行 時 （ 死 亡 者 約

2 万 人 ） よ り も 大 量 の 死 亡 者 を 出 し て い る 。

　 要 す る に 、 知 性 も 見 識 も 十 分 に あ る 彼 ら が 、 知 恵 を 絞 っ て

出 し た ア イ デ ィ ア も 、 時 間 と 労 力 を つ ぎ 込 ん だ 事 業 も 、 ム ダ

か 、 も し く は む し ろ 有 害 だ っ た の だ 。

　　
　　 「 疫 学 の 父 」 ジ ョ ン ・ ス ノ ウ の 活 躍

　 で は 彼 ら は い っ た い ど う す べ き だ っ た の だ ろ う か 。 「 疫 学

の 父 」 と 呼 ば れ る ジ ョ ン ・ ス ノ ウ と い う 外 科 医 が や っ た こ と

は ご く シ ン プ ル だ 。

・ コ レ ラ で 亡 く な っ た 人 の 家 を 訪 れ 、 話 を 聞 い た り 付 近 の 環

境 を よ く 観 察 す る 。

・ 同 じ よ う な 状 況 下 で コ レ ラ に か か っ た 人 と か か っ て い な い

人 の 違 い を 比 べ る 。

・ 仮 説 が 得 ら れ た ら 大 規 模 に デ ー タ を 集 め 、 コ レ ラ の 発 症 ／

非 発 症 と 関 連 し て い る と 考 え ら れ る 「 違 い 」 に つ い て 、 ど の

程 度 確 か ら し い か 検 証 す る 。

　 彼 は 調 査 し た 結 果 を 詳 細 な レ ポ ー ト と し て 冊 子 の 形 に ま と

め あ げ て い る が 、 そ の 中 で 最 も 端 的 に コ レ ラ の 予 防 方 法 を 示

し て い る の は 図 表 ３ だ 。 （ ※ 図 表 ３ は 次 頁 の 文 末 に 掲 載 ）

　 当 時 の ロ ン ド ン で は 複 数 の 水 道 会 社 が 営 業 し て お り 、 同 じ

地 域 の 隣 合 う 家 で も 異 な る 水 道 会 社 を 使 っ て い る と い う こ と

が し ば し ば あ っ た 。 図 表 に 示 す ス ノ ウ が 行 な っ た 分 析 は 、 同

じ よ う に 貧 し く 不 潔 な 地 域 に お け る 、 利 用 し て い る 水 道 会 社

別 で の 家 屋 数 と コ レ ラ に よ る 死 亡 者 の 集 計 で あ る 。

　 調 査 期 間 中 、 水 道 会 社 Ａ を 利 用 し て い る 家 に 住 む 者 が

１ ２ ６ ３ 名 死 亡 し て い る の に 対 し 、 水 道 会 社 Ｂ を 利 用 し て い

る 家 か ら は 98 名 し か 死 亡 し て い な い 。 も ち ろ ん こ の 死 亡 者 数

を 単 純 に 比 べ た の で は フ ェ ア で は な い か ら 、 「 家 屋 の 数 」 で

調 整 し て や ら な け れ ば な ら な い だ ろ う 。 家 屋 の 数 が 多 け れ ば

そ れ だ け コ レ ラ 感 染 者 が 含 ま れ る 確 立 だ っ て 大 き く な る か ら

だ 。

　 だ か ら ス ノ ウ は 家 屋 1 万 軒 あ た り と い う 条 件 を 揃 え た う

え で 両 者 の コ レ ラ 死 亡 者 数 を 比 較 し た 。 だ が そ れ で も や は り

水 道 会 社 Ａ を 利 用 し て い る 家 で は ８ ・ ５ 倍 も 死 亡 者 が 多 い 。

　 わ ざ わ ざ 使 っ て い る 水 道 会 社 で 住 む 家 を 選 ぶ と い っ た 習 慣

は 当 時 の ロ ン ド ン に は 存 在 せ ず 、 同 じ 地 域 の 中 で は １ つ の 家

屋 の 大 き さ や 、 そ の 中 に 住 ん で い る 人 数 は 平 均 的 に ほ ぼ 等 し

い と 考 え ら れ る 。 ほ ぼ 同 じ よ う な 条 件 で 、 た だ 使 う 水 道 会 社

だ け が 異 な る 家 々 の 間 で ８ ・ ５ 倍 も リ ス ク が 違 う の で あ れ ば 、

そ こ に 何 ら か の 理 由 が あ る と 考 え る べ き だ ろ う 。

　 だ か ら ス ノ ウ の 提 案 し た コ レ ラ 流 行 の 解 決 策 も ご く シ ン プ

問 題
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ル な も の に な る 。

「 と り あ え ず し ば ら く 水 道 会 社 Ａ の 水 を 使 う の を 止 め る 。 以

上 ！ 」

　 な お ス ノ ウ が こ の 考 え を 発 表 し て か ら お よ そ 30 年 後 、 ド イ

ツ の 細 菌 学 者 ロ ベ ル ト ・ コ ッ ホ は コ レ ラ の 病 原 体 で あ る 「 コ

レ ラ 菌 」 を 発 見 し 、 そ の 結 果 、 コ レ ラ が 水 中 に 生 息 す る こ と や 、

コ レ ラ 患 者 の 排 泄 物 に 含 ま れ る こ と 、 そ し て コ レ ラ 菌 の 存 在

す る 水 を 飲 む こ と で コ レ ラ に 感 染 す る こ と も 証 明 さ れ た 。

　 じ つ は 水 道 会 社 Ａ と 水 道 会 社 Ｂ の 違 い は 、 前 者 が ロ ン ド ン

の 中 心 を 流 れ る テ ム ズ 川 の 下 流 か ら 、 後 者 は テ ム ズ 川 の 上 流

か ら そ れ ぞ れ 採 水 し て い る と い う も の だ っ た 。 そ し て 当 時 の

テ ム ズ 川 に は 、 前 途 の 勇 敢 な 役 人 の 努 力 よ っ て 大 量 に コ レ ラ

患 者 の 排 泄 物 が 流 し 込 ま れ て い た の で あ る 。 つ ま り 彼 は 、 効

率 的 に コ レ ラ 患 者 を 拡 大 再 生 産 さ せ る 社 会 シ ス テ ム を 意 図 せ

ず 作 り あ げ て し ま っ た の だ 。

　 コ ッ ホ の 発 見 に は 科 学 的 価 値 が あ る が 、 一 方 で 、 病 原 体 が

何 で あ ろ う が 、 コ レ ラ の 発 症 が ど ん な メ カ ニ ズ ム で も た ら さ

れ る も の で あ ろ う が 、 コ レ ラ の 流 行 を 止 め た い と い う 目 的 に

対 し て 飲 料 水 の 水 源 を 変 え さ え す れ ば い い と い う 事 実 に 変 わ

り は な い 。

　 残 念 な こ と に ス ノ ウ の 主 張 は 「 科 学 的 で な い 」 あ る い は 「 確

実 な 証 拠 が な い 」 と し て 学 会 や 行 政 か ら は 退 け ら れ た が 、 彼

の 助 言 に 従 っ て コ レ ラ に 汚 染 さ れ た 水 の 使 用 を 止 め た 町 で は

ぱ っ た り と コ レ ラ の 感 染 が 止 ま っ た 。

参 考 例 １

「 人 間 が 自 然 に 向 き 合 う と い う こ と 」

　 自 然 に は 人 間 の 未 知 の 世 界 が あ ふ れ て い る 。 科 学 的 な 証 明

が で き ず 、 原 因 不 明 と さ れ る こ と の 方 が 既 知 の 事 実 よ り も 多

い だ ろ う 。 そ ん な 中 で 、 文 中 に あ る ジ ョ ン ・ ス ノ ウ の 主 張 が

科 学 的 で 確 実 な 証 拠 が な い と し て 学 会 や 行 政 か ら 退 け ら れ

た 、 と い う 記 述 は 現 代 社 会 の 問 題 点 を 現 し て い る と 思 え て な

ら な い 。

　 現 代 社 会 に お い て 力 を に ぎ る の は 情 報 で あ る と い う 考 え は

新 聞 や 本 な ど で 目 に す る が 、 そ う い っ た 考 え に は 問 題 が 潜 ん

で い る 。 文 中 で 、 ジ ョ ン ・ ス ノ ウ が 高 い 教 育 を う け て 知 性 も

見 識 も あ る 科 学 者 や 役 人 、 医 者 が 解 決 で き な か っ た 問 題 を 解

決 で き た の か 不 思 議 に 思 っ た 。 な ぜ か と い う こ と を 考 え る と 、

彼 ら の 違 い の 中 に 答 え は あ る と 思 う 。 ジ ョ ン ・ ス ノ ウ は 観 察

す る と い う こ と に 力 を 注 い だ 。 そ し て そ の デ ー タ を 分 析 す る

こ と に よ っ て 科 学 的 で は な い に せ よ 、 コ レ ラ の 流 行 の 原 因 を

究 明 し た 。 そ れ に 対 し て 彼 以 外 の 人 た ち は 、 知 識 は 多 く 持 っ

て い て も 、 逆 に 知 識 を 持 っ て い る こ と で 、 観 察 を 重 視 せ ず に

事 の 悪 化 を 招 い た の で は な い だ ろ う か 。

　 人 間 の 世 界 に は 科 学 的 な 根 拠 が そ の 当 時 に な か っ た と し て

も 行 わ れ て い る こ と は 数 多 く あ る 。 そ の 一 つ が 食 べ 物 に つ い

て で あ る 。 昔 の 人 は 食 料 を 塩 付 け に し た り 、 干 し た り し て 保

存 食 と し た 。 そ れ ら が 当 時 、 科 学 的 な 根 拠 に 基 づ い て 行 わ れ

て い た わ け で は な く 数 々 の 体 験 と 観 察 に よ っ て 生 ま れ た 知 恵

で あ る 。 毒 き の こ な ど も 、 ど う い っ た メ カ ニ ズ ム で 人 間 に 害

を お よ ぼ す か な ど を 始 め か ら 考 え た の で は な い だ ろ う 。

　 人 間 が 自 然 と 向 き 合 う と き 、 観 察 に よ り 得 ら れ た も の は 科

学 的 根 拠 と 同 等 の 価 値 を も つ こ と を 考 え な け れ ば な ら な い と

思 う 。
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　 以 下 の 文 章 は 、 稲 垣 栄 洋 の 「 た た か う 植 物 ～ 仁 義 な き

生 存 戦 略 」 （ ち く ま 新 書 ／ ２ ０ １ ５ 年 ） か ら の 抜 粋 で す 。

　 こ の 文 章 を 読 み 、 「 自 然 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考

え を 、 ６ ０ ０ 字 ～ ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ け て 自 由 に 論

じ な さ い 。

　 エ リ ー ト で は な い 、 無 名 の 努 力 家 た ち は 「 雑 草 軍 団 」 と 評

価 さ れ る 。

　 雑 草 軍 団 に 、 け っ し て 悪 い イ メ ー ジ は な い 。 む し ろ 「 温 室

育 ち の エ リ ー ト 集 団 」 と 言 う 方 が 鼻 に つ く 感 じ だ 。 苦 労 の 末

に 花 を 咲 か せ た 「 雑 草 」 に 、 人 々 は 感 嘆 し 、 惜 し み な い 拍 手

を 送 る の で あ る 。

　 何 と も 不 思 議 な 話 で あ る 。 雑 草 は 困 り 者 で 、 人 々 は 雑 草 と

激 し い 戦 い を 繰 り 広 げ て き た 。 そ れ な の に 、 ど う し て 雑 草 に

良 い イ メ ー ジ が あ る の だ ろ う か 。

　 た だ し 、「 雑 草 軍 団 」 や 「 雑 草 魂 」 の よ う に 、 雑 草 に 良 い イ メ ー

ジ が あ る の は 、 私 が 知 る 限 り で は 、 日 本 人 く ら い の も の で あ

る 。

　 ど う し て 、 日 本 人 は 、 雑 草 に 対 し て 好 意 を 持 つ の だ ろ う か 。

日 本 の 雑 草 が 、 世 界 の 国 々 に 比 べ て 困 り 者 で は な い か と 言 え

ば 、 そ ん な こ と は な い 。 む し ろ 、 日 本 の 雑 草 は 、 か な り 手 強

い と 言 っ て い い 。

　 何 し ろ 、 高 温 多 湿 な 日 本 で は 、 雑 草 は す ぐ に 伸 び て く る 。

数 か 月 も 草 取 り を せ ず に 畑 を 放 っ て お け ば 草 ぼ う ぼ う に な っ

て 、 覆 い 尽 く さ れ て し ま う 。 庭 の 草 は 取 っ て も 取 っ て も す ぐ

に 生 え て く る 。 年 に 何 回 も 行 わ れ る 公 園 や 道 路 の 法 面 の 草 刈

り に は 、 毎 年 膨 大 な 予 算 が 使 わ れ て い る 。 農 業 に と っ て は 、

も っ と 深 刻 で 切 実 な 問 題 だ 。 高 温 多 湿 な 気 候 に あ る 日 本 の 農

業 の 歴 史 は 雑 草 と の 戦 い で あ っ た と 言 っ て い い 。 一 方 、 欧 米

で は 、 雑 草 は 日 本 ほ ど は 伸 び て こ な い 。 日 本 人 の 方 が 、 ず っ

と 雑 草 に 苦 し め ら れ て き た の だ 。 そ れ な の に 、 ど う し て 、 日

本 人 は 、 困 り 者 の 雑 草 を 愛 す る の だ ろ う か 。

　 西 洋 の 人 た ち に と っ て 、 自 然 は 人 と 相 対 す る も の で あ り 、

支 配 す べ き も の で あ っ た 。 そ し て 、 自 然 に 戦 い を 挑 み 、 自 然

を 克 服 し て い っ た の で あ る 。 し か し 、 高 温 多 湿 で 、 植 物 の 成

長 が 早 い 日 本 で は 、 自 然 は 豊 か な 恵 み を も た ら し て く れ る 一

方 で 、 脅 威 と な っ て 人 間 に 襲 い 掛 か っ て き た 。 そ し て 、 日 本

人 は 自 然 の 驚 異 と 全 力 で 向 き 合 っ て い っ た の だ 。

　 そ の 結 果 、 ど う だ っ た だ ろ う 。 厳 し い 戦 い を 通 し て 、 人 々

は そ こ に 尊 敬 の 念 を 抱 か ず に い ら れ な か っ た の で は な か ろ う

か 。 日 本 人 に と っ て 、 手 強 い 敵 で あ る 雑 草 は 、 良 き ラ イ バ ル

の よ う な 関 係 だ っ た の か も 知 れ な い 。

参 考 例 2

「 自 然 を 相 手 に す る な ら 統 計 学 を 学 び な さ い 」

　 自 然 を 相 手 に す る な ら 統 計 学 を 学 ぶ べ き で あ る 。 西 内 啓 氏

は 「 疫 学 の 中 で も 統 計 学 は 大 き な 役 割 を 果 た す 」 と 述 べ て い

る が 、 私 は こ れ に 賛 成 で あ る 。

　 コ レ ラ の 流 行 に 対 し て 、 医 者 や 役 人 が 科 学 的 仮 説 を 基 に

行 っ た 対 策 は 無 力 ど こ ろ か 有 害 で あ っ た 。 一 方 、 ジ ョ ン ・ ス

ノ ウ の 調 査 の 統 計 を 基 に 行 っ た 対 策 は 有 効 で あ り 、 科 学 的 に

も 正 し い 対 策 で あ っ た 。

　 日 本 に は 「 植 林 に よ り 漁 獲 量 が 回 復 し た 」 と い う 事 例 が あ

る 。 周 辺 の 森 が 豊 か な 海 に は 漁 業 が 盛 ん で あ る と い う 共 通 点

か ら 、 森 の 養 分 が 海 に 供 給 さ れ て い る こ と が 分 か っ た 。 ま た

日 本 で は 、 新 た な 感 染 症 が 広 ま る こ と を 防 ぐ た め に 、 空 港 に

お い て 特 定 の 地 域 か ら の 入 国 者 を 厳 し く 検 査 し て い る 。 こ れ

も 感 染 者 の 共 通 点 を 統 計 し て み る こ と で 、 原 因 が 海 外 か ら の

ウ イ ル ス の 流 入 で あ る こ と が 分 か り 、 行 わ れ た 対 策 で あ る 。

　 以 上 の よ う に 、 自 然 の 現 象 の 対 策 を 考 え る に は 調 査 を 行 い 、

統 計 的 に 共 通 点 や 相 違 点 を 見 出 す べ き で あ る 。 適 切 な 対 策 と

は 、 自 然 に 手 を 加 え る こ と で は な く 、 統 計 に 元 づ き 、 人 間 側

の 社 会 の 仕 組 み を 改 善 す る こ と だ 。

　 も ち ろ ん ス ノ ウ に 対 す る 学 会 や 行 政 の 「 科 学 的 で な い 」 、「 確

実 な 証 拠 が な い 」 と い う 意 見 の よ う な 反 論 が あ る だ ろ う 。 し

か し 自 然 は 広 大 で 、 科 学 的 に 正 し い 対 策 で も 将 来 何 が お こ る

か 予 測 不 可 能 な の で 。 日 本 で は イ ン フ ル エ ン ザ に 対 す る ワ ク

チ ン が 普 及 し て い る が 、 そ の 一 方 で 、 さ ら に 強 い ウ イ ル ス が

次 々 に 発 見 さ れ て い る 。 ウ イ ル ス を 撲 滅 す る よ り も 、 手 洗 い 、

マ ス ク 、 加 湿 と い っ た 人 間 側 の 対 策 の 方 が 長 い 目 で 見 て 有 効

で 安 全 な の だ 。

　 以 上 の こ と か ら 、 私 は 自 然 相 手 に 何 か と 防 ご う 、 改 善 し よ

う と す る な ら 、 統 計 学 を 学 び 人 間 側 で 行 う プ ラ ン を 考 え る こ

と が 重 要 で あ る と 考 え る 。

参 考 解 答 共 通 小 論 文 　 一 般 入 学 試 験 （ 後 期 ）

問 題
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戦 い の 中 で 熱 い 友 情 が 芽 生 え る と い う の は 、 ド ラ マ で は 、 よ

く あ る 話 で あ る 。

　 人 間 と 雑 草 と の 戦 い の 末 に も 、 ど こ か お 互 い を 称 え 合 う 気

持 ち が 出 た の だ ろ う か 。

　 敵 も ま た 、 あ っ ぱ れ 。 互 い の 強 さ を 称 え 合 い な が ら 、 人 間

と 植 物 と は 戦 い 続 け て い く の で あ る 。

参 考 例 １

「 自 然 に 根 付 く も の 」

　 〝 雑 草 〟 と い う 草 は 無 い 、 と い う 言 葉 を 耳 に す る 。 こ れ は 、

草 の 一 本 一 本 に 命 が 宿 り 、 尊 重 さ れ る べ き だ と い う 精 神 か ら

来 て い る 。 日 本 人 は 古 来 よ り 自 然 の ア ニ ミ ズ ム を 持 っ て 生 活

を 営 ん で き た 。 故 に 自 然 の 一 部 で あ る た く ま し い 草 を 害 悪 だ

と 感 じ る こ と は 無 か っ た 。 し か し 、〝 雑 草 〟 概 念 の 根 付 い た 今 、

我 々 は 自 然 を 〝 い ら な い も の 〟 と し て 見 る 文 化 を つ く っ て し

ま っ た の で は な い だ ろ う か 。

　 例 え ば 、 都 市 の 広 が り に よ る 自 然 風 景 の 減 少 が あ る 。 私 の

住 む 地 域 で は 森 林 や 田 畑 が 多 く 存 在 し て い た が 、 こ こ 十 数 年

で 大 型 シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル や 住 宅 地 の 開 発 で す っ か り 別 の 町

の よ う に な っ て し ま っ た 。 こ れ は 人 間 の 便 利 な 生 活 や 利 益 の

た め に 、 自 然 風 景 を 〝 い ら な い も の 〟 と 置 い た か ら だ ろ う 。

こ の よ う な こ と が 重 な り 、 現 代 社 会 最 大 の 問 題 で あ る 環 境 破

壊 と い う 自 然 の 消 失 の 危 機 を 抱 え て い る の で あ る 。 で は 、 我 々

は 自 然 と ど う 向 き 合 う べ き な の だ ろ う か 。 人 間 は 自 然 に 対 し

根 底 的 な 安 心 感 や 生 命 感 を 得 る 。 こ れ を 〝 い ら な い も の 〟 と

す る と 、 人 間 は 物 理 的 に も 精 神 的 に も 生 活 の 基 盤 を 失 い 続 け

る だ ろ う 。 し か し 、 既 に 根 付 い た 〝 雑 草 〟 概 念 を 無 く す こ と

は 不 可 能 だ ろ う 。 私 は 、 人 間 が 自 然 の 中 に 生 き る こ と を 自 覚

し 向 き 合 う こ と が 重 要 だ と 考 え る 。 政 治 を 運 営 し て い る 都 市

部 に は 生 命 力 溢 れ る 自 然 は 少 な い 。 そ の た め 、 自 然 と 人 間 が

共 存 し て 生 き て い る 現 状 の 自 覚 が 心 に 生 ま れ な い の で あ る 。

だ か ら 、 破 壊 は 止 ま ら な い 。

　 近 年 、 環 境 保 全 の 取 り 組 み が い た る 所 で 行 わ れ て い る 。 自

然 に 支 え ら れ て 生 き て き た 自 覚 が 破 壊 の 結 果 、 や っ と 生 ま れ

た の だ ろ う か 。 と こ ろ が 、 日 本 の 人 間 社 会 と 自 然 環 境 は ま だ

分 離 し て い る 印 象 が 強 い 。 豊 か な 自 然 の 中 感 動 を 詠 ん で き た

日 本 人 が こ の 現 状 で 満 足 し て い る と は 思 え な い 。 雑 草 が 生 え

る こ と は ご く 自 然 な こ と だ 。 こ の 〝 自 然 〟 が あ る こ と で 、 人

間 は 生 活 文 化 を 発 展 さ せ て き た こ と を 忘 れ ず 、 新 し い 文 化 を

形 成 し て い く と 考 え る 。

参 考 解 答
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参 考 例 2

「 植 物 と 雑 草 の 境 界 線 」

　 筆 者 の 意 見 と し て 、 「 雑 草 に 良 い イ メ ー ジ が あ る の は 、 私

が 知 る 限 り で は 、 日 本 人 く ら い の も の で あ る 」 と あ る 。 「 雑

草 軍 団 」 や 「 雑 草 魂 」 の よ う に 、 「 雑 草 」 と い う 語 句 が 用 い

ら れ て い る 言 葉 も 存 在 す る ほ ど 、 「 雑 草 」 は 日 本 人 に 愛 さ れ

て い る と い う の だ 。 し か し 、 私 は そ う は 思 わ な い 。

　 も と も と 日 本 人 は 雑 草 に 良 い イ メ ー ジ を 持 っ て い る の だ ろ

う か 。 私 は 幼 稚 園 に 通 っ て い た 頃 か ら 、 花 壇 な ど に 生 え る 雑

草 を 抜 い て い た 記 憶 が あ る 。 現 在 も そ う だ 。 庭 に 生 え て い た

な ら す ぐ に 抜 く 。 「 雑 草 は 生 え て い た ら 抜 か な け れ ば な ら な

い 」 と い う 癖 が 身 に 付 い て し ま っ て い る か ら だ 。 雑 草 が 生 え

て い る と 、 衛 生 管 理 の 行 き 届 い て い な い 場 所 と 見 受 け ら れ 、

私 に も 周 り の 人 々 に も 悪 い イ メ ー ジ を 与 え て し ま う 。 だ か ら 、

私 に と っ て 「 雑 草 」 は 邪 魔 な 物 で し か な い の で あ る 。

　 以 上 の こ と を 考 え る と 、 「 雑 草 」 を 用 い た 言 葉 で あ る 「 雑

草 軍 団 」 や 「 雑 草 魂 」 は 、 雑 草 の 「 抜 い て も 生 え て く る 手 強 さ 」

を 良 い よ う に と ら え て 出 来 た も の に す ぎ な い 。 な ぜ な ら 、 雑

草 は 悪 い 面 が 多 過 ぎ る か ら だ 。 だ か ら 私 は 、 日 本 人 が 「 雑 草 」

に 良 い イ メ ー ジ を 持 っ て い る と は と て も 思 え な い 。 雑 草 を ひ

と つ の 植 物 だ と 認 識 さ せ る た め に は 、 ま ず 「 雑 草 」 と い う 名

前 を 変 え る べ き だ と 考 え る 。 「 雑 草 」 と 「 草 」 か ら 良 い イ メ ー

ジ を 持 た せ る の は な か な か 難 し い 。 「 雑 草 」 と 「 植 物 」 を 別 々

に せ ず 、 ま ず は 境 界 線 を な く す と こ ろ か ら 始 め る べ き だ ろ う 。

　 こ の よ う に 、 雑 草 を 一 つ の 植 物 と 認 識 さ せ 、 良 い イ メ ー ジ

を 持 た せ る の は な か な か 簡 単 な こ と で は な い が 、 私 達 が 今 後

雑 草 を ど う 受 け 入 れ る か で 、 筆 者 が 述 べ た 「 良 き ラ イ ベ ル の

よ う な 関 係 」 に な る 時 が 訪 れ る か も し れ な い 。

参 考 解 答
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試験時間　　　　180 分
出題内容　　　　鉛筆によるデッサン
評価のポイント　描写、構成などの総合的な表現力
大学で用意するもの
　　　　　　　　B ３画用紙
受験者が用意するもの
　　　　　　　　鉛筆デッサン用具一式
　　　　　　　　カルトン（画板）またはパネル
　　　　　　　　カルトン用クリップ
　　　　　　　　フィキサチーフ（定着液）を使用する場合は、
　　　　　　　　試験時間終了に限って使用可

教員からのアドバイス
　「静物デッサン」は 2017 年度の出題を例にとると、鏡と野
菜や果物、日用雑貨といった、質の異なる 2 種類の身近なモ
チーフを机上で組み合わせて描くという、シンプルな内容で
す。工業製品である鏡は、パースの正確さや鏡面の映りこみ
の様子、また野菜や果物、日用雑貨では立体感の表現に加えて、
それぞれの質感をいかに描き分けるかといった、いくつかの
ポイントを押さえて取り組むことが重要です。
　これから本格的に始めてみようと考えている方や、まだ経
験の少ない方は以下の点などに注意して練習してみてくださ
い。このような構成デッサンでは、およそ次のような 3 つの
要素が大切になります。

　その 1．「発想力」：イメージ力・着想力とも言い換えられ
ますが、本学でのデッサンでは奇抜なアイデアを求めている
わけではありません。与えられたモチーフを組み合わせて、
いかにそれらが自然な雰囲気を持ち、リアリティーが感じら
れるか、という点が重要です。そのためには、何をどのよう
に見せたいのかといった、画面上の主役（見せ場）を明確に
意識してセッティングすること。それによって画面の見栄え
は随分違ってきます。そのようなことを考慮して、モチーフ
をセットしてみてください。
　
　その 2．「構成力」：セットしたモチーフをどのように画面
に入れるか、つまり構図が重要になります。モチーフと空間
になる余白との関係を画面全体の中で大き過ぎたり、小さ過
ぎたりしないよう、バランス良く捉えてください。また視点
の位置（モチーフに対する目の高さや角度）を変えることに
よって、モチーフの見え方や鏡に映る虚像の空間、奥行き感
など雰囲気は大きく変わります。これにより、セッティング

の意図が明快になったり、また美しい空間表現につながった
りします。
　
　その 3．「描写力」：発想力・構成力を生かすのは何といっ
ても描写力です。日頃から身近な様々なものを描く練習を繰
り返してください。特に「光の方向と強さ」を意識すること
は重要です。モチーフに現れる陰影による個々の量感表現と、
モチーフの表情やディテールを描くことによる質感表現のコ
ンビネーションは描写のポイントといえます。また、明・中・
暗といった全体の調子の流れを捉えることも忘れてはなりま
せん。加えて、中心になるモチーフをしっかりと描き込むこ
とは、描き込んだ魅力と画面の強さを表現することになるで
しょう。
　先ずはこれらのことを踏まえて頑張ってみてください。

静物デッサン
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参考解答

　与えられたモチーフを机上で自由に構成し、鉛筆デッ
サンしなさい。

モチーフ　鏡、みかん

社会人・シニア特別選抜試験（A日程）
帰国生特別選抜試験

静物デッサン　自己推薦入学試験A

問題
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　与えられたモチーフを机上で自由に構成し、鉛筆デッ
サンしなさい。

モチーフ　鏡、柿

参考解答

静物デッサン　デッサン特別選抜試験

問題
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一般入学試験（専願型）
大学入試センター試験利用入学試験（１科目利用）
社会人・シニア特別選抜試験（B日程）
外国人留学生特別選抜試験

静物デッサン　一般入学試験（前期）

　与えられたモチーフを机上で自由に構成し、鉛筆デッ
サンしなさい。

モチーフ　鏡、玉ねぎ

問題

参考解答
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静物デッサン　一般入学試験（後期）

　与えられたモチーフを机上で自由に構成し、鉛筆デッ
サンしなさい。

モチーフ　鏡、毛糸

参考解答なし

問題
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試験時間　　　　180 分
出題内容　　　　鉛筆による手のデッサン
評価のポイント　基礎的デッサン力、観察力、構成力
大学で用意するもの
　　　　　　　　B ３画用紙
受験者が用意するもの
　　　　　　　　鉛筆デッサン用具一式
　　　　　　　　カルトン（画板）またはパネル
　　　　　　　　カルトン用クリップ
　　　　　　　　フィキサチーフ（定着液）を使用する場合は、
　　　　　　　　試験時間終了に限って使用可

教員からのアドバイス
　手は皆さんの最も身近にあり、とくにモチーフを用意しな
くとも、いつでも練習できる対象です。とにかくまずは日頃
からよく観察し、沢山描くことが大切です。また骨格や筋肉
のつき方など、目に見える皮膚の下の構造、つまり解剖学的
な理解も必要となります。評価にあたってまずは、自然な手
の形として描けているかどうかが重要なポイントとなります。
また何かを持っているという想定デッサンでもありますので、
出題された想定モチーフとの自然な組み合わせ、「自然な持ち
方」であるかどうかも大事なポイントです。これらを実現す
るために以下の点を参考にしてください。
・手について
　プロポーションとも言いますが、各指の長さや太さ、手の
ひらの大きさや厚み、手首と腕の長さや太さなど、それぞれ
の比率について細かく検討しながら描き進めてください。ま
た皮膚や爪などの質感表現についても注意して、シワや爪の
光沢をよく観察して描き込めるとリアリティーが増してきま
す。シワの方向を正しく追うことで形をつかむこともできま
す。指を折り曲げる場合はとくに関節の位置と形状をよく見
て、しっかりと描いてください。
・想定モチーフについて
　何が出題されるかは分かりませんので、日頃から身近な様々
なものを描く練習を繰り返しましょう。その経験の蓄積があ
れば記憶を頼りに描けるようになります。また持ち方の決定
には発想力が必要となりますが、奇抜なアイデアを求めてい
るわけではありません。あくまで自然な、日常的な行為とし
て考えてください。またここでも質感表現と、手との大きさ
の比較にも注意してください。
・構図
　まず画面に対して大きすぎず、小さすぎず、程よい手の大

きさを決定することです。それから配置も重要です。おもな
見所となる部分を考え、それが余白との関係で偏らない位置

（大まかには画面の中心付近）にくるよう、アタリをつけて描
き始めるとよいでしょう。
・空間表現
　形を的確に捉えることができ、しっかり描き込めるように
なれれば自ずと空間表現も可能になりますが、手のひら（ま
たは手の甲）から指先にかけて、画面に対して手前と奥の描
き込みの密度や鉛筆の濃度などを使い分けることによってさ
らに良くなるでしょう。また重要なこととして、光の差して
くる方向を定め、手と想定モチーフとの陰影のつき方に矛盾
が起きないように何度も確認しながら描いてください。

　最後に、手と想定モチーフばかりに気を取られることなく、
手首や腕もおろそかにならないよう気を配りましょう。これ
らを意識して全体的にしっかりと描き込めるよう練習すれば
良いデッサンが描けるようになるでしょう。

手のデッサン
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　「木のスプーン」を想定し、それを持つ手をデッサンし
なさい。なお、手は片手でも両手でも構わない。

社会人・シニア特別選抜試験（A日程）
帰国生特別選抜試験

手のデッサン　自己推薦入学試験A

問題

参考解答
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　「ひも」を想定し、それを持つ手をデッサンしなさい。
なお、手は片手でも両手でも構わない。

手のデッサン　デッサン特別選抜試験

問題

参考解答
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手のデッサン　一般入学試験（前期）

　「ポストカードサイズの紙（無地）」を想定し、それを
持つ手をデッサンしなさい。なお、手は片手でも両手で
も構わない。

問題

参考解答

一般入学試験（専願型）
大学入試センター試験利用入学試験（１科目利用）
社会人・シニア特別選抜試験（B日程）
外国人留学生特別選抜試験
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　「布（白いハンカチ）」を想定し、それを持つ手をデッ
サンしなさい。なお、手は片手でも両手でも構わない。

参考解答なし

手のデッサン　一般入学試験（後期）

問題
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試験時間　　　　360 分
出題内容　　　　水彩画制作
評価のポイント　描写力、造形力、色彩感覚、独自性
大学で用意するもの
　　　　　　　　P12 号の水張りパネル
受験者が用意するもの
　　　　　　　　水彩用具一式　筆洗　鉛筆
　　　　　　　　消しゴム　鉛筆削り　描画用具

教員からのアドバイス
　的確な描写力と対象をどう捉えるか、と云う感性が求めら
れます。しっかりと対象の印象を捉えるデッサン力や色彩感
覚の豊かさなどが大切です。
　最も大切なことはデッサン力です。対象を理解しどのよう
に表現するのか、構造を理解し、細部をしっかり観察して描
くことがポイントです。プロポーションはもちろんのこと、
細部の描き込みや、どこまで対象に迫れるかが問われます。
また絵の具の仕事では単純に色を塗り重ねるだけではなく、
質感などを手掛かりにして自身の色彩感覚で積極的に色を探
りながら筆で丹念に描くよう心がけてください。

●入試に向けてのアドバイス
　6 時間という限られた時間の中で魅力的な画面を作るには、
何を主題とするのかをしっかり見極めて作画することが重要
です。これを伝えたいというものを描く対象から見いだし、
対象の魅力を引き出す姿勢が試されます。日頃から自分が何
に心惹かれるのかを問いながら制作に励んでください。

　モデルを水彩にて描きなさい。

注）対象（人物）は試験会場により異なりますので、
　　参考作品の対象とは異なる場合があります。

社会人・シニア特別選抜試験（A日程）
帰国生特別選抜試験

水彩画　自己推薦入学試験A　水彩画

問題
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参考解答
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　与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。

モチーフ
　花（スイセン 3 本）、花器、クラフト封筒、
　いちご 3 個、鉛筆、毛糸

水彩画　一般入学試験（前期）
一般入学試験（専願型）
大学入試センター試験利用入学試験（１科目利用）
社会人・シニア特別選抜試験（B日程）
外国人留学生特別選抜試験

問題

参考解答
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　与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。

モチーフ
　花（アネモネ 2 本）、花器（グラス）、
　バナナ 1 房、キウイ 2 個、伊予柑 1 個、日本地図 1 枚

参考解答なし

水彩画　一般入学試験（後期）

問題
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参考解答

社会人・シニア特別選抜試験（A日程）
帰国生特別選抜試験

油彩画　自己推薦入学試験A

試験時間　　　　300 分
出題内容　　　　油彩画制作（アクリル絵の具も可）
評価のポイント　描写、色彩、構成、着想等の総合力
大学で用意するもの
　　　　　　　　F10 〜 F12 号のキャンバス
受験者が用意するもの
　　　　　　　　油彩画用具一式（アクリル絵の具も可）　　
　　　　　　　　描画用具

教員からのアドバイス
　自己推薦入試、一般入試 ( 前期・後期 ) の各試験は、それぞ
れ出題が異なります。
　自己推薦入試では、静物モチーフの課題です。台とモノの
関係やパース、明暗、量感、質感など、基本的なものの捉え
方が大切です。
　一般入試は前期、後期共に、出題されたテーマに沿って自
身を自由に描く課題です。従って自己推薦入試に比べて、よ
り自由で幅広い表現が可能です。各々の発想力を十分に発揮
してください。
　5 時間の試験時間内で、過度なテクニックを求めているわ
けではありませんので、対象を的確かつ豊かに捉えながら、
のびのびと意欲的に制作してください。

　油彩にてモチーフを描きなさい。（アクリル絵の具の使
用も可）

油彩画

問題
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　「光と影」をテーマに、自身を自由に描きなさい。（ア
クリル絵の具の使用も可）

参考解答

油彩画　一般入学試験（前期）
一般入学試験（専願型）
大学入試センター試験利用入学試験（１科目利用）
社会人・シニア特別選抜試験（B日程）
外国人留学生特別選抜試験

問題
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　「室内の私」をテーマに自身を自由に描きなさい。
（アクリル絵の具の使用も可）
※配付された鏡は、使用しても使用しなくともよい。

油彩画　一般入学試験（後期）

問題

参考解答
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ら、という理由で『北京の秋』とタイトルをつけたそうです。
このように、作品内容とタイトルは、必ずしも密接な関係を
持つ必要はありません。どんなストーリーを発想するのか、
そして、それをどのように表現するのか、文章力はもちろん、
総合的な創作能力の発揮を期待しています。
　基本的な文章力があれば、あとは発想の独自性が勝負です。
平素から興味や関心を広く持つことを心がけ、自分にとって
面白いこと、わくわくすること、胸に迫ることなどを書き留
めておけば、感性も磨かれ、発想力や文章表現力の養成にも
役立つはずです。
			   ＊

　普段は使わない言葉や難しい表現を使う必要はありません。
自分の言葉で素直な思いを書いてください。若い書き手は作
品の完成度や技術に還元できない「何か」を備えているもの
です。その「何か」も十分評価の対象になります。
　肩から力を抜き、リラックスして、頭の中に浮かんだイメー
ジを「ことば」にして解答用紙に刻みつけてください。チャ
レンジ精神とオリジナリティ、たくらみに満ちた新しい世界
との出会いを、教員一同、楽しみにしています。

試験時間　　　　90 分
出題内容　　　　与えられた状況設定、人物設定に基づき、　
　　　　　　　　設問の指示にしたがい、800 字〜 1,200 字で
　　　　　　　　ショートストーリーを創作する。
評価のポイント　論理的思考力、文章表現力、発想力、独創
　　　　　　　　性
大学で用意するもの
　　　　　　　　解答用紙（原稿用紙縦書き）
受験者が用意するもの
　　　　　　　　鉛筆またはシャープペンシル
　　　　　　　　消しゴム　鉛筆削り

教員からのアドバイス
　短くても、ストーリー（小説）を書くのは大変です。テー
マを決め、キャラクターを造形し、ストーリー構成を考える。
語り手を誰にするのか、どのように語るか、どこに重点を置
くのか、も決めなければなりません。漫然とあらすじを書い
ただけではストーリーとは言えません。
　長編小説が登場キャラクターたちの人生の総体をあつかう
のに対して、ショートストーリーの多くは人生の一断面を描
き出します。一つの印象的な事件が、暗闇の中での稲光のよ
うに登場キャラクターの本質を瞬間的に照射する。要するに、
ある事件が発生し、それによって登場キャラクターの輪郭が
くっきりと浮かび上がり、世界が瑞々しく立ち上がるのが
ショートストーリーです。
　　　　　　　　　　　　　　＊
　アイディアを思いついたからと言って、いきなり書き始め
てはいけません。設定を細かく検討しましょう。構成を考え
ましょう。会話を吟味しましょう。そして書き終わったら、
必ず読み直してください。文章の乱れ、誤字や脱字、表記ミ
スなどをチェックしましょう。ストーリーがうまく展開して
いない箇所、キャラクターの行動が不自然な箇所などが発見
できる場合もあります。読み手に伝わるように文章が書けて
いるのかどうか点検し、修正することが文章力を伸ばす秘訣
でもあります。字は読みやすく丁寧に書いてください。そして、
必ず作品を完結させてください。途中で終わっている作品は
減点の対象になります。
　　　　　　　　　　　　　　＊
　試験では、指定のタイトルに合致するショートストーリー
を書いてもらいます。タイトルからどんなストーリーを創造
するのか、まずは発想力が問われます。フランスの作家ボリ
ス・ヴィアンは、小説の内容が北京にも秋にも関係がないか

ショートストーリー創作
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　以下に指定するタイトルに相応しいショートストー
リーを 800 字から 1,200 字で書きなさい。なお、タイト
ル欄には「謎と青空」と記入すること。

タイトル　「謎と青空」

タイトル：謎と青空

　私が中学生だったころ、いつだか休日の部活動中に突然母
が学校まで来たことがある。家で飼っていたオカメインコの
きいちゃんが青空へと飛びたってしまったからだった。その
とき母は部屋の窓が開いていることに気づかず放鳥してしま
い、窓を見てあっ、と思った瞬間にきいは外へ出てしまった
らしい。母はパニックになりとりあえず私のところに来た感
じで私はその日部活動を早退した。
　家の近所をきいちゃーんと呼びながら探してみたがいっこ
うに見つからず、母は責任を感じているようで弱って見えた。
しかし私はあまり深刻に考えていなかった。きいを可愛がっ
ていなかった訳ではない。むしろ家族の中で一番きいと仲が
良かったのは私だった。予感があった。何故だか分からない
がきいはそのうち絶対に帰ってくるだろうと心の奥で思って
いたのである。そしてきいが青空へと飛びたってしまった日
から一週間程たったころ私の予感どおりきいは家に帰って来
たのだった。ラジオでの保護情報を聞いた友人が知らせてく
れたのだった。
　こうして我が家の愛鳥は不事に帰ってくることが出来たの
だが、きっと大ぼうけんをしてきたのであろう、きいは左右
の鼻穴の間にケガをしたようであった。父は「鼻穴が三つに
なって帰ってきたな。」と言っていたが全くそうだと思った。
きいちゃん、何がどうしてそこをケガしたんだ。木の枝にで
もぶつけたのだろうか。いやきいだって立派な鳥である、顔
面をぶつけたりしないだろう。それでは他の鳥にでもやられ
たのだろうか、ピンポイントで鼻穴の間をねらうなんて悪ど
い奴だ。…謎だ。この一週間きいは窓から空に吸い込まれ、
どう過ごしてきたのだろう。どんな怖い思いをして鼻穴を
一つ増やしてしまったのだろう。臆病なオカメインコのこと
であるから本当にビクビクしていたんじゃなかろうか。かわ
いそうなことをしてしまったと思い、鳥カゴの中に視先をや
ると本人はいたってのんきな様子で、猫のように足で頭をか
いていた。それでいいのか、きいちゃん。まるで先日まで大
空を羽ばたいていたことなど無かったみたいだ。オカメイン
コは気弱だが非常にマイペースである。そのペースに巻き込
まれ、忘れてしまいそうになることもあったが私は高校生に
なった今でもふと思う。どうして鼻穴の間をケガしたのだろ
うか。あの日と同じく青空は変わらないがきいの鼻はあっと
いうまに三つから二つへ戻ったので、きいが空へ飛んだのも
今ではうそのように思えた。

参考解答
社会人・シニア特別選抜試験（A日程）
帰国生特別選抜試験

ショートストーリー創作　自己推薦入学試験A

問題



48

一般入学試験（専願型）
大学入試センター試験利用入学試験（１科目利用）
社会人・シニア特別選抜試験（B日程）
外国人留学生特別選抜試験

ショートストーリー創作　一般入学試験（前期）

　以下に指定するタイトルに相応しいショートストー
リーを 800 字から 1,200 字で書きなさい。なお、タイト
ル欄には「赤い地球」と記入すること。

タイトル　「赤い地球」

問題 タイトル：赤い地球

　二重になった玄関の戸を開けると、そこには色のない世界
が広がっていた。真っ先に僕の目に飛び込んできた、『白』と
いう色のない色。そいつらの次に遅れて、鼻をひきちぎるよ
うな強い冷気に襲われた。

「……寒い」
　余計に寒く感じるから言わないでおこうと思っていた言葉
が、いつの間にか僕の口から出てしまっていたらしい。何も
こんな日に買い出しを頼まなくてもいいじゃないかと幾度も
した抗議も虚しく、母に言われた食材を求め、後ろ髪を引か
れる思いでスーパーへと出掛ける。
　最初の一歩は重く、僕のくるぶしより少し上まで積もった
雪が、地面にブーツの底がつくのを防げた。どうやら昨日降っ
た雪が複雑な形で凍った上に今日のこの綿菓子みたいなのが
たくさん降ったもんだから、足場をそう簡単には作らせてく
れないらしい。見た目のメルヘンさとは違い、行く手を阻む
空からの刺客にいらだちを隠せず、蟻をつぶすようにして白
い道を歩いた。
　雪に覆い尽くされた街は普段とは姿を変え、絵本のような
白だけの世界に一人、取り残されたように感じる。体感にし
て十分程度歩いた頃、この世界に新たな登場人物が現れた。
彼女は僕と同じ高校生くらいで、世界に反抗するような深く
て濃い、赤のコートを着ていた。僕は彼女に声を掛けざるを
得なかった。

「雪、食べてるの？」
　彼女は手袋もつけていない真っ赤になった両手で降る雪を
すくい、次々と口へ運んでいた。少し待っても返事は来なかっ
たが、僕は不思議と、絵本の世界だから仕方ないと思った。
それでもまだ、質問を続けた。

「どうして雪を食べてるの？」
「だって綺麗だもの」
　彼女はこちらを見ずに透き通る声で言った。

「綺麗なんかじゃないよ。……雪の正体は宇宙のゴミなんだか
ら」
　僕が蟻をつぶすようにそう言うと、彼女はこの絵本のヒロ
インのように、嬉しそうにこちらを振り返った。

「そうなんだ。じゃあ私は、やっとで宇宙の一部になれたのね」
　彼女の赤いコートが真っ白な雪を吸収して、より一層赤く
なった気がした。僕が飲み込まれたこの世界、いや、きっと
この世界の全員が飲み込まれた中で、彼女だけは赤く、美し
く存在しているのだろう。

参考解答



49

　僕は、なおも雪を食べ続ける彼女の横で、舞うように降り
てきた雪を一口だけ食べた。それは冷たく、温かく、僕の中
で溶けてなくなった。たぶん、僕も宇宙の一部になれた。
　何者にもなれず、ただ白い絵本の背景だった僕も、彼女と
同じ、宇宙の一部なのだ。
　スーパーへ向かう中で彼女が見えなくなった今、彼女は本
当に絵本の中のヒロインだったかもしれないが、あの時、確
かにこの真っ白な地球が一点だけ、赤くなった。
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　以下に指定するタイトルに相応しいショートストー
リーを 800 字から 1,200 字で書きなさい。なお、タイト
ル欄には「真夏のヨシダ」と記入すること。

タイトル「真夏のヨシダ」

タイトル：真夏のヨシダ

　ずいぶん暑いと思ったら、そこは祖母の家だった。もう
七十を過ぎたというのに、祖母は一人沖縄へ引っ越した。理
由は寒いのが嫌だったからだそうだ。真夏の暑さは嫌じゃな
いのか、とは聞けなかった。
　引っ越し祝いで家族と沖縄まで来たが、どうやら俺が昼寝
をしている間にみんな出かけてしまったらしい。家の中はと
ても静かだ。

「なんだよ、起こしてくれてもよかったじゃん。ひどいなあ」
　誰にも届かない文句を言ったつもりだったが、違った。庭
の方から「ワン」という鳴き声が聞こえてきた。
　しかし変だ。祖母はペットを飼わない主義だった。

「お隣さんの犬かな」
　どうにも気になって庭に出てみると、そこには、一匹のも
じゃもじゃがしっぽをぶんぶん振っていた。あまりにも毛む
くじゃらだったので、一瞬毛玉にすら見えた。
　奴は俺を見つけると、毛玉を揺らして走ってきた。それを
抱き上げると、ちょうど首らしきところにプレートが付けて
あった。

「ヨシダ」
　プレートにはこれしか書いてなかった。

「これ、お前の名前か？」
「ワン！！」
　俺の言葉が分かるのか、いや、絶対分かっていないと思う
が、とても良い返事だった。

「犬なのに名字だけって、変なやつ」
　名前の由来をぜひ教えてほしい、などとどうでもいいこと
を思っていると、ヨシダは突然俺の腕から飛び出した。飼い
主が近くにいるのだろうかと辺りを見ると、家族が帰ってき
ていた。そして、ヨシダは祖母に飛びついていた。

「おかえり。なあばあちゃん、こいつ、ばあちゃんの犬？」
　あんまり急に質問したものだから、家族は目を丸くしてい
たが、祖母は答えてくれた。

「いんや、あたしの犬じゃないよ」
「でも、真っ先にばあちゃんのところに走って行ったよ？」
「さあ、どうしてかねえ。この子、名前はなんていうんだい」
「プレートには、ヨシダって書いてあったけど」
　俺がそういうと、祖母は口をポカンと開けた。そしてすぐ、
笑顔になった。

「あんた、こんな毛むくじゃらになって帰ってきたのかい。
相変わらず寒がりだねえ」

参考解答ショートストーリー創作　一般入学試験（後期）

問題
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試験時間　　　　180 分
出題内容　　　　与えられたテーマに基づき、直線や曲線、

図形を使用し美しい平面構成をする。また、
所定の用紙に制作意図を 100 文字以内で記
述する。

出題のねらい　　平面構成とは、一定のルールや制約に基づ
き、与えられたテーマを表現するために、
平面上に色と形を配置し、構成をすること
です。これまでも全国の多くのデザイン系
大学で用いられてきた、基本的なデザイン
課題です。本学科入試では、基本レベルを
出題しています。

講評・評価のポイント
1）問題文の読解力、理解力。
2）基本的な色彩感覚、作図、彩色などの
　  技術。
3）独創性と客観性。

大学で用意するもの
A３判イラストボード

受験者が用意するもの
ポスターカラーまたは不透明水彩用具一
式、デッサン用具一式、マスキングテープ、
30cm 以上の定規、コンパス、その他デザイ
ン用具一式。

教員からのアドバイス
　奇をねらった個人的な表現ではなく、与えられたテーマを
的確に表現できていて、それが相手に伝わることが重要です。
また、日頃の色や形への興味や、観察力も活かすことができ
ます。
　また、試験時間内に、自作についての解説を 100 文字以内
の文章で書いていただきますが、自作をどれだけ客観的に文
章化できるかどうかも大切な採点要素となります。

　俺はどういうことかさっぱり分からなかった。
　祖母はそれから、ヨシダと暮らし始めた。飼い主探しもし
たが、見つからないまま二年が過ぎた。その年の夏、祖母が
亡くなった。ヨシダも祖母と布団に入って死んでいた。
　それから少ししてからだった。戦死した祖父の姓が「吉田」
だと知ったのは。

平面構成
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　「春」をテーマとし、正円 3 つ、直線 1 本、曲線 2 本を
使用し、美しい色彩構成をしなさい。
　また、所定の用紙に制作意図を 100 字以内で記述しな
さい。

　春の暖かい日光とすがすがしい風の中を桜の花びらが飛ん
でいくイメージです。中心のピンクを桜の花びらとし目立た
せるために、周りの日光の黄色を薄めにしぼやけないように
風の水色を入れて春らしさを表現しました。

　桜が舞っているところをイメージして春を表現した。正円
の桜の花びらと葉を目立たせるために背景にはやわらかい色
を多様した。特に主役の桃色が同じような色で沈まないよう
に捕色となる緑でバランスをとった。

参考解答

社会人・シニア特別選抜試験（A日程）
帰国生特別選抜試験

平面構成　自己推薦入学試験A

問題 　「跳ねる」をテーマとし、正円 5 つ、直線 2 本、曲線 1
本を使用し、美しい色彩構成をしなさい。
　また、所定の用紙に制作意図を 100 字以内で記述しな
さい。

　水が飛び跳ねるイメージを構成しました。水のイメージで
ある青を中心に使用し、曲線の動きを見てほしかったので、
大きな面積に暗い青を使いました。輝きも表現したかったの
で明るい黄色を差し色に使っています。

　かたい地面にボールがぶつかって跳ねる様子をイメージし
た。暗い色で地面のかたさを表し、直線と色の明るさで、ぶ
つかった時のエネルギーの響きと広がり、ボールが軽やかに
跳ねる様子を表した。

平面構成　一般入学試験（前期）
一般入学試験（専願型）
大学入試センター試験利用入学試験（１科目利用）
社会人・シニア特別選抜試験（B日程）
外国人留学生特別選抜試験

問題

参考解答
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　「からい（味覚）」をテーマとし、正円 5 つ、直線 2 本、
曲線 1 本を使用し、美しい色彩構成をしなさい。
　また、所定の用紙に制作意図を 100 字以内で記述しな
さい。

参考解答なし

平面構成　一般入学試験（後期）

問題
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60 分間
英語Ⅰ・Ⅱ（筆記試験のみ）

（リスニングテスト及びスピーキングテ
ストは実施しない）
英語の基本的理解力及び読解力

第１問　次のＡ～Ｄの各問いに答えなさい。（配点 48）

Ａ　次の（1）～（5）の発話に対する応答としてもっとも
　適切なものを、下の 1 ～ 5 のうちから一つずつ選び、番
　号で答えなさい。

（1）	 Here we are.	
（2）	 Is that a new game device?	
（3）	 Do you think it’ll rain today?	
（4）	 How are you going to spend your summer?	
（5）	 Stop! Don’t throw that banana away.

1	 Partly. But it’s also a cellphone.	
2	 Why not? It’s overripe － too brown and mushy to eat.	
3	 I’ve signed up to be an international volunteer.	
4	 It sure has been a long drive.	
5	 I wouldn’t worry about it.

Ｂ　次の（1）、（2）の各文を会話が成立するように並べ替え、
　番号で答えなさい。	
　　　（例）1－3 －2 － 4

（1）   1	 In about 40 minutes.	
2	 The shuttle bus to the mall only comes once an     
　　 hour. What should we do?	
3	 Let’s walk. The weather’s nice, and we’ll be

　　　　  there in a half-hour.	
4	 When’s the next one?

（2）   1	 All right. If the sun comes out, I’ll go with you.	
2	 Let’s go out for a walk this afternoon.	
3	 But it’s drizzling. I don’t want to get wet.	
4	 It’s supposed to clear up in the afternoon.

Ｃ　次の（1）～（6）の空欄に入れるのに最も適当な語を、
　それぞれ下の 1 ～ 4 のうちから一つずつ選び、番号で答
　えなさい。

（1）	 Mother comes to stay with us ___ least once a month.	
 1  at　　　　2  on　　　　3  in　　　　4  of

英語

試験時間
出題範囲

評価のポイント

英語　自己推薦入学試験B
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（2）	 We met them ___ accident at the bus terminal.	
 1  on　　　2  in　　　3  at　　　  4  by

（3）	 Judging ___ what he says, he seems to be a man of 
ability.	
 1  along　　2  from　  3  through    4  of

（4）	 The teacher pointed ___ the pupil’s mistakes.	
 1  out　　  2  up　　  3  down　 　 4  in

（5）	 Her character was molded by the trials she ___ 
through.	
 1  underwent  　2  experienced　  3  went　    4  had

Ｄ　次の（1）～（4）において、日本文の意味になるよう
　にそれぞれ下の 1 ～ 3 の語を並べ替えて空所を補い、並
　べ替えた順に番号で答えなさい。（例）1 － 3 － 2

（1）	 適量の運動が体によいことは言うまでもない。	
It ___ ___ ___ that a moderate amount of exercise is 
good for the body.	
1  saying　　      2  without　　3  goes

（2）	 大雨だったので彼女は外出できなかった。	
Heavy rain ___ ___ ___ going out.	
1  prevented　　 2  from　　　3  her

（3）	 仕事に集中するだけでいい。	
All you have to ___ ___ ___ on your work.	
1  is　　　　      2  do　　　    3  concentrate

（4）	 彼はもう以前の彼ではない。	
He is ___ ___ ___ he used to be.	
1  longer　　　   2  no　　　    3   what

第２問　次のＡ～Ｂの各問いに答えなさい。（配点 52）

Ａ　次の会話文を読んで、以下の問いに答えなさい。

My Number

Craig:	 Can I ask you two a few questions?
Miki:	 ① We will be happy to answer any questions you 

might have.
Craig:	 I received a notification card with my Individual 

Number in the mail the other day. ②
Miki:	 Basically ,  it  is a number that is used for 

identification. In accordance with the Social Security 
and Tax Number System in Japan, mayors will issue 
a single Individual Number to each and every person 
with a resident record who lives in their city, town, 
or village. The Individual Number is a randomly 
generated 12-digit number. It is often referred to 
as My Number. I think it is similar to the Social 
Security number issued in the US or the National 
Insurance number used in the UK.

Craig:	 Does that system apply to all foreigners?
Kenji:	 ③ The system ④ applies to foreigners like you who 

have lived in Japan for more than three months and 
have an address in Japan. It does not apply to people 
who are only staying in Japan for a short period of 
time for tourism or other purposes.

Craig:	 Can I change my Individual Number if I don’t like it?
Kenji:	 Probably not. As a rule, the same Individual Number 

will continue to be used throughout your lifetime 
and can ⑤ be changed unless there are some special 
reasons.

Craig:	 What is the Individual Number actually used for?
Miki:	 The government will use the Individual Numbers 

to manage information for social  security 
administration, taxes, disaster response and other 
government services. It will be needed to receive 
public assistance and other services, including 
national health insurance.

Craig:	 The letter I got included an application form for an 
Individual Number Card. What kind of information 
will be put on that card?

Kenji:	 It will have your photograph, name, address, sex and 
date of birth on the front, and contain an IC chip. 
Because the card contains your personal information 
along with an ID photograph, it can be used for a 
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wide range of purposes, for example signing up for a 
sports club, getting a mobile phone contract, or for 
anything else where you might be asked to provide 
some form of identification.

Craig:	 But wouldn’t this mean I would be giving out my 
Individual Number as well when I show people my card?

Miki:	 Your Individual Number is not shown on the front of 
the card. It’s ⑥ printed on the back.

Craig:	 So that means I have to avoid showing people the 
back of the card. It seems that it might be pretty 
easy for people to snap a quick photograph of the 
back of the card or copy the number if you don’t pay 
close attention.

Kenji:	 There are strict laws aimed at preventing those 
kinds of problems, and those found to have leaked 
numbers will face stiff punishment, including being 
sent to jail.

Craig:	 There have been many cases of leaks involving 
the Social Security number issued in the US and 
the National Insurance number used in the UK. 
In addition, there was a leak of around 40 million 
identification numbers in South Korea ― about 80% 
of the population!

Miki:	 It is believed that cases of identity theft in other 
countries were partly the result of identification 
made using the numbers only, and the failure to place 
restrictions on how the numbers should be used. 
In Japan's number system, there are strict rules 
regarding identification, and there are limitations on 
how the Individual Numbers can be used.

Craig:	 Well, I hope Japan will do a better job of protecting 
the data than other countries have!

（1）	 文中の①に入れるのに最も適当なものを、下の 1 ～ 4
　のうちから一つ選び、番号で答えなさい。	

1	 Can we ask you a question?	
2	 In case you can.	
3	 Did we answer your question?	
4	 Of course you can.

（2）	 文中の②に入れるのに最も適当なものを、下の 1 ～ 4
　のうちから一つ選び、番号で答えなさい。	

1	 Do you have my Individual Number?	
2	 What is an Individual Number?	
3	 When will I receive my Individual Number?	
4	 Where is my Individual Number?

（3）	 文中の③に入れるのに最も適当なものを、下の 1 ～ 4
　のうちから一つ選び、番号で答えなさい。	

1	 Yes, you do.	
2	 No, you’re not.	
3	 No, it doesn’t.	
4	 Yes, you can.

（4）	 文中の（　④　）～（　⑥　）に以下の（ A ）～
　（ C ）の表現を入れるときの正しい順番を、下の 1 ～ 6
　のうちから一つ選び、番号で答えなさい。

　   （ A ）never     （ B ）only     （ C ）always	
1	（ A ）　－　（ B ）　－　（ C ）	
2	（ A ）　－　（ C ）　－　（ B ）	
3	（ B ）　－　（ A ）　－　（ C ）	
4	（ B ）　－　（ C ）　－　（ A ）	
5	（ C ）　－　（ A ）　－　（ B ）	
6	（ C ）　－　（ B ）　－　（ A ）

（5）	 次の［1］～［4］の質問に対する答えを、それぞれ
　下の 1 ～ 4 のうちから一つ選び、番号で答えなさい。

［1］Which of the following statements is true?
1	 All foreigners visiting Japan will receive an 

Individual Number.
2	 Individual Numbers are not randomly generated.
3	 Your Individual Number is exactly the same as 

your Social Security number in the US.
4	 People who are only staying in Japan for a short 

period of time will not receive an Individual 
Number.

［2］Which of the following statements is false?
1	 Your Individual Number will be printed on the 

front of your Individual Number Card.
2	 The Social Security and Tax Number System 

applies to some foreigners.
3	 Your photograph will be printed on the front of 
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your Individual Number Card.
4	 The same Individual Number will normally 

continue to be used throughout a person’s 
lifetime.

［3］Which of the following statements is true?
1	 An Individual Number will be issued to all 

tourists coming from the UK.
2	 The Individual Number will only be used for 

people staying in Japan for a short period of 
time.

3	 The Individual Number will be used to manage 
information regarding taxes.

4	 You can easily change your Individual Number to 
your Social Security number in the US.

［4］Which of the following statements is false?
1	 People found to have leaked someone’s Individual 

Number will face stiff punishment.
2	 There has never been a single case involving a 

leak of someone’s Social Security number in the 
US.

3	 An Individual Number Card can be used for 
identification.

4	 There are limitations on how the Individual 
Number can be used.

Ｂ　次の文章を読んで、以下の問いに答えなさい。

Tokyo Designers Week

Tokyo Designers Week is an event held each year in 
Japan. The event is organized by the Design Association with 
support from the Japanese government. Tokyo Designers 
Week originally featured product design and interior design, 
but it has now expanded to include other forms of art, such as 
graphic design and even short films.

Tokyo Designers Week was first held in 1985 as a trade 
show for interior and product design. It was modeled after 
trade shows like Salone del Mobile held in Milan, Italy. The 
event was originally organized just for companies to show 
their latest designs and products, and members of the general 

public could not attend the trade show. However, in recent 
years it has been opened to the general public and has added 
extra categories to include all kinds of art and design. Before 
2005 the event was held on the artificial island of Odaiba in 
Tokyo Bay. Since 2005, Tokyo Designers Week has been held 
at Meiji Jingu Gaien.

The year 2010 was the 25th anniversary of the event. 
That year the event attracted designers and visitors from 
Belgium, Canada, China, France, Germany, Israel, Italy, South 
Korea, Taiwan, the UK, the US, and all across Japan. Tokyo 
Designers Week 2010 marked the first time that the event was 
guided by a single creative director, the Tokyo-based French 
designer Gwenael Nicolas. Building upon eco and green 
themes that had been used at previous events, the philosophy 
of the show changed its direction to include a broader view of 
environmental design.

Tokyo Designers Week 2010 had several environmental 
design categories. One of them was Earth, produced in 
cooperation with charities such as the World Wildlife Fund 

（WWF）. A second category was Heart, which featured art 
displays. A third category was Living, which presented new 
product designs.

Tokyo Designers Week 2010 was also divided into 
many sections. One of these was a student graphic design 
competition. There was also a container exhibition where 
recycled shipping containers were used as temporary gallery 
spaces. Other sections included a Cool Japan exhibition, 
a Tokyo conference, and exhibitions of works by students 
studying at Japanese art and design colleges. There was also 
a professional exhibition where professional designers showed 
their creations.

The Tokyo Designers Week held in 2015, which was 
the 30th anniversary of the event, had four main categories: 
design, art, fashion and music. The main attraction at Tokyo 
Designers Week 2015 was the Creative Life Exhibition. This 
exhibition attracted more than 100,000 visitors, creating 
opportunities for both companies and creators to promote 
themselves. Visitors included manufacturers, buyers, members 
of the media, and people from the design industry. The theme 
of the exhibition was the evolution of technologies which 
have had a huge impact on our lifestyle. One example is 
the invention of the car more 100 years ago. Cars not only 
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changed the way of transportation, but also people's lifestyle. 
Likewise, the Internet has changed many parts of our life, 
such as communication, education, business, and information.

Tokyo Designers Week is now an international design 
event. It promotes Business to Business （B to B） by matching 
new business partners, as well as Business to Consumer 

（B to C） by creating connections between the consumers 
and creators. More importantly, it helps young creators by 
providing them with a place to show their work, and giving 
them the opportunity to communicate with professionals from 
around the world.

（1）	 次の［1］～［5］の空欄に入れるのに最も適当な語を、
　それぞれ下の 1 ～ 4 のうちから一つずつ選び、番号で答え
　なさい。

　　［1］Tokyo Designers Week is held __________.
　　1　biennially
　　2　annual
　　3　biennial
　　4　annually

　　［2］Tokyo Designers Week was originally __________ to 
　　product design and interior design.

　　1　pivoted
　　2　devoted
　　3　outvoted
　　4　revolted

　　［3］The __________ of Tokyo Designers Week was 　　
　　　　enlarged    　　to include other forms of art.

　　1　scope
　　2　scoop
　　3　school
　　4　scape

　　［4］　Trade shows like one held in Italy served as a             
　　　    for Tokyo Designers Week.

　　1　basic
　　2　basically
　　3　basis
　　4　based on

　　［5］Members of the general public were not allowed       
　　　　________ to the first Tokyo Designers Week.
　　　 1　admitted
　 　　2　admission
　　　 3　dismissal
　 　　4　transmission

（2）	 次の［6］～［9］の空欄に入れるのに最も適当な語を、
　それぞれ下の 1 ～ 4 のうちから一つずつ選び、番号で答え
　なさい。

［6］Which of the following statements is false?
1	 Companies showed their latest designs and 

products at the original Tokyo Designers Week.
2	 Members of the general public could not attend 

the first Tokyo Designers Week.
3	 Tokyo Designers Week has always been held at 

Meiji Jingu Gaien.
4	 Odaiba is an artificial island in Tokyo Bay.

［7］Which of the following statements is false?
1	 Several creative directors joined together to 

provide guidance at the Tokyo Designers Week 
held in 2010.

2	 Tokyo Designers Week celebrated its 25th 
anniversary in 2010.

3	 A broader view of environmental design was 
included in Tokyo Designers Week 2010.

4	 The Tokyo Designers Week held in 2010 
attracted designers and visitors from Belgium, 
Canada, China and other countries.

［8］Which of the following statements is true?
1	 A student graphic design competition was 

excluded from the 2010 Tokyo Designers Week.
2	 Temporary gallery spaces were used as shipping 

containers at the 2010 Tokyo Designers Week.
3	 The World Wildlife Fund assisted with the Earth 

category of the 2010 Tokyo Designers Week.
4	 The Heart category of the 2010 Tokyo Designers 

Week was a collaboration with the World Wildlife 
Fund （WWF）.
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［9］Which of the following statements is true?
1	 The 30th anniversary of Tokyo Designers Week 

was celebrated in 2010.
2	 The Creative Life Exhibition was the main 

attraction at Tokyo Designers Week 2010.
3	 Tokyo Designers Week 2015 had only two main 

categories.
4	 The Creative Life Exhibition was the centerpiece 

of Tokyo Designers Week 2015.

（3）	 次の［10］～［12］ の英文において、それぞれ下の 1 ～
　3 の語を並べ替えて空欄を補い完成するとき、（　）に入る
　語はどれか。番号で答えなさい。

［10］    More than 100,000 people              （  ）  the 
Creative Life Exhibition at Tokyo Designers 
Week 2015.	
1  to　　　　2  see　　　3  went

［11］　 Both companies and creators        （  ）        
promote themselves at Tokyo Designers Week 
2015.	
1  able　　　2  were　　 3  to

［12］	 Technologies  （  ）              large impact on our 
lives.	
1  a　　　    2  had　　　3  have

（4）	 次の［13］～［15］ の問に英語で答えなさい。

［13］	 What is one of the changes that have occurred 
since Tokyo Designers Week was first held in 
1985?

［14］	 How does Tokyo Designers Week promote 
business to consumer relationships?

［15］	 How does Tokyo Designers Week assist young 
creators?

第 1 問　次のＡ～Ｄの各問いに答えなさい。（配点 48）

Ａ　次の (1) ～ (5) の発話に対する応答としてもっとも適切
なものを下の 1 ～ 5 のうちから一つずつ選び、番号で答
えなさい。
(1)	 Are you ready to order?
(2)	 This stew tastes wonderful.
(3)	 What’s that beeping sound?
(4)	 Here’s the place. The fare is $18.50.
(5)	 Hurry up! Get on the train.

　1	 It’s the same kind we had last week.
　2	 It’s my refrigerator.
　3	 I’m trying, but it’s too crowded. 
　4	 No. I think we need a little more time.
　5	 Here’s a $20 bill. You can keep the change.

Ｂ　次の (1)、(2) の各文を会話が成立するように並べ替え、
　番号で答えなさい。
（例）1 － 3 － 2 － 4

(1)　1	  I’m sorry, I can’t give out personal information.
　 2	  Yes. But he’s taking the day off today.
　 3	  Hi. I’m looking for Mr. Smith. Does he work here?
　 4	  He must be at home then. Do you have his address?

(2)　1    What are you doing with that radio?
　 2    Oh, the warranty on this expired a long time ago.
　 3    But you’re not supposed to open it up yourself. 
　       It  voids the warranty.
　 4    It stopped working, so I’m repairing it.

Ｃ　次の (1) ～ (5) の空欄に入れるのに最も適当な語を、そ
れぞれ下の 1 ～ 4 のうちから一つずつ選び、番号で答え
なさい。

(1)  My father believes ____ hard work and profits.
　1  in　　2  on　　 3  from　　4  through

(2)  My mother is suffering ____ a bad cold.
　1  by　　2  from　 3  at　　    4  for

英語　一般入学試験（前期）
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(3)  Please help ____ to the cake.
1  myself　　2  ourselves　　3  yourself　　4  oneself

(4)  I’ll ____ a doctor as I have a bad cold.
1  consult　 2  go　　　      3  request　　 4  send

(5)  I took it ____ granted that you were on my side.
1  on　　　   2  for　　　     3  from　　　 4  as

Ｄ　次の (1) ～ (4) において、日本文の意味になるように、
それぞれ下の 1 ～ 3 の語を並べ替えて空所を補い、並べ
替えた順に番号で答えなさい。（例）1 － 3 － 2

　(1)  どこに行ったらよいのかわからない。
I don’t know ____  ____  ____.
1  go　　　2  to　　　3  where

(2)  名前を書くだけで結構です。
All you have ____  ____  ____ write your name.
1  is　　　2  do　　　3  to

(3)  彼はよく聞こえるように、前の席に座った。
He sat in the front so ____  ____  ____ able to hear.
1  be　　　2  to　　　3  as

(4)  ソファーに腰を下ろしたとたんに電話が鳴った。
No ____  ____  ____ sat down on the sofa than the phone 
rang.
1  had　　 2  I　　　 3  sooner

第 2 問　次のＡ～Ｂの各問いに答えなさい。（配点 52）

Ａ　次の会話文を読んで、以下の問いに答えなさい。
「*」が付された語には、語註が与えられているので参考

　にしなさい。

Pictograms

Tomoko:	 What’s that you are looking at, Janet?
Janet:	 ① I found it at a used book store.
Tsubasa:	 Wow, that is old! Tokyo has changed a lot since 

that map was made!
Janet:	 I don’t understand some of the symbols used on 

this map. What does this big X mean? It doesn’t 
mark the location of some kind of treasure like on 
a treasure map, does it?

Tsubasa:	 ② That X is the symbol used to indicate a koban, 
which is a small neighborhood police box. What do 
they use as the symbol for a police station in your 
country?

Janet:	 A lot of maps use a symbol of a policeman’s badge, 
sometimes with a star or the letter P in the 
center.

Tomoko:	 Do you know what this symbol stands for?
Janet:	 ③ It looks kind of like the swastika* that was 

used by the Nazis* in World War II.
Tsubasa:	 ④ , this symbol has been used in many different 

cultures all over the world for tens of thousands 
of years. It just seems to be one of those simple 
symbols that have been used in many different 
cultures throughout history. It’s called a manji in 
Japan, and it is often used on maps to show the 
location of a Buddhist temple.

Tomoko:	 ⑤ it used as a positive symbol of Buddhism in 
Japan. It doesn’t stand for the Nazis or any of 
that terrible history. Unfortunately, many people 
are offended by the image of a swastika. ⑥ , there 
are plans to use a different symbol for temples on 
foreign-language maps in Japan.

Janet:	 What kind of symbol are they planning to use?
Tsubasa:	 The symbol for a temple will become an image of a 

three-story pagoda. In addition, instead of a large 
X, police boxes will be indicated by a pictograph 
of a saluting police officer. These symbols will 
only be used on maps in languages other than 
Japanese for now. Whether to introduce them on 
Japanese-language maps will be discussed at some 
point in the future.

Tomoko:	 New foreign-language maps will also include 
symbols for convenience stores and tourist 
information centers. These symbols are currently 
not used on most Japanese-language maps, but it is 
thought that they will be helpful to foreign users. 
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Japan is trying to create a friendly environment 
for foreign visitors. This is especially important 
as Japan prepares to host the 2020 Tokyo 
Olympics.

Janet:	 I am sure that many Japanese would prefer to 
continue to use the traditional symbols. However, 
when hosting a large international event like the 
Olympics it is important to have some sort of 
visual image that can be understood by people who 
don’t speak the language of the host country.

Tsubasa:	 That is what Japan tried to do for the 1964 Tokyo 
Olympics. At that time Japan did not use the same 
traffic signs and symbols that were used in other 
countries. The decision was made to create a 
system of symbols that would overcome language 
barriers. Many of the pictograms created for 
the 1964 Tokyo Olympics are considered to be 
examples of excellent visual communication.

Janet:	 A lot has changed since the 1964 Tokyo Olympics. 
Athletes from more than 200 countries are 
expected compete in the 2020 Tokyo Olympics, 
and millions of people from all over the world are 
expected to visit Japan. That means that being 
able to communicate ideas with pictograms will be 
more important than ever.

Tomoko:	 Let’s hope that it’s true what they say about a 
picture being worth a thousand words!

語註
swastika: まんじ　Nazis: ナチス、国家社会主義ドイツ労働者党

(1)  文中の①に入れるのに最も適当なものを、下の 1 ～ 4 のう
　ちから一つ選び、番号で答えなさい。
　　1　  This is an old map of Tokyo.
　　2  　You have an old map of Tokyo.
　　3  　I want an old map of Tokyo.
　　4  　Give me an old map of Tokyo.

（2） 文中の②に入れるのに最も適当なものを、下の 1 ～ 4 のう
　ちから一つ選び、番号で答えなさい。
　　1  　Of course you can!
　　2　  Of course you will!

　　　3 　 Of course not!
　　　4  　Of course he doesn’t!
（3）文中の③に入れるのに最も適当なものを、下の1～4の
　うちから一つ選び、番号で答えなさい。
　　1 　 No, you can’t.	
　　2  　It is a symbol.	
　　3  　Yes, I will.	
　　4  　I have no idea.

（4）文中の（ ④ ）～（ ⑥ ）に以下の（ A ）～（ C ）の
　表現を入れるときの正しい順番を、下の 1 ～ 6 のうちか
　ら一つ選び、番号で答えなさい。	
　　（ A ）Usually　 （ B ）Actually　 （ C ）As a result	
　　1   （ A ）　－　（ B ）　－　（ C ）	
　　2   （ A ）　－　（ C ）　－　（ B ）	
　　3   （ B ）　－　（ A ）　－　（ C ）	
　　4   （ B ）　－　（ C ）　－　（ A ）	
　　5   （ C ）　－　（ A ）　－　（ B ）	
　　6   （ C ）　－　（ B ）　－　（ A ）

（5）次の［1］～［4］の質問に対する答えを、それぞれ下
　の 1 ～ 4 のうちから一つずつ選び、番号で答えなさい。

 ［1］Which of the following statements is false?	
　　1 　X is the symbol used on maps in Japan to indicate 
　　　　a koban.	
　　2　 X is the symbol used on maps in Japan to indicate 
　　　　a temple.
	
　　3 　Some maps in foreign countries use a symbol of a 
　　　   policeman’s badge to indicate a   police station.	
　　4 　A koban is a small neighborhood police box.

 ［2］Which of the following statements is true?	
　　1　  There are plans to use an image of a 　
　　　   three-story pagoda as a symbol for a temple.	
　　2　  There are plans to use an image of a three-　　
　　      story pagoda as a symbol for a police box.	
　　3　  An image of a three-story pagoda will 
　　      be used on Japanese-language maps only.	
　　4　  Police boxes will be indicated by a pictograph of a 
　　　   smiling police officer.
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  ［3］Which of the following statements is true?	
　　1　 Japan has always used the same traffic signs and 　
　　　   symbols that were used in other countries.	
　　2    Japan is trying to create an unfriendly environment 
　　      for foreign visitors.	
　　3    Symbols for convenience stores will not be used   
            on  any new foreign-language maps.	
　　4 　Japan did not use the same traffic signs and 　　　
　　　　symbols that were used in other countries in 1964.
　　　

［4］Which of the following statements is false?	
　　1 　Millions of people from all over the world are 　
　　　　expected to visit Japan.	
　　2　 It is important to have visual images that can be 
　　　　understood by foreigners when hosting a large 　
　　　　international event.	
　　3 　They tried to make a system of symbols for the 　
　　　　1964 Tokyo Olympics that would create language 
　　　　barriers.	
      4     Athletes from not less than 200 countries are 　
　　　　expected to participate in the 2020 Olympics.

Ｂ　次の文章を読んで、以下の問いに答えなさい。

Folk Dances

Folk dances are dances made by groups that mirror the 
traditional life of the people of a certain country or region. 
Folk dances are usually danced at gatherings or social events 
by people with little or no professional training, and are often 
danced to traditional music. Folk dances are not generally 
designed for public performance or the stage, and new dancers 
often learn the dance informally by observing and receiving 
help from others.

Some folk dances developed gradually long before 
current political boundaries, and as a result certain dances 
are shared by several countries. For example, some Serbian, 
Bulgarian, and Croatian dances share the same or similar 
dance steps, as well as the same name and music. Folk dances 
of neighboring countries sometimes have similar features. For 
example, some German and Austrian folk dances involve using 
the hands to slap the body and shoes in a regular pattern, 

dance moves not often found in the folk dances of other 
countries.

However, some dances often have very special 
characteristics that are unique to one country or region. For 
example, special characteristics of Hawaiian folk dances are 
the use of hand gestures that illustrate the song or chants, and 
a bending of the knees that gives the appearance of swaying 
hips. Russian folk dancing often includes many jumps and 
spins, and the rhythm slows from time to time, only to quicken 
again moments later. Thai dancers look like magnificent 
statues, and their traditional dance includes slow, delicate 
movements, mostly of their hands and feet, with their fingers 
gracefully bent backwards.

Traditional dances in Japan can be divided into two main 
types. One type is Odori, which originated in the Edo period. 
The other is Mai, which came from the western part of Japan. 
Odori grew out of Kabuki drama, while Mai was influenced by 
Noh drama.

The origin of Noh Mai can be traced back to the 13th 
century. Noh Mai is a dance performed to music that is made 
using flutes and small hand drums. Costumes are a huge part 
of Noh Mai. Sometimes a dance may start out very slowly, so 
colorful costumes were sometimes created to keep the audience 
interested. The dancers also dress to match the region in which 
they represent, such as wearing a bamboo hat during a dance 
to represent country life. The most important part of a dancer’
s costume is often a mask, which is only worn by the main 
characters. Kyomai, or Kyoto-style dance, is a variation of the 
Mai style of dance. Kyomai developed during the 17th century 
Tokugawa period, and it was greatly influenced by the elegant 
manners of the Imperial Court in Kyoto.

One of the representative traditional dances of Japan is 
the Bon Odori. It was originally a dance to welcome the spirits 
of the dead. Bon Odori dances and music differ from region to 
region in Japan. The movements and gestures of a dance often 
display the history, work or geography of the region. For 
example, Tanko Bushi is a work song that originates from the 
Miike coal mine in Kyushu, and the movements in the dance 
represent such work as digging for coal and pushing carts. 
Sometimes fans, small towels or other items are used in Odori 
dances. For the Hanagasa Odori, the dancers use straw hats 
with flowers on them.
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　　　2　Folk dances are often learned by imitating others.	
　　　3   Folk dances are usually performed at gatherings of 
　　　　  people.	
　　　4　No two countries have the same folk dance.
　
　［7］Which of the following statements is false?	
　　　1 　People slap their bodies with their hands when 　　
　　　　　performing some German folk dances.	
　　　2　Hand gestures are used in Hawaiian dances to 　　
　　　　　provide explanations of the songs.	
　　　3　Russian folk dances have a slow, steady rhythm that 
　　　　　never changes.	
　　　4　 Folk dances in Thailand include graceful hand 　　
　　　　　movements.

　［8］Which of the following statements is true?	
　　　1　Odori and Mai are types of traditional dances that 
　　　　　originated in Japan.	
　　　2　Odori and Mai are types of traditional dances 　　
　　　　　introduced into Japan by Europeans.	
　　　3　Kabuki gave birth to both Odori and Mai.	
　　　4　Mai dances came from the northern part of Russia.

　［9］Which of the following statements is true?	
　　　1　Noh Mai originated in the nineteenth century in 　
　　　　  northern Japan.	
　　　2　A mask is often an important part of the costume of 
　　　　  some characters in Noh Mai.	
　　　3　Dancers who perform Noh Mai never wear costumes.	
　　　4　Kyomai was heavily influenced by the Imperial Court 
　　　　  in Tokyo.
　

（3）次の［10］～［12］の英文において、それぞれ下の
　　1 ～ 3 の語を並べ替えて空欄を補い完成するとき、（　）
　　に入る語はどれか。番号で答えなさい。

　 ［10］The Bon Odori is one of the (    )             in Japan.	
　　　1  performed　　2  traditional　　3  dances

 　［11］Bon Odori dances       (    )       to region in Japan.	
　　　1  differ　　     2  region　　3  from

（1）次の［1］～［5］の空欄に入れるのに最も適当な語を、
　それぞれ下の 1 ～ 4 のうちから一つずつ選び、番号で答　
　えなさい。

　［1］Folk dances      the traditional lifestyles of people.	
　　　1   reflection	
　　　2  deflection	
　　　3  reflect	
　　　4  deflect

　［2］Some folk dances      before present-day countries 　
　　　were formed.	
　　　1　evolved	
　　　2　involved	
　　　3　revolved	
　　　4　dissolved

　［3］Folk dances of      countries are sometimes similar.	
　　　1　innocent	
　　　2　florescent	
　　　3　indecent	
　　　4　adjacent

　［4］Some dances have gestures or movements that are      
　　　to a certain country.	
　　　1　participate	
　　　2　particular	
　　　3   particle	
　　　4　perpendicular

　［5］Some dances use gestures to help      the meaning of 　
　　　the songs.	
　　　1　complain	
　　　2　refrain	
　　　3　explain	
　　　4　abstain

（2）次の［6］～［9］の質問に対する答えを、それぞれ下　
　の 1 ～ 4 のうちから一つずつ選び、番号で答えなさい。
　［6］Which of the following statements is false?	
　　　1　Folk dances usually require no professional 
　　　　  training.	
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   ［12］The movements in Odori dances       (    )       history 
　　　of the region.	
　　　1  illustrate　　2  the　　     3  often

（4）次の［13］～［15］の問いに英語で答えなさい。

　［13］How do people often learn traditional dances?

 　［14］What is similar between some German and Austrian 　
　　　folk dances?

　［15］ Why might dancers wear a bamboo hat when 
　　　performing a Mai dance?
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60 分
国 語 総 合 （ 古 文 ・ 漢 文 を 除 く ）

日 本 語 の 読 解 力 及 び 日 本 語 に よ る 表 現 力

試 験 時 間

出 題 範 囲

評 価 の ポ イ ン ト

問 題　 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 （ １ ） 芸 術 作 品 を 前 に し た 感 覚 の 喜 び は 、 日 常 の 暮 ら し を

超 え る も の が あ る と わ た し は 言 っ た 。 建 築 や 彫 刻 や 絵 画 で も 、

ま た 、 音 楽 や ① ブ ヨ ウ や 演 劇 で も 、 対 象 や 場 と の 感 覚 的 な 一

体 化 の な か で わ た し た ち が 見 、 聞 き 、 感 じ と る も の に は 、 日

常 生 活 の 雑 駁 、 混 沌 、 曖
あ い

昧
ま い

さ を 超 え た 統 一 性 、 純 粋 性 が 備 わ

っ て い る 。 右 腕 の 肘 か ら 先 を ま っ す ぐ 前 へ と 差 し だ し 、 左 手

の 指 先 で 水 瓶 を 柔 ら か く つ ま み 、 腰 を 伸 ば し て す っ く と 立 つ

百 済 観 音 は 、 こ れ こ そ が 人 間 の 理 想 的 な 美 し さ だ ― ― あ る い

は 、 人 間 を 超 え た 菩 薩 の 美 し さ だ ― ― と 思 え る よ う な 、 純 一

の す が た を し て わ た し た ち の 前 に 立 っ て い る 。 樟 材 に 鑿
の み

を 打

ち こ ん で 像 を 作 り あ げ た 仏 師 は 、 人 間 の 理 想 の す が た を 目 に

見 え る 形 に し て 示 そ う と 心 を 砕 い た に ち が い な い 。 そ の 理 想

形 が い ま 物 と し て 目 の 前 に あ る 。 そ れ が 芸 術 の 不 思 議 な と こ

ろ だ 。

　 理 想 的 な も の と は 現 実 を 超 え た も の の こ と だ 。 現 実 に は な

い 、 現 実 と は ど こ か ち が う と こ ろ に あ る 、 そ れ が 理 想 的 な も

の の あ り よ う だ 。 古 代 ギ リ シ ャ の 哲 学 者 プ ラ ト ン は 、 そ ん な

あ り か た を す る 理 想 的 な も の を 「 イ デ ア 」 と 名 づ け た 。 理 想

的 な 人 間 、 理 想 的 な 馬 、 理 想 的 な オ リ ー ブ 、 理 想 的 な 家 、 理

想 的 な 都 市 、 理 想 的 な 政 治 … … そ れ ら は こ の 現 実 世 界 の う ち

に は 存 在 せ ず 、 ど こ か 別 の 世 界 に あ る 。 そ し て 、 現 実 の 人 間 、

馬 、 オ リ ー ブ 、 家 、 都 市 、 政 治 そ の 他 は 、 人 間 の イ デ ア 、 馬

の イ デ ア 、 オ リ ー ブ の イ デ ア 、 … … を 手 本 と し て 、 そ れ に 似

る よ う に 作 ら れ て い る 。 が 、 （ ア ） そ れ ら が 現 実 の も の で あ

る か ぎ り 、 イ デ ア の 完 全 さ に 達 す る こ と は で き な い 。 そ れ が

プ ラ ト ン の イ デ ア 論 の ② コ ッ シ で 、 芸 術 作 品 も 、 人 間 が 作 り

だ し た 現 実 の 存 在 で あ る 以 上 、 イ デ ア （ 理 想 的 な も の ） で は

な く 、 イ デ ア の 不 完 全 な 模 造 品 だ 。

　 理 屈 と し て は 筋 が 通 っ て い る が 、 （ ２ ） 芸 術 作 品 を 前 に し

た と き の わ た し た ち の 感 覚 と は 大 き く ず れ る 考 え か た だ 。 観

音 菩 薩 の イ デ ア が 現 実 世 界 と は 別 の ど こ か に ― ― た と え ば 作

者 の 創 造 世 界 に ― ― 存 在 し 、 そ れ を 手 本 と し て 作 ら れ た 不 完

全 な 模 造 品 が 目 の 前 の 百 済 観 音 だ 、 と は ど う し て も 考 え ら れ

な い 。 制 作 に か か る 前 に 作 者 の 頭 の な か に 像 の イ メ ー ジ が あ

り 、 そ れ が 制 作 の 導 き と な っ た 可 能 性 は 十 分 に あ る が 、 出 来

上 が っ た 作 品 を 見 る と 、 頭 の な か の イ メ ー ジ や 、 さ ら に そ の

む こ う に あ る と さ れ る イ デ ア の ほ う が 、 曖 昧 か つ 不 完 全 な も

の で あ っ て 、 そ れ を 明 確 な 形 に 表 現 し た 現 実 の 作 品 は 、 形 な

き 理 想 ら し き も の を 形 の あ る 理 想 へ と 高 め た も の と 思 え る の

だ 。 だ か ら こ そ 、 見 る ほ う は ③ キ ソ ク を 整 え て 、 静 か に ゆ っ
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た り と 作 品 に 対 峙 し た く も な る の で 、 作 品 の む こ う に イ デ ア

を う か が う の は 、 芸 術 と つ き あ う 楽 し み を わ れ か ら 放 棄 す る

④ シ ョ ギ ョ ウ の よ う に 思 え る 。

　 絵 の 場 合 、 話 は も っ と 分 か り や す い 。

　 た と え ば 、 レ オ ナ ル ド ・ ダ ・ ヴ ン チ の 「 モ ナ ・ リ ザ 」 の 美

し さ は 、 モ デ ル と な っ た 女 性 の 美 し さ を は る か に 超 え る も の

で は な か ろ う か 。 絵 の む こ う に モ デ ル と な っ た 美 し い 女 性 を

想 定 し 、 そ の む こ う に 美 し い 女 性 の イ デ ア （ 理 想 形 ） を 想 定

す る こ と は 可 能 だ 。 し か し 、 「 モ ナ ・ リ ザ 」 の 絵 （ こ の 際 、

細 部 ま で 写 し と ら れ た 大 判 の カ ラ ー 写 真 を 絵 の 代 わ り と 考 え

て も い い こ と に し よ う ） を 見 て い て 、 美 し い モ デ ル や 、 モ デ

ル の む こ う の イ デ ア （ 理 想 形 ） に 思 い が 行 く よ う な ら 、 そ れ

は も う 絵 を 見 て い な い の と 同 じ こ と だ 。 イ デ ア を い う な ら 、

目 の 前 に 描 か れ て あ る 女 性 の 絵 姿 こ そ イ デ ア で あ り 、 そ れ 以

上 の イ デ ア な ど ど こ に も あ り は し な い 。 （ ３ ） そ れ が 傑 作 の

傑 作 た る ゆ え ん だ 。 ダ ・ ヴ ン チ は 絵 の 細 部 に お い て も 全 体 に

お い て も 、 女 性 の 理 想 形 を ― ― 永 遠 に 女 性 的 な る も の を ― ―

追 求 し て い る と い え る の で 、 そ の 理 想 形 が 縦 77 セ ン チ メ ー ト

ル 、 横 53 セ ン チ メ ー ト ル の カ ン バ ス 上 に 見 事 に 定 着 さ れ て い

る の は 、 や は り 不 思 議 な こ と と い わ ざ る を え な い の で あ る 。

　 時 代 が 下 っ て 、 ポ ー ル ・ セ ザ ン ヌ が 故 郷 の 山 を 描 い た 「 サ

ン ト ・ ヴ ィ ク ト ワ ー ル 」 に つ い て も （ ４ ） 同 じ こ と が い え る 。

同 じ 題 名 の 絵 が 何 枚 も あ っ て 、 そ の 一 枚 一 枚 が 、 山 の 理 想 的

な 美 し さ の 追 求 、 あ る い は 、 山 と は な に か と い う 問 い へ の 解

答 、 あ る い は 、 山 と い う も の が こ の 世 に 存 在 す る そ の 存 在 の

意 味 の 解 明 、 と い っ た ふ う な 試 み だ が 、 表 現 さ れ た 山 は 、 そ

の 一 つ 一 つ が こ れ こ そ 山 だ 、 山 と は こ ん な ふ う に あ る も の だ 、

と 感 じ さ せ る 。 そ の 意 味 で 、 そ こ に 定 着 さ れ て あ る の は 山 の

理 想 形 と い っ て い い の で あ る 。

　 理 想 形 が 、 絵 な ら ば 絵 具 を 塗 り か さ ね た カ ン バ ス と し て 、

彫 刻 な ら ば 大 理 石 の 塊 や ブ ロ ン ズ の 塊 や 木 の 塊 や 粘 土 の 塊 と

し て 、 音 楽 な ら ば リ ズ ム と メ ロ デ ィ ー と ハ ー モ ニ ー を 備 え た

音 声 と し て 、 目 の 前 に 、 あ る い は 、 耳 に 聞 こ え る よ う に 、 あ

る 。 く り か え し い え ば 、 （ イ ） そ れ が 芸 術 作 品 の 基 本 的 な あ

り か た で あ っ て 、 作 品 を 楽 し む 側 か ら い え ば 、 眼 に 見 え 、 耳

に 聞 こ え る 物 と の 感 覚 的 な つ き あ い を 通 し て 、 形 や 色 や 音 の

理 想 的 な す が た を 感 受 で き る の が 喜 び の 源 だ と い え る 。 芸 術

作 品 に 接 す る と き 、 わ た し た ち は 、 現 実 を 超 え た 理 想 的 な も

の が 、 い ま 、 こ こ に 、 現 実 の も の と し て あ る 、 と い う 矛 盾 を

楽 し ん で い る の だ 。

　 し か し 、 矛 盾 は 矛 盾 だ 。 理 想 的 な 美 の す が た が 目 の 前 の 空

間 に 現 実 の 一 彫 刻 作 品 、 一 絵 画 作 品 と し て あ り 、 ま た 、 い ま

と い う 時 間 に 一 音 楽 作 品 と し て 現 実 に あ る と す れ ば 、 そ の 存

在 そ の も の が あ ら た な 理 想 美 の 追 求 へ と 人 び と を 促
う な が

す 。 と り

わ け 、 芸 術 家 が 注 文 に 応 じ て 作 品 を 制 作 す る の で は な く 、 自

立 し た 主 体 と し て 自 主 的 に 作 品 を 制 作 す る よ う に な っ た 近 代

以 降 、 （ ５ ） 理 想 美 の 追 求 は 芸 術 家 を 動 機 づ け る 根 本 的 な 衝

動 と な る 。 （ ６ ） 理 想 の 美 の 追 求 は 、 現 実 の 作 品 が 出 来 上 が

っ た 時 点 で い っ た ん は 完 結 す る 。 理 想 の 美 は 現 実 の 作 品 の う

ち に 定 着 さ れ て そ こ に あ る の だ か ら 、 追 い 求 め た 理 想 の 美 は 、

追 求 の 途 上 で は 、 （ ７ ） 分 か る よ う で 分 か ら な い 曖 昧 な も の

と し て 頭 の な か に 、 あ る い は 作 品 の む こ う に 、 あ っ た の だ が 、

作 品 の 完 成 と と も に 、 こ こ と い う 空 間 の う ち に 、 あ る い は 、

い ま と い う 時 間 の う ち に 、 現 実 に 存 在 す る も の と な っ て い る 。

芸 術 家 は 、 完 成 し た 作 品 を 前 に し て 、 追 い 求 め た 理 想 の 美 は

こ れ だ っ た の だ と 確 認 す る 。 逆 に い え ば 、 理 想 の 美 を 定 着 で

き た と 確 認 で き る と き が 作 品 完 成 の と き な の だ 。

　 が 、 作 品 完 成 時 の 充 実 感 と 高
こ う

揚
よ う

感 の な か で こ そ 理 想 の 美

と 現 実 の 作 品 と が ぴ っ た り 一 致 し た と 思 え は し て も 、 人 間 に

と っ て 理 想 と 現 実 は 隙
す き

間
ま

な く 一 致 す る も の で は な い 。 理 想 と

は 、 現 実 を 超 え よ う と す る 意 識 が 、 い う な ら ば 無 の 世 界 に 打

ち 上 げ る イ メ ー ジ で あ っ て 、 芸 術 制 作 と は 無 の イ メ ー ジ を 現

実 た ら し め る 活 動 に ほ か な ら な い が 、 作 品 の 完 成 に よ っ て 無

が 有 へ 転 じ た と し て も 、 芸 術 家 は 、 現 実 を 超 え よ う と す る 理

想 追 求 の 意 識 を な く し て し ま う わ け で は な い 。 理 想 の 美 が 作

品 の う ち に 現 実 化 さ れ た と な れ ば 、 意 識 は そ の 現 実 作 品 を 超

え る 美 を 求 め ざ る を え な い 。 理 想 が 無 の イ メ ー ジ と し て あ る

と き に は 、 そ れ を 現 実 化 ― ― 作 品 化 ― ― す る こ と こ そ が 芸 術

家 の 課 題 だ っ た が 、 無 の イ メ ー ジ が 作 品 と な っ て 現 実 化 し た

と な れ ば 、 そ の 現 実 を 超 え よ う と す る 方 向 に 芸 術 家 の 意 識 は

動 く の で あ る 。

　 そ の よ う な 意 識 に 突 き 動 か さ れ て 、 た と え ば セ ザ ン ヌ は サ

ン ト ・ ヴ ィ ク ト ワ ー ル 山 の 絵 を 一 枚 ま た 一 枚 と 描 き つ づ け た

に ち が い な い 。 そ う し て 、 理 想 の サ ン ト ・ ヴ ィ ク ト ワ ー ル 山

を カ ン バ ス に 定 着 し た 作 品 が 何 枚 も 出 来 上 が っ た 。 そ れ ら を

比 較 し て 、 山 の 描 か れ か た 、 風 景 の 切 り と り か た 、 画 面 の 構

成 、 色 の 使 わ れ か た な ど を 考 え る こ と は い か に も 心 楽 し い こ

と だ が 、 ど れ が 本 当 の 理 想 の 山 か と 問 う こ と は 無 用 だ 。 ど の

作 品 も セ ザ ン ヌ の 理 想 を 実 現 し た も の で あ っ て 、 何 枚 描 か れ

よ う と そ の こ と に 変 わ り は な い 。 そ れ ぞ れ が 理 想 の 山 で あ り 、

ど れ も が 本 当 の 理 想 を 実 現 し た も の な の だ 。 別 の こ と ば で い

え ば 、 作 品 に 現 実 化 さ れ る 芸 術 の 理 想 は ⑤ ユ イ イ ツ ム ニ の 存

在 で は あ り え な い と い う こ と だ 。 無 の イ メ ー ジ と し て あ る 曖

昧 な 理 想 も 、 作 品 と な っ て 目 の 前 に あ る 理 想 も 、 そ れ こ そ が
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芸 術 家 を 突 き 動 か し 導 い た 絶 対 の 力 と し て あ り 、 そ れ ぞ れ が

⑥ シ ョ ウ シ ン シ ョ ウ メ イ の 理 想 な の だ 。

　 サ ン ト ・ ヴ ィ ク ト ワ ー ル 山 の 場 合 は 、 一 人 の 画 家 の 理 想 追

求 の 成 果 が 何 枚 も の 絵 画 作 品 と し て 残 っ て い る が 、 た と え ば

富 士 山 を 主 題 と す る 葛 飾 北 斎 、 富 岡 鉄 斎 、 横 山 大 観 、 林 武 、

梅 原 龍 三 郎 、 等 々 の 絵 画 作 品 に つ い て も 、 そ の 一 つ 一 つ が そ

れ ぞ れ の 画 家 の 理 想 追 求 の 現 実 的 成 果 だ と い う ほ か は な い 。

画 家 た ち の 多 彩 な 個 性 を 反 映 し た 作 品 群 を 比 較 し て 、 絵 の よ

し あ し や 好 き 嫌 い を 語 る の は 自 由 だ が 、 そ れ ぞ れ の 作 品 が 画

家 の 理 想 を 実 現 し て そ こ に あ る と い う 前 提 は 崩 せ な い の で あ

る 。 同 一 の 音 楽 作 品 を 、 た と え ば セ バ ス チ ャ ン ・ バ ッ ハ の 「 無

伴 奏 チ ェ ロ 組 曲 」 を 、 さ ま ざ ま な チ ェ リ ス ト が 弾 く 演 奏 に つ

い て も 、 同 じ よ う に い う こ と が で き る 。

　 （ ８ ） 理 想 と 現 実 が 作 品 の う ち で 一 体 化 し て い る と い う 芸

術 の 不 思 議 な あ り か た は 、 芸 術 を ⑦ キ ョ ウ ジ ュ す る 側 に と っ

て 、 芸 術 の 楽 し み が 万 人 に 開 か れ 、 万 人 の 生 活 を 楽 し く す る

可 能 性 を も つ こ と を 意 味 す る 。 そ の 意 味 で 、 民 主 主 義 こ そ が

芸 術 に も っ と も ふ さ わ し い 体 制 だ と い う こ と が で き る 。

（ 長 谷 川 宏 『 高 校 生 の た め の 哲 学 入 門 』 に よ る 。 な お 、 本 文

に 一 部 変 更 を 加 え て い る 。 ）

二 重 傍 線 部 ① ～ ⑦ の カ タ カ ナ 部 分 を 漢 字 に 直 し な さ

い 。
傍 線 部 （ ア ） （ イ ） の 指 示 語 に つ い て 、 次 の 問 い に 答

え な さ い 。	

（ ア ） 指 し 示 す 内 容 を 二 五 字 以 内 で 抜 き 出 し な さ い 。	

（ イ ） 指 し 示 す 内 容 の 一 文 の 最 初 と 最 後 の 五 字 （ 句 読

点 を 含 む ） を 抜 き 出 し て 答 え な さ い 。

傍 線 部 （ １ ） の 、｢ 日 常 の 暮 ら し を 超 え る も の｣ と し

て の ｢ 芸 術 作 品｣ が 、 実 現 し て い る も の は 何 か 。 三 字

で 抜 き 出 し な さ い 。

傍 線 部 （ ２ ） の 「 大 き く ず れ る 考 え か た 」 に つ い て 、

次 の 文 章 を 条 件 に 従 っ て 完 成 さ せ な さ い 。	

大 き く ず れ る の は 、 プ ラ ト ン と わ た し た ち の 、 感 覚

で あ る 。 芸 術 作 品 は 、 プ ラ ト ン に あ っ て は 「 ① （ 一 〇

字 程 度 を 抜 き 出 し ） 」 で あ り 、 わ た し た ち に と っ て は

「 ② （ 二 五 字 以 内 で 抜 き 出 し ） 」 で あ る か ら で あ る 。

傍 線 部 （ ３ ） の 「 傑 作 の 傑 作 た る ゆ え ん 」 で あ る 理 由

を 二 五 字 以 内 で 答 え な さ い 。

傍 線 部 （ ４ ） の 「 同 じ こ と 」 と は ど う い う こ と か 、 次

の 条 件 に 従 っ て 答 え な さ い 。	

山 の 理 想 形 が 「 （ 一 六 字 抜 き 出 し ） 」 こ と

傍 線 部 （ ５ ） 「 理 想 美 の 追 求 は 芸 術 家 を 動 機 づ け る 根

本 的 な 衝 動 」 と 同 じ 趣 旨 の 表 現 を 、 一 七 字 で 抜 き 出 し

な さ い 。

傍 線 部 （ ６ ） に お い て 「 い っ た ん は 完 結 す る 」 と あ る

が 、 な ぜ 、 「 い っ た ん 」 な の か 。 そ の 理 由 説 明 に あ た

る 表 現 （ 四 五 ～ 五 〇 字 以 内 ） を 二 ヶ 所 指 摘 し 、 そ れ ぞ

れ の 表 現 の 最 初 と 最 後 の 五 字 を 抜 き 出 す こ と で 答 え な

さ い 。

傍 線 部 （ ７ ） 「 分 か る よ う で 分 か ら な い 曖 昧 な も の 」

を 言 い 換 え て い る 表 現 を 抜 き 出 し な さ い 。

「 サ ン ト ・ ヴ ィ ク ト ワ ー ル 山 の 絵 」 と 、 何 人 か の 画 家

が 主 題 と し た 「 富 士 山 の 絵 」 の 共 通 点 は 何 か 。 二 五 字

問 １
問 ２

問 ３　
問 ４　

問 ５
問 ６

問 ７
問 ８

問 ９
問 10
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以 内 に ま と め て 答 え な さ い 。

傍 線 部 （ ８ ） の 「 芸 術 の 不 思 議 な あ り か た 」 に つ い て 、

本 文 の 趣 旨 に 合 う も の を 選 び 、 符 号 で 答 え な さ い 。	

Ａ　 現 実 を 超 え た 理 想 的 な も の が 、 い ま 、 こ こ に 、 現

前 に あ る 矛 盾 を 楽 し む こ と	

Ｂ　 芸 術 に お い て 追 求 さ れ た 理 想 の ど れ が 本 当 の 理 想

で あ る か 厳 し く 問 わ れ な い こ と	

Ｃ　 い つ の 時 代 に も 芸 術 家 は 理 想 美 を 追 求 す る 根 本 的

な 衝 動 に 駆 ら れ て い た こ と	

Ｄ　 芸 術 は 現 実 世 界 に お い て ｢ イ デ ア｣ と の 一 体 化 を

目 指 し て こ そ 感 動 を も た ら す こ と	

Ｅ　｢ モ ナ ・ リ ザ｣ の 美 し さ は モ デ ル の 女 性 自 身 に 女

性 美 の イ デ ア を 感 じ 取 れ る こ と	

Ｆ　 芸 術 家 が 理 想 を 作 品 化 し た 瞬 間 に そ の 芸 術 に 美 の

永 遠 性 が も た ら さ れ る こ と

問 題　 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 「 サ ザ エ さ ん 」 の な か の マ ス オ は 、 会 社 勤 め を し て い る も

の の 、 残 業 な ど ① カ イ ム の よ う で あ る 。 男 性 サ ラ リ ー マ ン を

② タ イ シ ョ ウ に ③ ケ イ サ イ さ れ て い る と 思 し き 、 週 刊 誌 の な

か の マ ン ガ の 主 人 公 と 実 に 好 ④ タ イ シ ョ ウ を な し て い る 。 し

か し 私 に は 、 む し ろ マ ス オ の 方 が 、 こ れ か ら の 時 代 の 男 性 像

を 先 ど り し て い る よ う に 思 え て な ら な い 。 従 来 の 男 の プ ラ イ

ド な ど　　 ｘ　　 で あ ろ う 。 男 が 女 々 し い こ と は 、 決 し て 悪

い こ と で は な い 。

　 近 代 国 家 と し て 出 発 し た こ ろ の 日 本 で 男 女 が 性 の 相 違 に

頓
と ん ち ゃ く

着 せ ず 、 労 働 に 従 事 し た の と 、 再 び ⑤ ル イ ジ し た 時 代 が や

っ て く る の で は な い だ ろ う か 。 い わ ゆ る 男 女 共 同 参 画 社 会 の

実 現 と 表 現 し て 差 し 支 え な い の か も し れ な い 。 た だ し 、 従 来

の 男 女 共 同 参 画 社 会 の イ メ ー ジ と は 、 少 し 変 化 の 力 点 が 違 っ

て い る 。

　 男 性 に 求 め ら れ て い る の は 、 社 会 人 で あ る と 同 時 に　 １　

と し て 家 事 の 分 担 を す る こ と で あ る 。 だ が 何 よ り も 必 要 な の

は 、 男 の ( Ⅰ ) 「 か み し も 」 を 脱 ぎ 捨 て る こ と だ ろ う 。 男 性

の た め の 「　 ２　 学 講 座 」 な る 公 開 講 座 の ス ロ ー ガ ン を 見 る

と 、 「 あ な た は 妻 の パ ン ツ が 干 せ る か 」 と あ る が 、 確 か に そ

う い う 覚 悟 が 必 要 だ ろ う 。

も っ と も こ れ だ け な ら 、 フ ェ ミ ニ ス ト の 以 前 か ら の 主 張 と

　　 ｙ　　 と と ら れ か ね な い に 違 い な い 。 し か し　 ３　 を 誕

生 さ せ る た め に 決 断 を 迫 ら れ る の は 、 必 ず し も 夫 ば か り に 限

ら な い の だ 。

　　 ４　 に は 、 家 事 は 自 分 の 領 分 と い う 強 烈 な プ ラ イ ド が あ

る 。 そ れ を 捨 て る よ う 女 性 が 覚 悟 を 決 め る と い う の も 、 実 は

男 と 同 様 に た い へ ん 重 い 決 断 な の だ 。　 ５　 と は 、 決 し て 妻

の 従 僕 で は な い 。 ふ た り が 対 等 に 家 事 を す る と い う こ と は 、

女 も 家 事 に 専 従 す る ば か り で は な く 、 夫 と 同 じ く 社 会 に 出 る

努 力 を 払 わ な く て は な ら な い の で あ る 。

　 家 事 は 一 つ の 職 業 と し て の 労 働 で あ る と い う の は 的 は ず れ

な 議 論 で あ る 。 家 庭 を 構 え る 限 り 、 そ れ は 不 可 避 に つ い て ま

わ る 業 務 で あ っ て も 、 家 事 に 専 念 し て い る 者 に 自 立 は あ り 得

な い 。 自 分 は 家 事 労 働 に 縛 ら れ て い る と こ ぼ す 者 で も 、 実 は

自 立 を 拒 ん で い る 可 能 性 は 捨 て き れ な い の で あ る 。

す で に 書 い て き た よ う に 、 今 の 日 本 の 若 者 の 行 動 の 特 徴 を 簡

単 に 要 約 す る な ら ば 、( Ⅱ ) 「 家
う ち

の な か 主 義 」 す な わ ち 公 的

状 況 へ 出 る こ と の 拒 絶 で あ る 。 だ が 、 過 去 の 日 本 の 家 族 の あ

り 方 を 振 り 返 っ て み る と 、 そ の 前 兆 は 少 な く と も 半 世 紀 前 に

す で に 存 在 し て い た こ と が わ か る の だ 。 す な わ ち 、 専 業 主 婦

国 語 　 一 般 入 学 試 験 （ 前 期 ）

問 11
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の 誕 生 そ の も の が そ の 萌 芽 と 言 え な く も な い の だ 。

　 そ れ ま で は 男 も 女 も 外 へ 出 て 労 働 に 従 事 す る の が ふ つ う で

あ っ た の が 、 女 に は 「　 ６　 」 に な る 可 能 性 が 開 け た 。 「　 ７　 」

と は 有 閑 階 級 で あ り 、 ま さ に 「　 ８　 」 で も っ ぱ ら 暮 ら す こ

と の は じ ま り で あ っ た 。 し か も 、 そ の 「　 ９　 」 が 子 育 て を

も っ ぱ ら 単 独 で 担 当 す る よ う に な り 、 か つ 子 ど も が 奥 さ ん の

　 自 己 実 現 の 対 象 と 化 す る に い た り 、 後 継 の 世 代 の 「　 １０　 」

化 は 飛 躍 的 に 程 度 を 高 め た 。

そ し て 今 や 、 そ う い う 新 世 代 が 親 た る 成 人 層 の 過 半 数 を ⑥ 占

め よ う と し て い る の で あ る 。

で は 新 世 紀 の こ れ か ら の 特 徴 は 何 だ ろ う 。

一 言 で 言 う な ら 、( Ⅲ ) 「 親 に な る こ と の 拒 否 」 で あ ろ う と

私 は 思 う 。

　 「 近 代 家 族 」 と い う こ と ば が あ る 。 子 ど も に は 生 物 学 的 に 、

精 子 を 提 供 し た 男 性 と 卵 子 の 所 有 者 で あ る 女 性 が 必 ず 存 在 す

る 。 そ の 子 ど も は 、 生 み の 親 で あ る 女 性 と 、 精 子 提 供 者 の 男

性 が 育 て の 親 と な り 、 ふ た り が と も に 暮 ら す 家 庭 に お い て 育

つ の が 本 来 の 発 育 の 姿 で あ る と い う 発 想 が 、 近 代 家 族 の 子 育

て 観 に ほ か な ら な い 。

　 こ う し た 近 代 家 族 観 に 、 一 世 代 前 の 日 本 の 男 女 は ど っ ぷ り

と 浸 か っ て 成 人 と な っ て き た 。 だ か ら 「　 １１　 」 に な っ た 女

性 と て 、 「　 １２　 」 に こ も る こ と へ の 強 い 志 向 を 抱 き つ つ も 、

親 に な っ て 子 を 育 て る こ と は 、 い と わ な か っ た 。 そ れ ど こ ろ

か 、 子 を 持 た な け れ ば 一 人 前 の 奥 さ ん と は み な さ れ な い た め 、

何 と か し て 子 ど も を 産 ま ね ば と 、 時 に は 涙 ぐ ま し い 努 力 を 払

っ た 。

　 結 果 と し て 子 ど も は ひ た す ら 母 親 の 庇
ひ ご

護 の も と で 育 つ こ と

と な っ た 。 も っ ぱ ら 母 親 に よ っ て 養 育 を 受 け た 子 ど も は 、 攻

撃 性 や 不 安 が 低 く ⑦ 抑 え ら れ る 一 方 で 、 社 交 性 が 高 く 「 よ い

子 」 と な る 傾 向 が 強 い 。 そ れ は 一 見 、 た い へ ん 好 ま し い こ と

の よ う に 映 る か も し れ な い が 、 家 庭 か ら 巣 立 つ こ と を 拒 む 者

（ ひ き こ も り 、 パ ラ サ イ ト シ ン グ ル ） を 、 大 量 に 生 む 状 況 を

作 り 出 し た 。

　 《 １ 》 、 ひ き こ も り も パ ラ サ イ ト シ ン グ ル も 、 社 会 全 体 か ら

見 れ ば ま だ 少 数 グ ル ー プ に す ぎ な い 。 大 多 数 の 人 間 は 、 成 人

す る と 自 立 す る 。 け れ ど も 、 公 領 域 で 生 き る こ と へ の た め ら

い は 、 ひ き こ も り や パ ラ サ イ ト シ ン グ ル ほ ど で は な い に せ よ 、

や は り そ う し た 多 数 派 に も 蔓
ま ん え ん

延 し は じ め て い る よ う に 、 私 に

は 見 受 け ら れ る 。 そ れ を 象 徴 的 に 示 す の が 出 生 率 の 極 端 な 減

少 で は な い だ ろ う か 。 ひ と り の 女 性 が 生 涯 に 産 む 子 ど も の 数

（ 合 計 特 殊 出 生 率 ） は 、 下 降 の 一 途 で あ る 。 一 九 八 〇 年 に は 一 ・

七 五 で あ っ た の が 、 二 〇 〇 二 年 に は 一 ・ 三 二 と な っ た 。 む ろ ん 、

こ の ⑧ 値 は 過 去 最 低 で あ る 。

　 周 囲 を 見 渡 し て も 、 な る ほ ど 定 職 に ⑨ 就 き 、 結 婚 し て 家 庭

を 持 っ た が 、 子 ど も は も う け な い と い う カ ッ プ ル は 決 し て 例

外 的 な 少 数 派 で は な く な っ て し ま っ て い る 。 で は 、 ど う し て

子 ど も を 産 も う と し な く な っ た の か に つ い て は 、 確 か な 解 答

が 見 あ た ら な い よ う だ 。

　 年 金 制 度 が こ の ま ま で は 破 綻 を き た す こ と な ど も あ り 、 人

口 減 少 傾 向 に 危 機 感 を 抱 い た 政 府 は 、 も う 随 分 と 前 か ら エ ン

ジ ェ ル プ ラ ン な る も の を ⑩ サ ク テ イ し 、 出 産 を ⑪ シ ョ ウ レ イ

し よ う と ⑫ ケ ン メ イ で あ る 。 学 校 を 卒 業 し て 働 き に 出 た 女 性

に と っ て 、 結 婚 後 に 子 を 持 つ こ と が キ ャ リ ア の 負 担 と な る の

で 、 出 産 を た め ら う の で は と い う 推 測 か ら 、 勤 め を ⑬ 辞 め る

こ と な く 子 育 て が 可 能 と な る 支 援 シ ス テ ム 作 り を 目 指 し て い

る よ う で あ る が 、 効 果 は い ま 一 つ は っ き り し な い 。

　 《 ２ 》 子 ど も を 持 ち た が ら な い 傾 向 は 、 共 働 き の カ ッ プ ル

に 限 ら ず 、 妻 が 専 業 主 婦 で あ っ て も 、 ほ と ん ど 変 わ ら な い の

で あ る 。 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 の 調 査 に よ る と 、 結

婚 後 一 〇 年 以 上 一 五 年 未 満 の 専 業 主 婦 の 場 合 、 一 九 九 二 年 調

査 の 際 に は 、 結 婚 し た の ち 平 均 し て 二 ・ 二 人 の 子 ど も を 産 ん

で い た の が 、 一 九 九 七 年 に は 二 ・ 一 四 人 に 減 っ た と い う 。 ま

た 結 婚 後 五 年 未 満 の 専 業 主 婦 に 対 し て 、 「 こ れ か ら 何 人 子 ど

も を 産 む つ も り か 」 と 問 う た と こ ろ 、 一 九 九 二 年 に は 平 均 二 ・

一 六 人 だ っ た の が 、 一 九 九 七 年 に は 二 ・ 一 一 人 に な っ た 。 こ

れ は 、 共 働 き 夫 婦 と ほ と ん ど 差 の な い 値 で あ る 。

　 《 ３ 》 、 子 ど も を 育 て る こ と が キ ャ リ ア の 負 担 に な る と い う

解 釈 は 、 根 本 的 に 成 立 し な い の で あ る 。 そ こ で 専 門 家 の な か

に は 、 昨 今 の 専 業 主 婦 の 孤 立 感 が 子 を 持 つ こ と を た め ら わ せ

て い る と い う 意 見 が 出 て き て い る 。 し か し そ れ な ら 、 孤 立 し

て い な い 主 婦 、 例 え ば 実 家 が 近 い 女 性 は 産 み び か え を し な い

か と い う と 、 そ う い う ⑭ チ ケ ン は 全 く 存 在 し な い 。 お よ そ 、

( Ⅳ ) 今 の カ ッ プ ル の 状 況 を 理 解 し て い な い ピ ン ト は ず れ な 、

( Ⅴ ) 言 い 訳 め い た 説 明 と 言 わ ざ る を 得 な い の だ 。

　 《 ４ 》 問 題 は 、 政 府 が 考 え て い る よ う に　 １３　 ・ 時 間 的 ・

金 銭 的 な 負 担 に あ る の で は な い と 私 は 思 う 。 む し ろ 、 も っ

と　 １４　 な 要 因 が 、 子 を 持 つ こ と を 控 え さ せ て い る の で は な

い だ ろ う か 。

乱 暴 な 表 現 だ が 、 若 い カ ッ プ ル に と っ て そ れ は 「 誰 か に

つ い て 全 面 的 に 責 任 を 引 き 受 け る こ と へ の 恐 怖 」 と で も 表 現

で き る の か も し れ な い 。 あ る い は 、 「 自 分 た ち が 依 存 さ れ る

タ イ シ ョ ウ と な る こ と へ の 恐 怖 」 と 言 い か え て も 差 し 支 え な

い だ ろ う 。 自 分 た ち は 実 に 長 期 間 に わ た り 、 親 の ス ネ を か じ

っ て き た 。 単 に 経 済 面 で は な く 、 心 理 面 で も 親 子 の き ず な を
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頼 り に 生 き て き た 。 そ う い う 者 た ち に と っ て 、 自 分 た ち が 誰

か に 関 す る 責 任 を 全 面 的 に 引 き 受 け る と い う の は 、 と て つ も

な い 心 の 重 荷 と な る 。 そ の 重 荷 が 、 子 を 産 む こ と を た め ら わ

せ る 最 大 の 原 因 な の だ と 推 測 さ れ る 。　　　　

　 （ 中 略 ）

現 代 の 日 本 人 は 、 過 去 の 社 会 通 念 に お い て 出 産 の 適 齢 期

と み な さ れ て い る 、 妻 が 三 〇 歳 の 年 齢 に 達 す る ま で の あ い だ

に 、 カ ッ プ ル の 双 方 と も 子 を 持 つ 心 の 準 備 が で き て い な い の

で あ ろ う 。 そ れ と は タ イ シ ョ ウ 的 に 、 動 物 を ペ ッ ト と し て 飼

育 す る の は 今 や 大 流 行 で あ る 。 ペ ッ ト と い う の は 一 種 の 仲 間

意 識 を 持 た せ て く れ る 一 方 で 、 「 こ れ は 自 分 の も の だ 。 だ か

ら 自 由 に し て よ い 」 と い う 気 持 ち に さ せ る の だ ろ う 。 他 方 、

子 ど も は 有 無 を 言 わ さ ず 、 他 者 で あ る こ と を つ き つ け て く る 。

と こ ろ が 互 い に 独 立 し た 者 と し て 、 存 在 を 主 張 す る 仲 間 を 育

て る 踏 ん 切 り は 、 今 で は な か な か つ き に く く な っ て い る 。

《 ５ 》 精 神 的 に 十 分 に 成 長 し て い な い と 書 い て も 誤 り で は

な い だ ろ う 。 お そ ら く 一 世 紀 前 の 倍 の 年 月 を 要 す る の で は な

い か 。 か つ て 一 六 ～ 一 八 歳 に 初 産 を 迎 え た 段 階 ま で 精 神 的 に

成 長 す る の に 、 三 〇 年 以 上 を 要 す る の で は な い か 。 と こ ろ が 、

女 性 が 三 〇 歳 を す ぎ て 、 カ ッ プ ル が さ ま ざ ま な 意 味 で 安 定 し 、

本 当 に 「 子 を 持 っ て も い い 」 と 感 じ は じ め た 時 、 妻 は す で に 「 高

齢 出 産 」 と 呼 ば れ る 年 齢 、 し か も 限 界 年 齢 に 到 達 し て い る の

で あ る 。

実 の と こ ろ 、 最 近 の 周 産 期 医 学 の 進 歩 に は 目 を 見 張 る も の が

あ り 、 三 〇 代 の お 産 に は 従 来 の よ う な リ ス ク は な く な り つ つ

あ る 。 だ が 、 産 む 側 に は な お　 １４　 抵 抗 が 強 い 。 結 果 と し て 、

「 ま あ 産 ま ず に い る 」 と い う ま ま で 本 当 に ⑮ ジ キ を 逸 し て し

ま う 。
《 ６ 》 政 府 が 少 子 化 の 傾 向 に 真 実 、 歯 止 め を か け よ う と 考

え る な ら 、 「 お 産 は 三 〇 歳 か ら 」 と い う 認 識 を 社 会 に 定 着 さ

せ な け れ ば な ら な い だ ろ う 。 同 時 に 、 そ れ ま で に 教 育 の な か

で 若 者 が 子 ど も と 接 す る 機 会 を 積 極 的 に 設 け る こ と も 不 可 欠

で あ る 。 今 の よ う に 、 幼 い 子 ど も と 出 会 う こ と が ほ と ん ど な

い ま ま に 育 っ て く る 者 に 、 突 然 に 子 を 持 て と 言 っ て も 、

　　 ｚ　　 に 等 し い 。 中 学 校 ・ 高 校 の カ リ キ ュ ラ ム を は じ め 、

社 会 活 動 と し て の 保 育 活 動 へ の 参 加 を シ ョ ウ レ イ す る こ と が

大 切 だ ろ う 。

（ 正 高 信 男 著 『 ケ ー タ イ を 持 っ た サ ル 』 に よ る 。 な お 、 本 文

に 一 部 変 更 ・ 省 略 が あ る 。 ）

傍 線 部 ① ～ ⑮ に つ い て 、 カ タ カ ナ に は 漢 字 を 、 漢 字 に

は 読 み の ひ ら が な を 施 し な さ い 。

空 欄　 ｘ　 ～　 ｚ　 に は 「 こ と わ ざ 」 が 使 用 さ れ て

い る 。	

そ れ ぞ れ の 意 味 合 い に 適 合 す る も の を 、 後 の ア ～ カ か

ら 選 び 、 符 号 で 答 え な さ い 。	

ｘ ＝ 「 あ っ て 益 の な い も の 」	

ｙ ＝ 「 た い し た 差 が な い と い う こ と 」	

ｚ ＝ 「 突 然 で 思 い が け ぬ さ ま 」	

　 ア　 棚 か ら ぼ た 餅　 イ　 藪 か ら 棒　 ウ　 無 用 の 長 物	
　 エ　 無 用 の 用　　 オ　 雲 泥 の 差　　 カ　 五 十 歩 百 歩

空 欄　 １　 ～　 １２　 に つ い て 。	

　 １　 ～　 ５　 に は 「 キ　 主 婦 」 か 「 ク　 主 夫 」 の ど

ち ら が 入 る か 。	

　 ６　 ～　 １２　 に は 「 ケ　 奥 さ ん 」 か 「 コ　 家
う ち

の な か 」

の ど ち ら が 入 る か 。	

そ れ ぞ れ 符 号 で 答 え な さ い 。

空 欄 １３ と １４ に は 対 に な る 語 句 が 入 る 。 漢 字 三 字 で 答 え

な さ い 。

波 線 部 （ Ⅰ ） と 同 じ 意 味 の こ と ば を 文 中 か ら 指 摘 し な

さ い 。 四 字 で 答 え な さ い 。

波 線 部 （ Ⅱ ） の 「 若 者 」 は 、 後 で わ か り や す く ど の よ

う に 表 現 さ れ て い る か 。	

十 五 字 以 内 で 抜 き 出 し な さ い 。

波 線 部 （ Ⅲ ） の 背 景 に は 、 ど の よ う な 心 理 が 原 因 し て

い る か 。	

二 十 五 字 以 内 （ 文 字 の み ） で 、 二 カ 所 抜 き 出 し な さ い 。

波 線 部 （ Ⅳ ） の 「 状 況 」 に つ い て 否 定 的 に 説 明 し て い

る 部 分 に つ い て 、 （ 中 略 ） の 前 後 か ら 、	

三 カ 所 そ れ ぞ れ の 条 件 に 従 い 、 前 後 五 字 を 抜 き 出 す こ

と で 指 摘 し な さ い 。	

１　 （ 中 略 ） の 前 部 か ら 四 十 五 字 以 内 の 表 現	

２　 （ 中 略 ） の 後 部 か ら 二 十 五 字 以 内 の 表 現	

３　 （ 中 略 ） の 後 部 か ら 十 五 字 以 内 の 表 現

問 １
問 ２

問 ３　
問 ４　

問 ５
問 ６

問 ７
問 ８
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波 線 部 （ Ⅴ ） と は 、 ど の よ う な も の か 。 三 十 字 以 内 の

表 現 の 前 後 五 字 を ぬ き だ し て	

答 え な さ い 。

空 欄 《 １ 》 ～ 《 ６ 》 に 入 る べ き 、 こ と ば の 組 み 合 わ せ

と し て ふ さ わ し い も の を 選 び 、	

符 号 で 答 え な さ い 。	

ア   ＝ 《 １ 》 そ も そ も 《 ２ 》 だ か ら      《 ３ 》 む ろ ん

　　　 《 ４ 》 だ か ら     《 ５ 》 お そ ら く 《 ６ 》 あ る い は	

イ　 ＝ 《 １ 》 だ か ら     《 ２ 》 あ る い は 《 ３ 》 お そ ら く

　　　 《 ４ 》 だ か ら     《 ５ 》 そ も そ も 《 ６ 》 む ろ ん	

ウ　 ＝ 《 １ 》 む ろ ん     《 ２ 》 そ も そ も 《 ３ 》 だ か ら

　　　 《 ４ 》 お そ ら く 《 ５ 》 あ る い は 《 ６ 》 だ か ら	

エ　 ＝ 《 １ 》 お そ ら く 《 ２ 》 む ろ ん      《 ３ 》 そ も そ も

　　　 《 ４ 》 あ る い は 《 ５ 》 だ か ら      《 ６ 》 だ か ら

問 ９
問 10
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60 分
数学Ⅰ・数学A・数学Ⅱ・数学B
数学Bは「数列」、「ベクトル」のみ
空欄補充式（75点分）と記述式（25点分）
の2 種類による。
空欄補充式問題は数学Ⅰを主に全ての出
題範囲より出題し、記述式問題は数学Ⅱ、
数学A、数学Bのいずれかから出願する。
数学の基礎についての理解力

第1問，第４問は必答問題である。第２問 ,第３問はそれぞれ
について1問を選択する問題である。
 （第１問～第３問の配点は 75, 第４問の配点は 25）

第1問（必答問題）　次の各問いの　　　 に当てはまる数式ま
　　　たは数値等を，解答用紙のそれぞれの欄に書きなさい。

問1 　次の式を計算せよ。

　
　
　

問2　ある商品は，1個の価格が100円のときは1日に500 個
　　売れ，価格を100 円から1円値上げするごとに1日の売り
　　上げ個数が2 個ずつ減る。この商品1個の価格がx ( 円 )
　　のとき，1日の売り上げ個数をxの式で表すと　　　 であ
　　り，この商品の1日の売り上げ総額をy(円 )として，y (円 )
　　を価格 x( 円 ) の式で表すと　　　 である。また，この商
　　品の1日の売り上げ総額が最大となるような価格を設定す
　　れば 1日の売り上げ個数は　　　  ( 個 ) となる。

問3　△ABCにおいて,Β＝ 60°，AB＝2√2，BC= √6＋
　　√2であるとき，AC＝　　　 であり，C＝　　　 である。
　　また，△ABCの面積は　　　 である。

問 4　 log₁₀2 ＝ 0.3010，log₁₀3 ＝ 0.4471とすると，6²⁰は
　　　　　桁の整数で，６̶²⁰ は小数第　　　 位にはじめて
　　0でない数字が現れる。

第2問 （選択問題）　問 A , 問 B いずれかを選択し , 次の
　　に当てはまる数式または数値等を, 解答用紙の

　　　　それぞれの欄に書きなさい。

問 A 　数直線上で，原点を出発点として点 Pを動かす。さい
　　ころを投げて，3の倍数の目が出たときは右へ 2だけ進み，
　　他の目が出たときは左へ1だけ進むものとする。さいころ
　　を2回投げて，1回目に1の目，2回目に6の目が出たとき，

数学　自己推薦入学試験B数学

試験時間
出題範囲
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　　点 P の座標は　　　 である。また、さいころを 3 回投
　　げて，原点を出発した点 P が原点に戻る確率は　　　 で
　　ある。また，さいころを 5 回投げて，原点を出発した点
　　P の座標が 4 になる確率は　　　 である。

 　　
　　

問 B　△ ABC で，AB = 10，BC = 9，AC = 8，A = 60° とする。
　　この三角形の内心をIとし，線分AI の延長と辺 BC の交
　　点をDとするとき，線分 BD の長さは　　　 であり，AI：
　　ID = 　　　 である。また，△ ABC の内接円の半径は
　　　　　 である。

第 3 問 ( 選択問題 )　問 C，問 D いずれかを選択し，次の
　　　　　　 に当てはまる数式または数値等を，解答用紙の
　　　それぞれの欄に書きなさい。

問 C　1 辺の長さが 1の正六角形 ABCDEFにおいて、AB= a，
　　AF= b とするとき BF，AC をそれぞれ a ，bで表すと,BF
　　＝　　　 ，AC=　　　 である。また，BFとAC での内積
　　は　　　 である。

問 D　数列　　 の初項から第n 項までの和Snが Sn = 2n²
　　+3n( n =1、2、3, …) と表される。このとき，数列
　　の第 11 項から第 20 項までの和は　　　 である。また，
　　数列　　 の初項は　　　 であり，一般項は
　　である。

第 4 問　次の問いの解答を，過程を含めて指定の欄に記述し
　　　なさい。なお、解答用紙の裏面も使って構わない。

　　関数 f (x) ＝ x³ + ax²+ bx + c について、次の問に答えよ。

(1)　この関数は x ＝−1で極大値，x ＝3 で極小値をとる。
　　このとき，定数 a，b の値を求めよ。
(2)　 極大値の値は 6 である。このとき，定数 c の値を求めよ。
(3) 　f (x) の増減表を書き，y ＝ f (x) のグラフを書け。

　ス

　ソ

　セ

　ス

　ソ
　セ

　タ 　チ
　ツ

　タ
　チ 　ツ
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第 1 問，第 4 問は必答問題である。第 2 問，第 3 問はそれ
ぞれについて 1 問を選択する問題である。( 第 1 問〜第 3 問の
配点は 75，第 4 間の配点は 25)

第 1 問 ( 必答問題 )　次の各問いの　　　に当てはまる数式
　　　または数値等を，解答用紙のそれぞれの欄に書きなさい。

問 1　次の式を計算せよ。

 
　

問 2　x ≧ 0，y ≧ 0，x + y ＝ 4 のとき，3x²+2y² を x の式
　　で表すと　 オ　 である。また，3x²+2y² の最大値は
　　　カ　 であり、最小値は　 キ　 である。

問 3　△ ABC において，A ＝ 135°，BC ＝ 15°，BC ＝ 8 の
　　とき，AB ＝　ク　  ，AC ＝　ケ　である。

問 4　2 点 (4，− 5)，( − 2，3) を直径の両端とする円の中心
　　の座標は　　　 である。また，半径の長さは　　　 で
　　あり，この円の方程式は　　　 である。

第 2 問 ( 選択問題 ) 　問 A，問 B いずれかを選択し，次の
　　　 　　　　に当てはまる数式または数値等を、解答用紙
　　　　のそれぞれの欄に書きなさい。

問 A　3本の当たりくじを含む10本のくじがある。A，B，C の
　　3人がこの順にくじを1 本ずつ引く。ただし，引いたくじは
　　もとに戻さないものとする。このとき，A だけが当たりくじ
　　を引く確率は 　　　 である。また，BとCが当たりくじを
　　引く確率は 　　　 である。また，A，B，C の3人のうち，
　　2人だけが当たりくじを引く確率は　　　　である。

問 B　△ ABC で，BC ＝ 8，AC ＝ 6 とし，この三角形の重
　　心 G を通り，底辺 BC に平行に引いた直線が 2 辺 AB，
　　AC と交わる点をそれぞれ E，F とする。このとき線分
　　EF の長さは 　　　 である。また，線分 BG の延長と辺

　AC の交点を D とするとき，線分 DF の長さは 　　　 で　
　あり，△ ABC の面積は△ DGF の面積の　　　 倍である。

第 3 問 ( 選択問題 )　 問 C，問 D いずれかを選択し，次の
　　　　　　  に当てはまる数式または数値等を，解答用紙の
　　　それぞれの欄に書きなさい。

問 C　空間内に3点A (4，− 2，3)，B (2，2，− 1)，C (− 2， 
　　− 1，t ) をとり，AB と AC は垂直とする。このとき，
　　AB を成分表示すると　　　 であり、点 C の z 座標 t の
　　値は　　　 である。また，線分 AB と線分 AC を 2 辺に
　　もつ長方形の他の頂点の座標は　　　 である。

問 D　数列 　　 を 1，3，8，16，27，41… とする。このとき，
　　第 10 項は　　　 である。また，数列　　 の階差数列を
　　　　とするとき，数列　　 の一般項は　　　 であり，数
　　列　　 の一般項は　　　 である。

第 4 問　次の問いの解答を，過程を含めて指定の欄に記述し
　　　なさい。なお，解答用紙の裏面も使って構わない。

　　　　aを正の定数とするとき、放物線 y=x²− 4ax につい
　　　て，次の問に答えよ。

(1)　放物線とx軸の交点で原点以外の点をAとするとき，点A
　　の座標をaを用いて示せ。
(2)　放物線の頂点を点 B とするとき，点 B の座標を a を用い
　　て示せ。
(3)　2 点 A，B を通る直線を g とするとき，g の方程式を a を
　　用いて示せ。
(4)　放物線と直線 g で囲まれた図形の面積が　 のとき，a の
　　値を求めよ。

数学　一般入学試験（前期）
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60 分
日本史 B
歴史の流れについての理解力

第１問　下記の絵画（ A ）～（ J ）は、古代から近世までの
　　　各時代を代表する作品である。
　　　各解説文を読み、以下の問いに答えなさい。（配点 40）

　曼
ま ん だ ら

荼羅は（ ① ）が唐からもたらした。密教で、大日
如来の智や徳をあらわす世界（金

こんごうかい

剛界）と、大日如来の
慈悲をあらわす世界（胎

たいぞうかい

蔵界）の二つの世界観を象徴的
に図示している。神

じ ん ご じ

護寺には（ ① ）がもたらした曼荼
羅をもとに作成されたとされる金剛界と胎蔵界の両界曼
荼羅がある。9 世紀の製作で、現存では最古の遺品で
ある。

　（ ② ）は幼くして京都相
しょうこくじ

国寺に入り、周
しゅうぶん

文に学んだ。
大内氏の庇

ひ ご

護で明にわたり、帰国後諸国を訪ね日本的
な水墨画の完成に尽くした。作品は（ ② ）の1486（文
明 18）年のものである。15 ｍにもおよぶ画面に四季の
変化を描いている。「山水長巻」ともいわれる。

　この作品は、京都の自治的組織である町
ちょう

を構成する
（ a ）出身である（ ③ ）の代表的な絵画である。（ ④ ）
の画法に新たな装飾画の技法を取り入れた。太鼓を打
つ雷神を左

させき

隻に、風
ふうたい

袋を持つ風神を右
うせき

隻に描いている。

日本史　自己推薦入学試験B日本史

試験時間
出題範囲
評価のポイント
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　（ ⑤ ）の代表的作品。左隻には白梅、右隻には紅梅
を描き中央を装飾化された渦

うず

を巻く水流を配した大胆
な構図である。（ ⑤ ）は（ ③ ）の装飾的な画法をとり
いれ、（ b ）と呼ばれる絵画を大成した。

　（ ⑥ ）との交易や、ズボンやマントを着けた（ ⑥ ）
を描いた風俗画屏風である。湊に入った（ ⑥ ）たちが

（ c ）に向かい、宣教師の出迎えを受けている。

　1972（昭和 47）年に、（ ⑦ ）明日香村で発見された。
石室の天井には星

せいしゅく

宿（星座）、壁面に四
しじん

神、東の青
せいりゅう

龍・
西の白

びゃっこ

虎・南の朱
す ざ く

雀・北の玄
げんぶ

武が描かれている。また
男女群像が極彩色で描かれ、正装した（ ⑧ ）4 人の姿
は（ ⑨ ）の古墳壁画に似ている。

　（ ⑩ ）が描いた多色刷りの浮世絵である（ d ）の風
景版画。富士を東海道と甲州から眺めた46 枚の図の一
枚である。『神奈川沖浪裏』は、逆巻く荒波にもてあそ
ばれる船と遠方に見える富士山を遠近法の手法で描い
ている。この風景版画はヨーロッパの後期印象派の画家
に影響を与え、（ e ）（日本熱）を生んでいった。

　来迎図は、往生を願う人の臨終に際し、（ ⑪ ）が西
方極楽浄土から雲に乗って迎えに来る有様を描いてい
る。仏は上

じょうぼん

品下
げしょう

生の印をとる。末法思想が流行した平
安末期から鎌倉期に盛んに描かれた。もと比叡山にあ
ったものといわれる。別名『阿弥陀二十五菩薩来迎図』
ともいう。

　「玉
たまむしのずし

虫厨子」は須
し ゅ み ざ

弥座周辺に玉虫の羽が付けられて
いることからこの名前がある。経文に題材を選び「捨

しゃしん

身
飼
し こ ず

虎図」「施
せしん

身聞
も ん げ ず

偈図」が有名である。（ f ）とは絵の
具を油にとかし、これに一酸化鉛を加えた塗料で描いた
油絵で、漆絵ともいう。

（ D ）

（ E ）

（ F ）

（ G ）

（ H ）

（ I ）
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問４　（ C ）の頃に活躍した画家を、［語群］から一人選び、記
号で答えなさい。

［語群］
　　ア．狩

かのう

野元
もとのぶ

信　　    イ．狩
かのう

野探
たんゆう

幽　　    ウ．狩
かのう

野芳
ほうがい

崖

問５　（ C ）の頃の文化に建築された数寄屋風の建物を、［語群］
から一つ選び、記号で答えなさい。

［語群］
　　ア．日光東照宮　　    イ．東

とうぐどう

求堂　　    ウ．桂離宮

問６　（ F ）の作品名を漢字で答えなさい。

第２問　日本の近代教育に関する次の文章を読んで、以下の
　　　問いに答えなさい。（配点 40）

日本の近代的な教育の始まりは 1872（明治 5）年に公布さ
れた（ ① ）とされる。日本で初めて体系的な教育制度が形作
られ、フランスの学校制度にならい全国を8 つの大学区に分け
た。その大学区を32 の中学区に、さらに各中学区を210 の小
学区に分け、それぞれの区ごとに学校が設立されること、国民
皆学・教育の機会均等などが指標とされた。その後、1879（明
治 12）年、アメリカの教育制度を参考に（ ② ）と改正され、
学区制度を廃止し、小学校の設立は町村の裁量に任せること
になったが、その後、全面的に改正され、地方分権から中央
集権的な制度になった。そして 1886（明治 19）年、初代文部
大臣の（ ③ ）により（ ④ ）が公布された。この（ ④ ）は中
学校など学校ごとの学校制度に関する単独勅令の総称であり、
帝国大学を頂点とする近代的な学校体系を作り上げることにな
った。
（ ④ ）には小学校を規定した（ ⑤ ）が含まれている。ここ

では小学校を尋常・高等の二段階に分け、尋常小学校 4 年間
を義務教育と規定した。それとともに初等教育に携わる初等学
校教員の必要性から（ ⑥ ）を重視し、（ ⑥ ）令を公布している。
教員養成機関である（ ⑥ ）に通う学生が身につけるべき理想
として「順良、信愛、威重」が掲げられ、生徒は寄宿舎で生活
することで帰属意識と集団的規律を学び、授業内では軍隊的
な訓練も行い身体を統率していく教育が行われた。これらに対
し、生徒には兵役の免除、授業料・食費の無償、衣服・雑費
の支給が行われた。

女子の教育は最初に公布された（ ① ）の段階から女児も含
めた国民皆学が指標とされた。同じく1872（明治 5）年には東

　（ ⑫ ）らの筆という。本図には（ g ）がなく、当時の
貴族社会や仏教界を、カエルやサル、ウサギ、キツネな
ど鳥獣を擬

ぎ じ ん か

人化して軽妙な筆致で生き生きと描いてい
る。日本最初のアニメともいえる作品である。絵には人
間社会に対する風刺が見られる。

問１　それぞれの作品に該当する文化を、［語群］から一つず
　　　つ選び、記号で答えなさい。

［語群］
　ア．院政期文化　　　イ．化政文化　　   ウ．桃山文化
　エ．弘仁・貞観文化　  オ．  元禄文化
　カ． 鎌倉文化　　　    キ．国風文化　　  ク． 東山文化
　ケ．南北朝期文化　   コ．飛鳥文化
　サ．天平文化　　      シ．江戸初期文化（寛永期文化）
　ス．北山文化　  　     セ．白鳳文化

問２　各解説文の空欄（ ① ）～（ ⑫ ）にあてはまる適切な語句を、
［語群］から一つずつ選び、記号で答えなさい。

［語群］
　　ア．西洋人　　 　 イ．最澄　　　    ウ．京都府　　
　　エ．儒教　　　　オ．歌川広重     カ． 男性　　
　　キ．涅

ね は ん ず

槃図　　　ク．薬師仏　     ケ． 雪舟　　
　　コ．一休宗純　　サ． 濃

だ み え

絵　　      シ．空海　　 
　　 ス．俵屋宗達　　セ． 唐

からえ

絵　　　   ソ． キリスト教  
　　タ．野々村仁清　 チ． 釈迦仏　　   ツ．狩野派　
　　テ．地獄極楽図　ト．長谷川等伯　 ナ．南蛮人　　
　　ニ． 新

しらぎ

羅　　      ヌ． 寺院　　       ネ．女性　　
　　ノ．円仁　　　　 ハ．高句麗　　   ヒ．葛飾北斎
　　フ．如

じょせつ

拙　　　　ヘ．尾
おがた

形光
こうりん

琳　　ホ．阿弥陀仏　
　　マ．鳥羽僧正　　ミ．奈良県　　　ム．黒人　　
　　メ．土佐派

問３　各解説文の空欄（ a ）～（ g ）にあてはまる適切な
語句を答えなさい。

（ J ）
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京女学校が竹橋に官立として設立されていたが、就学率の低さ
が目立つ結果となった。高等教育は女子高等師範学校が 1890

（明治 23）年に設立され、明治 30 年代以降も私立の専門学校
が設立されたが、大学ではなかった。男子の場合、大学に進
学するには旧制高等学校に進学するのが普通であったが、女
子の場合は女子高等師範学校もしくは女子専門学校からの進
学であった。実際、日本で初めて女性で大学に進学した黒田チ
カ、牧田らく、丹下ウメの 3 名は前者 2 名が東京女子師範学校、
丹下が日本女子大学校からの進学であった。
　このように教育制度が変容し、進展していく一方、天皇制
度と教育または近代化と教育は時として大きな軋

あつれき

轢を生みだし
ていた。1879（明治 12）年に明治天皇から参議であった伊

い と う

藤
博
ひろぶみ

文、寺
てらしま

島宗
むねのり

則に出された「教
きょうがく

学聖
せいし

旨」は、明治政府が推し
進めていた教育政策が実学・洋風開化に陥っているため、それ
を是正することが目的であった。内容自体は儒学者でもあり、
日本の近代化に疑念を抱いていた元

も と だ

田永
ながざね

孚が執筆したため、
伊藤との対立を招くことになった。その後、1890（明治 23）年
には（ ⑦ ）が出され、君主に忠義を尽くし、国を愛するという

（ ⑧ ）などの儒教的道徳を基礎とし、天皇制強化が行われた。
そして実際に天皇の写真とともに各学校に配布され、以後、太
平洋戦争の敗戦に至るまで日本の教育や社会に大きな影響を
与えていくことになる。この（ ⑦ ）に対し、（ ⑨ ）である内

うちむら

村
鑑
かんぞう

三は最敬礼を行わなかったため、世論の攻撃を受け、第一
高等中学校の嘱託教員を辞職することになった。

問１　上記文章中の空欄（ ① ）～（ ⑨ ）にあてはまる語句を、
　　　［語群］から一つずつ選び、記号で答えなさい。

［語群］
　　ア．イスラム教徒　　イ．キリスト教徒　  ウ．学校令
　　エ．寺子屋　　　　 オ． 師範学校　　　カ．郷学校
　　キ．教育基本法　　 ク．小学校令　　　ケ．教育勅語
　　コ．論語　　　　　サ．森有礼　　　   シ．滅私奉公
　　ス．忠君愛国　　   セ．新

に と べ

渡戸稲
いなぞう

造　　ソ．学制
　　タ．教育令

問２　1872（明治 5）年に公布された（ ① ）の序文で、国民皆学・
教育の機会均等・実学奨励などが書かれた史料名を漢字
4 文字で答えなさい。

問３　1886（明治 19）年に公布された（ ④ ）により東京大学は
帝国大学に改組されたが、その後、各地に帝大が設立さ
れ、最終的には 9 帝大になる。そのうち東京大学から数

えて4 番目、1910（明治 43）年に設立された帝国大学の
名前を答えなさい。

問４　日本で最初の旧制女子専門学校である日本女子大学校
を創設した人物を、［語群］から一人選び、記号で答えなさい。

［語群］
　ア．井上円了　イ．成瀬仁蔵　ウ．大隈重信　エ．新島襄

問５　「小学校」に関する以下の文章の空欄（ a ）（ b ）にあて
はまる語句を、［語群］から一つずつ選び、記号で答えな
さい。

長野県松本市にある（ a ）は明治初期に建てられた小
学校である。この（ a ）は日本の職人が西洋風建築を真似
して建てた建築様式である（ b ）の代表的建築物である。
この（ b ）は全国各地に残されており、画家の高橋由一の「山
形市街図」は当時の（ b ）が描かれた作品である。

［語群］
　ア．足利学校　　　イ．擬洋風建築　　　ウ．合掌造り
　エ．青柳文庫　　　オ．開智学校
　カ．数寄屋造り

問６　「内村鑑三」に関する以下の文章の空欄（ a ）（ b ）にあ
てはまる語句を、 ［語群］から一つずつ選び、記号で答えな
さい。

　　内村鑑三は第一高等中学校を辞職後、黒
くろいわるいこう

岩涙香が創刊し
　た新聞『（ a ）』に招かれた。その新聞で彼は日露戦争開戦
　前に、堺利彦や（ b ）とともに非戦の論陣をはったが、黒岩
　自身が主戦派に回ったことにより退社することになる。

［語群］
　ア．万朝報　　　　　イ．幸徳秋水　　　
　ウ．東京朝日新聞　　エ．与謝野晶子　　
　オ．郵便報知新聞　　カ．井上哲次郎

問７　「寺島宗則」に関する以下の文章の空欄（ a ）（ b ）に
あてはまる語句を、 ［語群］から一つずつ選び、記号で答
えなさい。

　　寺島宗則は薩摩出身で長崎にて蘭学を学んでいたが、
　1862（文久 2）年に幕府から派遣された文久遣欧使節に参
　加以降、蘭学ではなく英

えいがく

学（当時は英語圏の学問・技術の
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はまる語句を漢字で答えなさい。但し、以下の文章の空欄
（ ② ）は史料Ａの空欄（ ② ）と同じ語句である。

1627（寛永 4）年、幕府は届け出なく（ a ）天皇
が（ ② ）着用を勅許したことを問題にし、これに抗議し
た大徳寺の（ b ）らを処罰した。この事件をきっかけに、

（ a ）天皇は幕府の同意を求めずに突然譲位した。幕府
は次の天皇が、徳川秀忠の孫である（ c ）天皇となること
もあり譲位を追認した。

問４　尊王思想に関する以下の文章の空欄（ a ）～（ c ）にあ
てはまる語句を、［語群］から一つずつ選び、記号で答えな
さい。

　　儒学のなかにある尊王思想は、天皇を王者として尊ぶとい
　う思想で、（ a ）などで主張された。18 世紀半ばには竹

たけのうち

内　
　式

しきぶ

部が京都で公家たちに尊王論を説いて追放刑となった（ b ）、
　さらに山

やまがた

県大
だいに

弐が江戸で尊王論を説き、幕府の腐敗を攻撃し
　たので死刑に処せられた（ c ）が起こった。

 ［語群］
　　ア．水戸学　　　イ．東北学　　　ウ．会津学
　　エ．明和事件　　オ．宝暦事件　　カ．寛文事件
　　キ．天明事件

第３問Ⓑ　次の史料Ａ・Ｂを読んで、以下の問いに答えなさい。
　　　　　（配点 20）

史料Ａ
　　恭

うやうや

しく惟
おもん

みるに、わが国体は、天孫降臨の際下し賜へる
　御神

しんちょく

勅 ＊１に依り明示せらるゝ 所にして、万世一系の天皇国
　を統治し給ひ、宝

ほ う そ

祚＊２の隆
さかえ

は天地と与
とも

に窮
きわまり

なし。……憲法
　第一条には「大日本帝国ハ万世一系ノ天皇之ヲ統治ス」と明
　示し給ふ。即

すなわ

ち大日本帝国統治の大権は儼
げん

として天皇に存
　すること明かなり。若

も

し夫
そ

れ統治権が天皇に存せずして天
　皇は之を行使する為の機関なりと為すが如きは、是

こ

れ全く万
　邦無

む ひ

比なる我が国体の本義を愆
あやま

るものなり。
（現代史資料）

＊1　『日本書紀』に天照大神が天孫ニニギノミコトを高天原か
ら豊

とよあしはら

葦原瑞
み ず ほ

穂国に降した時の神勅で、大神の子孫が統治する
ことを記している。
＊２　天皇の位を尊んでいう称

ことを英学と称した）を学ぶことになる。その後、薩摩に戻っ
た寺島は生

なまむぎじけん

麦事件の報復として 1863（文久 3）年に起こった
（ a ）にて捕虜になる。明治維新以降は外交官として活躍し、
1873（明治 6）年には外務卿になる。条約改正問題に取り組み、
特に明治政府の財政難解消のため（ b ）の回復を目指し、アメ
リカの同意を得たが、イギリスやドイツとの交渉は不成立となっ
てしまった。

［語群］
　ア．下関戦争　　イ．治外法権　　　ウ．内地雑居
　エ．薩英戦争　　オ．関税自主権
　カ．大津事件

第３問Ⓐ　次の史料Ａを読んで、以下の問いに答えなさい。
	 （配点 20）

史料Ａ
　天子諸芸能の事、第一御学問也。……
　関白・（ ① ）并びに奉行・職

しき

事
じ

等申し渡す儀、堂
とうしょう

上　
　地

じ げ

下の 輩
ともがら

相背
そむ

くにおいては流
る

罪
ざい

たるべき事。……
  （ ② ）の寺、住

じゅう

持
じ

職
しき

、先規希
け う

有の事也。近年猥りに勅
　　許の事、且は 﨟

ろう

次
じ

  を乱し、且は官寺を汚し、甚
はなは

だ然るべ
　　からず。

（大日本史料）
＊１　僧侶が受戒後、修行の功徳をつんだ年数で決まる席次

問１　史料Ａの名称と起草者を漢字で答えなさい。

問２　史料Ａの空欄（ ① ）（ ② ）にあてはまる語句を、［語群］
から一つずつ選び、記号で答えなさい。

［語群］
　ア．太閤　　イ．伝奏　　ウ．摂政　　エ．黒衣
　オ．青衣　　カ．紫衣

問３　下線部と関わる以下の文章の空欄（ a ）～（ c ）にあて

第３問は選択問題である。第３問Ⓐは「近世」に関する問
題、第３問Ⓑは「近現代」に関する問題である。ⒶとⒷの
いずれか一つを選択して問いに答えなさい。
なお、ⒶとⒷの両方に解答した場合は、両方とも採点の対
象としない。

一
一

一
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史料Ｂ
　　日本国民は、正当に選挙された（ ① ）における代表者を通
　じて行動し、われらとわれらの子孫のために、諸国民との協和
　による成果と、わが国全土にわたって自由のもたらす恵

けいたく

沢を確
　保し、政府の行為によって再び戦争の惨禍が起ることのないや
　うにすることを決意し、ここに（ ② ）が国民に存することを宣
　言し、この憲法を確定する。

（官報）

問１　史料Ａに関する以下の文章の空欄（ a ）～（ c ）にあて
はまる語句を漢字で答えなさい。

　　史料Ａは、1935（昭和 10）年に（ a ）内閣が出した（ b ）
　である。これは（ c ）が唱えた天皇機関説を否定し、日本は
　古代以来天皇中心の国家であり、天皇が主権をもっているこ
　とは明白であるという政府の声明である。

問２　下線の「憲法」の名称と、それとともに制定された皇位
の継承・即位等を規定した法規を漢字で答えなさい。

問３　下線の「憲法」について、以下のア～カのなかから、同
憲法で定められた天皇の権限のうち誤っているものを2 つ
選び、記号で答えなさい。

　　ア．国防方針の決定　　イ．宣戦・講和や条約の締結
　　ウ．文武官の任免　　　エ．陸海軍の統

とうすい

帥
　　オ．国務各大臣を輔

ほひつ

弼　 カ．衆議院議員の任免

問４　史料Ｂの名称を漢字で答えなさい。また、史料Ｂの空欄
（ ① ）（ ② ）にあてはまる語句を、［語群］から一つずつ選
び、記号で答えなさい。

［語群］
　　ア．内閣　　イ．国会　　ウ．枢

すうみついん

密院　　エ．統帥権
　　オ．人権　　カ．主権

第 1 問　日本の農業に関する次の文章を読んで、以下の問い
　　　に答えなさい。（配点 34）

日本は古くから稲作が行われ、農業が主要産業と考えられてき
た。研究の進展により農業以外の様々な生産活動が行われ、
必ずしも農業のみが中心的に行われてきたわけではないことが
わかってきたが、それでも日本人の心性に深く関わっていると
思われるだけの歴史性を有している。縄文時代の終わり頃、九
州地方の（ ① ）遺跡に水田が発見されており、水稲農耕がす
でに行われていたと考えられている。その後、紀元前 4 世紀頃
には水稲農耕が東日本にも伝わり、食料採取から食料生産へ
と変化し、弥生文化が成立した。稲作を基礎とする農耕集落が
形成され、竪穴住居とともに（ ② ）が建てられており、稲など
の貯蔵用であったと考えられている。その後、古墳時代になる
と政治連合が形成され、支配・被支配の関係性が明確になり、
祭祀に関しても単なる農耕の豊穣を願うだけではなく、儀礼的
な関係性を維持する目的も含まれるようになった。特に弥生時
代に発生したとされる（ ③ ）は収穫の感謝を示す祭であるが、
後に天皇が新穀を神々に供え感謝するものになっていった。
律令国家成立以降、農民は班

はんきゅう

給された口
くぶんでん

分田を耕作し、その
他、兵役や雑

ぞうよう

徭などの労役負担が課せられた。政府は人口増
加による口分田不足を補うために 722（養老 6）年には（ ④ ）、
723（養老 7）年には三

さんぜいっしん

世一身法、743（天平15）年には墾
こんでん

田
永
えいねん

年私
しざいほう

財法を発布した。これは政府により把握できる土地を
増加することがねらいであったが、一方で貴族や寺院などの私
有地拡大を促進させることにもなり、（ ⑤ ）の成立へとつなが
った。この（ ⑤ ）の代表的存在は東大寺であったが、固有の
荘民を持たず、周囲の班田農民による賃租により経営が維持さ
れていた。そのため律令制崩壊にともない衰退していった。
中世になると農業の集約化が進み、今の農業にも通じる単位
面積当たりの生産性を上げていく考えが見られるようになる。
特に畿内や西日本では麦を裏作とする（ ⑥ ）が行われた。こ
れには刈った草を地中に埋めて発酵させ肥料とする（ ⑦ ）や
草を焼いた灰を肥料としてまく草

そうもくばい

木灰などの生産技術の発達が
背景として存在する。その後、室町時代には（ ⑥ ）が関東地
方にまで普及するとともに、畿内地方では麦だけではなくそば
も裏作とする（ ⑧ ）が行われるようになった。
江戸時代になると身分制として支配・被支配の関係が構築さ
れ、武士・公家・僧侶・神職という支配身分と、農業・林業・
漁業などを担う百姓、手工業に従事する職人、商業や流通・運
輸を担う町人などの被支配身分が存在することになった。17 世
紀頃から幕府や大名が治水・灌漑事業を行い、また有力商人

日本史　一般入学試験（前期）
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たちの力も借り、新田開発を行った。耕作地が増大しただけで
はなく、農具や肥料の発達により生産性も増大した。また農
業技術の普及には書籍出版・流通も大きな影響を与えている。
17 世紀には（ ⑨ ）の『農業全書』が、19 世紀には（ ⑩ ）の

『広
こうえきこくさんこう

益国産考』が出版された。

問 1　 上記文章の空欄（ ① ）～（ ⑤ ）にあてはまる語句を、
［語群］から一つずつ選び、記号で答えなさい。

［語群］
　ア．垂

たれやなぎ

柳　　　　　　　　イ．屯
みやけ

倉　　　ウ．祈
としごいのまつり

年 祭
　エ．長屋王の変　　　　　オ．板

いたづけ

付　　
　カ． 百

ひゃくまん

万 町
ちょう

歩
ぶ

開
かいこん

墾計
けいかく

画　キ．大
おおはらえ

祓　 　ク．平地住居
　　ケ． 高床倉庫　　　　　　コ．砂沢　　　サ．初期荘園
　　シ．班田収授法　	 　　 ス． 公地公民制　

　セ． 新
にいなめのまつり

嘗 祭　　　　　　  ソ．  寄進地系荘園	 　　
　タ．開発領主　　　　　　チ． 荘園整理令

問 2　上記文章の空欄（ ⑥ ）～（ ⑩ ）にあてはまる語句を答
　　えなさい。

問 ３　中世において、肥料の発達や農耕方法の変化などによ
　　り生産性が上がったが、それだけではなく米の品種の変
　　化も大きい。特に中国から導入された東南アジア原産の
　　長粒米で、赤米や唐

とう

法
ぼ し

師、占
ちゃんぱ

城稲（占城米）とも呼ばれ
　　た米は何か。漢字三文字で答えなさい。

問 4　以下の文章の空欄（ a ）～（ d ）にあてはまる語句を答
えなさい。

　　江戸時代初期は新たに田畑を造成する新田開発が盛んに
　行われ、大開発時代とも呼ばれる。特に町人の資本により
　治水工事などが行われた新田は（ a ）とされ、代表的なも
　のとして 18 世紀初期に鴻池が河内に開いた（ b ）があげら
　れる。享保期には武蔵国の四郡にわたる範囲で新田開発が
　行われ、総称として（ c ）と呼ばれている。しかし新田開
　発すべてが成功したわけではなく、田沼意次により利根川
　水系の印旛沼や（ d ）の干拓が行われたが、利根川の洪水
　により失敗に終わった。

問 5　近代以前には全国各地で行われていた農村行事で、大
　　勢で鐘や太鼓を鳴らし松

たいまつ

明を焚き、村内を練り歩き、　稲

　　の害虫駆除を行った行事は何か答えなさい。例えば小豆島
　　ではすでに途絶えていたが、映画『八日目の蝉』で取り上
　　げられたことにより撮影後に復活することになった。

問６　江戸時代に商品作物として重視された四木三草のうち三
草は地域により違うが一般的には「麻・藍・紅花」である。
四木のうち「桑・漆・茶」ではないもの、和紙の原料にも
なったものは何か漢字で答えなさい。

第 2 問　次の絵や写真は、近世から現代までの、それぞれの
　　　時代を物語る歴史資料である。各説明文を読み、以下
　　　の問いに答えなさい。（配点 33）

　1590（天正 18）年、イエズス会の宣教師ヴァリニャー
ニによって金属製活字印刷術が伝えられ、宗教書や辞
典のほか日本の古典などが刊行された。1592（文禄 1）
年に、天草で刊行された天草版（ a ）は、全文（ ① ）
式のローマ字で記述されている。左は天草版イソップ物
語、右は天草版（ a ）である。

　1613（慶長 18）年、幕府は全国にキリスト教の信仰
を禁じた。翌 1614（慶長 19）年には、キリシタン大名

（ ② ）がマニラに追放された。キリシタン弾圧に対し、
1637（寛永 14）～ 38（寛永 15）年、キリシタン農民ら
によって（ ③ ）が起こった。幕府はキリシタン探索を強
化し、真

しんちゅう

鍮製のイエス＝キリスト像や聖母マリア像の踏
絵板を作り踏絵を行っていった。

（ A ）

（ B ）
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　江戸時代、長崎は唯一の貿易港として栄えた。幕府
は 1639（寛永 16）年、（ ① ）船の来航を禁じ、1641（寛
永 18）年、（ ④ ）の（ ⑤ ）を（ ⑥ ）に移した。絵に
は扇形の埋立地（ ⑥ ）や長崎郊外に設置された清国
人の（ ⑦ ）が見られる。

　伊勢松坂出身の（ ⑧ ）高利が江戸に呉服屋を開いた。
「（ ⑨ ）掛け値なし」や「薄利多売」の新しい商法で財を
なし、三貨の交換や為

かわせ

替、貸し付け業務を行う（ ⑩ ）も
兼業し財をなしていった。明治時代にはいると、（ ⑧ ）家
は政商から財閥を形成することとなる。

　淀川下流、安治川の河口の様子である。諸藩や旗本は
（ ⑪ ）と呼ばれる自国の年貢米や特産物を販売するため
に、倉庫兼取引所である（ ⑫ ）を設けた。特に（ ⑫ ）は、
大坂安治川河口に集中した。

　1782（天明 2）～ 87（天明 7）年、長雨や冷害などに

よって、全国的に大飢饉となった。1783（天明 3）年に
は（ b ）が大噴火を起こし大勢の死者を出し、江戸でも
火山灰が降り積もった。特に、東北地方では数十万人
の餓死者を出す惨状を呈した。

　明治政府は殖産興業を進めるため直営の（ ⑬ ）を経
営した。1872（明治 5）年、群馬県内に開設した（ ⑭ ）
もその一つである。（ ⑭ ）ではフランス製の 300 台の機
械を設置して操業を開始した。創業当時、工場で働く人
は士族の子女が多かった。

　1914（大正 3）年から始まった（ ⑮ ）中の好景気で財
をなす人たちが現れた。絵は、小学校の先生の初任給
が 20 円くらいの頃、料亭で百円札を燃やして靴を探さ
せている場面である。特に造船・海運業界は巨利を得て

（ ⑯ ）と呼ばれた。しかし大戦景気が終わるとほとんど
の成

なりきん

金は没落した。

　大正・昭和初期に児童を対象とした児童雑誌である。
1918（大正 7）年 7月、（ c ）の門下であった鈴

すずき

木三
み え

重
吉
きち

のもとで発行された雑誌『赤い鳥』などにより、児童
文学に関心が集まり、（ d ）運動に影響を与えていった。

（ C ）

（ D ）

（ E ）

（ F ）

（ G ）

（ H ）

（ I ）
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　　京都より三艘　（　③　）一艘　　　　角
すみのくら

倉一艘　　　 
（長崎実録大成）	

※史料は読みやすいように改めた

史料 B
　　　一、大東亜各国は協同して大東亜の安定を確保し、道
　　義に基く共存共栄の秩序を建設す
　　　一、大東亜各国は相互に自主独立を尊重し、互助敦

とんぼく

睦
　　の実を挙け、大東亜の親和を確立す……
　　　一、大東亜各国は万邦との交

こう

誼
ぎ

を篤うし、人種的差別
　　を撤廃し、普く文化を交流し、進んて資源を開放し、以て
　　世界の進運に貢献す
　　（外務省編『日本外交年表竝主要文書』下、原書房、1965 年）	

※史料は読みやすいように改めた

問１　史料 A に関する以下の文章の空欄（ a ）（ b ）（ ① ）に
あてはまる語句を答えなさい。但し、（ ① ）は史料 Aの
空欄（ ① ）と同じ語句が入る。

　　朱印船貿易が盛んになると、海外に移住する日本人も増
　え、南方の各地に自治制をしいた（ a ）がつくられた。渡
　航した日本人のなかには（ b ）のようにアユタヤ朝の王室
　に重く用いられたものもいる。（ b ）はアユタヤ朝の首都ア
　ユタヤにあった（ a ）の長で、のち（ ① ）の太

たいしゅ

守（長官）
　になったが、政争で毒殺された。

問２　史料 Aの空欄（ ② ）（ ③ ）には、朱印船を出した商人
の名前が入る。空欄にあてはまる人名を、［語群］から一人
ずつ選び、記号で答えなさい。

［語群］
　　ア．三浦按

あん

針
じん

　　　イ．末
すえつぐ

次平蔵	  ウ．小西行
ゆきなが

長	
　　エ．有馬晴

はるのぶ

信　　　オ．茶屋四郎次郎	
　　カ．島津家久

問３　朱印船は摂津の商人も出していた。摂津の貿易に関す
　　る以下の文章の空欄（ a ）～（ c ）にあてはまる語句を
　　答えなさい。

　　（ a ）は、摂津の（ b ）を修築して、瀬戸内海航路の安
　全をはかり、宋商人の畿内への招来につとめて貿易を推進し
　た。日本からは金・硫

いおう

黄・刀剣などを輸出し、大陸からは宋
　銭や東南アジア産の（ c ）や薬品を輸入した。

　1927（昭和 2）年の（ ⑰ ）で、東京中野銀行に預
金の払戻しを求めて行列する人びとを写したものである。
衆議院予算委員会で、関東大震災のために現金化でき
なくなった震災手形の処理法案審議中、片

かたおか

岡直
なお

温
はる

蔵相
の失言から取付け騒ぎがおこり、銀行の休業が続出した。

問１　空欄（ ① ）～（ ⑰ ）にあてはまる語句を答えなさい。

問２　空欄（ a ）～（ d ）にあてはまる語句を、［語群］から一
　つずつ選び、記号で答えなさい。

［語群］
　ア．  源氏物語　　   イ．伊勢物語　　　ウ．平家物語
　エ．  今昔物語集　   オ．阿蘇山　　  　カ．富士山	

　 　キ．御嶽山　　      ク．浅間山　　  　ケ．芥川龍之介
　コ．夏目漱石　　   サ．森鷗外　　  　シ．島崎藤村
　ス．一斉読書　　   セ．生活綴り方　　ソ．藝術教育
　タ．体力作り

問 3　以下の問いに答えなさい。
   ア．（ ⑪ ）に対し、民間商人が扱った商品を何といったか。
   イ．大名の年貢米などの米取引を一手に扱ったのはどこの
　　　 米市場か。
  ウ．Fの飢饉から半世紀後に起こった飢饉で、特に東北地
　　 方で被害が大きかった飢饉を何と呼んでいるか。
   エ．J の時の内閣名をあげなさい。

第 3 問　次の史料Ａ・B に関して、以下の問いに答えなさい。
　　　　（配点 33）

史料Ａ
　　　一　文禄の初年より長崎、京都、堺の者御朱印を頂

ちょうだい

戴
　　して、広

コウナン

南、東
トンキン

京、占
チヤンパ

城、柬
カンボジア

埔寨、（ ① ）、太
パタニ

泥、暹
シャム

羅、
　　台湾、呂

ルソン

宋、阿
ア マ

媽港
カワ

等に商売として渡海する事御免之
これ

有り。
　　長崎より五艘　（　②　）二艘　　　　船本弥平次一艘	

（ J ）
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問４　史料 B に関する以下の文章の空欄（ a ）～（ c ）　
　　　にあてはまる語句を、［語群］から一つずつ選び、記号
　　　で答えなさい。

　1943（昭和 18）年 11 月、（ a ）内閣は、占領地域の戦
　争協力を確保するために、満州国・中国（南京）の（ b ）
　政権・タイ・ビルマ・自由インド・フィリピンなどの代表
　者を集めて大東亜会議を開いた。そこで採択されたのが
　史料 B の（ c ）宣言である。

［語群］
　　ア．近衛	 　  　イ．東条	  　ウ．広田	 　　
　　エ．汪

おうちょうめい

兆 銘	　  　オ．孫文　　 カ．張
ちょうさくりん

作 霖	 　　
　　キ．大東亜共同　  ク．大東亜秩序	
　　ケ．大東亜共栄

　問５　史料 B 以前から実施された、植民地統治下の台湾人
　　　や朝鮮人に対する日本語教育の徹底などの同化政策を
　　　何というか。また、その一つとして朝鮮人固有の姓を日
　　　本式氏名に変えさせたことを何というか。それぞれ漢
　　　字で答えなさい。
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第1問
（1）4　（2）1　（3）5　（4）3　（5）2

（1）2ー 4ー 1ー 3
（2）2ー 3ー 4ー 1

（1）1　（2）4　（3）2　（4）1　（5）3

（1）3ー 2ー 1
（2）1ー 3ー 2
（3）2ー 1ー 3
（4）2ー 1ー 3

第2問
（1）4　（2）2　（3）3　（4）3
（5）［1］4　［2］1　［3］3　［4］2

（1）［1］4　［2］2　［3］1　［4］3　［5］2
（2）［6］3　［7］1　［8］3　［9］4
（3）［10］2　［11］1　［12］3
（4）［13］Tokyo Designers Week is now open to the 

general public.
［14］It promotes those relationships by creating 
connections between the consumers and creators.

［15］It gives them a place to show their work. 

第１問
（1）4（2）1（3）2（4）5（5）3

（1）3ー 2ー 4ー 1
（2）1ー 4ー 3ー 2

（1）1（2）2（3）3（4）1（5）2

（1）3ー 2ー 1
（2）3ー 2ー 1
（3）3ー 2ー 1

（4）3ー 1ー 2

第2問
（1）1　（2）3　（3）4　（4）3
（5）［1］2　［2］1　［3］4　［4］3

（1）［1］3　［2］1　［3］4　［4］2　［5］3
（2）［6］4　［7］3　［8］1　［9］2
（3）［10］2　［11］3　［12］1
（4）
［13］Peaple often learn traditional dance by observing 
　　  others.

［14］Dancers often use their hands to slap their bodies 
　　  and shoes.

［15］Dancers might wear a bamboo hat to  represent　
　　  life in the country.

①舞踊　②骨子　③気息　④所業（所行）
⑤唯一無二　⑥正真正銘　⑦享受

（ア）現実の人間、馬、オリーブ、家、都市、
　　  政治その他

（イ）理想形が、… に、ある。
理想形（イデア）
①イデアの不完全な模造品
②形なき理想らしきものを形のある理想へと高めたもの
目の前に描かれてある女性の絵姿こそイデアであるから
カンバス上に見事に定着されている　こと
現実を超えようとする理想追求の意識
理想の美が…るをえない　から
無のイメー…意識は動く　から
無のイメージ（無のイメージとしてある曖昧な理想）
それぞれの作品が画家の理想を実現してそこにある点

（その一つ一つがそれぞれの画家の理想追求の現実的
成果）
A・B

教科科目解答

A

B

C

D

A

B

A

B

C

D

問1

問 2

問 3
問 4

問 5
問 6
問 7
問 8
問 9

問10

問11

A

B

　英語　自己推薦入学試験B

　国語　自己推薦入学試験B

　英語　一般入学試験（前期）
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第３問
タ .　　　　　チ . 　　　　　ツ .
タ . 630　　　チ . 5　　ツ . 4n ＋ 1

第４問
⨍’（x）= 3x² ＋ 2ax ＋ b より
x= － 1 のとき，3 － 2a ＋ b = 0…①
x =3 のとき，27 ＋ 6a ＋ b = 0…②
①，②から，
a = － 3，b = － 9

x = － 1 のとき，
⨍（x）= － 1 － 3 ＋ 9 ＋ c = 6 より
c = 1

第1問
ア . 
イ .
ウ . － ab

エ . 

①皆無　②対象　③掲載　④対照　⑤類似　⑥し
⑦おさ　⑧あたい　⑨つ　⑩策定　⑪奨励　⑫懸命
⑬や　⑭知見　⑮時機
X ウ　Y カ　Z イ
1 ク　2 ク　3 ク　4 キ　5 ク　6 ケ　7 ケ　8 コ
9 ケ　10 コ　11 ケ　12 コ
13 身体的　14 心理的
プライド
家庭から巣立つことを拒む者

（ひきこもり、パラサイトシングル）
1 誰かについて全面的に責任を引き受けることへの恐怖
2 自分たちが依存されるタイショウとなることへの恐怖
1 自分たちが～重荷となる（荷となる）
2 カップルの～きていない
3 精神的に十～していない
昨今の専業（専業主婦の）～わせている
ウ

第1問
ア . 
イ . 2
ウ . 
エ . 
オ . － 2x ＋ 700　（ 500 － 2（x － 100） ）
カ . － 2x² ＋ 700x
キ . 350
ク . 2
ケ . 45°(　)
コ . 3 ＋
サ . 16
シ . 16

第2問
ス . 1　 セ . 　 　　ソ . 
ス . 5 　セ . 2：1　 ソ . 

※問題冊子の問Aの空欄の記号の順が「ス」「ソ」「セ」となっ
　ていたため、問Aの解「セ」「ソ」は逆順でも正答とする。

　数学　自己推薦入学試験B

　国語　一般入学試験（前期）

問1

問 2
問 3

問 4
問 5
問 6

問 7

問 8

問 9
問10

問1

問1

問 2

問 3

問 4

問 A
問 B

問 C
問 D

（1）

（2）

x … － 1 … 3 …

⨍’（x） ＋ 0 － 0 ＋

⨍（x） ↗ 6 ↘ － 26 ↗

0-1

-26

6

3

1

　数学　一般入学試験（前期）
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問3

問 4
問 5
問 6

オ . 5x² － 16x ＋ 32
カ . 48
キ . 
ク . 4
ケ . 4 － 4
コ .（1，－ 1）
サ . 5
シ .（ x － 1）² ＋（ y － 1）²=5²

　　（ x² － 2x ＋ y² ＋ 2y － 23 = 0 も可）
第2問

ス .　　　セ .　　　ソ .
ス .　　　セ . 1　　ソ .  18

第3問
タ .（－ 2, 4, － 4）　　チ . 7　　ツ .（－ 4, 3, 3）
タ . 127　　チ . 3n － 1　　ツ .　（3n² － 5n ＋ 4）

第4問
（1）（4a，0）
（2）（2a，－4a²）
（3）y ＝ 2ax － 8a²

（4）
　（2ax － 8a²）－（x² － 4ax）dx ＝  より求める

第1問
A エ　B ク　C シ　D オ　E ウ　F セ　G イ　H キ
 I コ　J ア
①シ　②ケ　③ス　④メ　⑤ヘ　⑥ナ　⑦ミ　⑧ネ
⑨ハ　⑩ヒ　⑪ホ　⑫マ

a 町衆　b 琳派　c 南蛮寺　d 錦絵
e ジャポニス（ズ）ム　f 密陀絵
g 詞書き（文字・文章・説明文…）
イ
ウ
高松塚古墳壁画

第2問
①ソ　②タ　③サ　④ウ　⑤ク
⑥オ　⑦ケ　⑧ス　⑨イ
被仰出書
九州帝国大学
イ
 a オ　b イ
 a ア　b イ
 a エ　b オ

第3問Ⓐ
禁中並公家諸法度　金地院崇伝（崇伝）
①イ　②カ
a 御水尾　b 沢庵　c 明正
a ア　b オ　c エ

第3問Ⓑ
a 岡田啓介（岡田）　 b 国体明微（に関する）声明　
c 美濃部達吉
大日本帝国憲法（明治憲法）　 皇室典範
オ　カ（順不同）
日本国憲法　①イ　②カ

第1問
①オ　②ケ　③セ　④カ　⑤サ
⑥二毛作　⑦刈敷　⑧三毛作　⑨宮崎安貞
⑩大蔵永常
大唐米
a 町人請負新田　b 鴻池新田  c 武蔵野新田  d 手賀沼
虫送り
楮

　日本史　自己推薦入学試験B

問1

問 2

問1

問 2
問 3
問 4

問1
問 2
問 3
問 4

問1
問 2

問 3
問 4
問 5
問 6

　日本史　一般入学試験（前期）

問2

問 3

問 4

問 A
問 B

問 C
問 D

問1

問 2
問 3
問 4
問 5
問 6
問 7

0

-4a2

4a
g

2a
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第2問
①ポルトガル　　②高山右近　③島原の乱　④平戸
⑤オランダ商館　⑥出島　　　⑦唐人屋敷　⑧三井
⑨現金（現銀）　　⑩両替商（本両替）　⑪蔵物
⑫蔵屋敷　　　　⑬官営模範工場　　⑭富岡製糸場
⑮第一次世界大戦
⑯船成金　⑰金融恐慌
a ウ　b ク　c コ　d セ
ア . 納屋物　イ .（大坂）堂島米市場　ウ . 天保大飢饉
エ . 若槻（礼次郎）（内閣）

第3問
a 日本町  b 山田長政   ①六昆（リゴール）
②イ　③オ
a 平清盛 　b 大輪田泊　c 香料
a イ　b エ　c キ
皇民化　創氏改名

問1

問 2
問 3

問1
問 2
問 3
問 4
問 5
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